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　　プロローグ







　小鳥達の囀さえずる、緑豊かな庭園だった。

　切り立った岩肌には滝があり、滝たき壺つぼから溢あふれ出た水は小川となって緩ゆるやかに流れている。天てん井じよう付近に浮遊する人工太陽が燦さん々さんと緑を照らしており、色いろ取とり取どりの花々には、虫の姿が見られた。その庭園は、小さな生態系が成立する程に広大だった。

「……相変わらず、ここは土臭くて苦手だなあ」

　人が通れるように舗ほ装そうされた小道を歩きながら、少女はぼやいた。

　薄うす桃もも色いろの長い髪だった。それを１本のテールに束ね、右肩に垂らしている。

　少女はサイズが大きい白衣を羽は織おっており、少しだらしない雰囲気を漂わせている。微睡まどろんでいるような半はん眼がんの眼まな差ざしは、気け怠だるそうに周囲の様よう子すを眺めていた。

　しばらく歩くと、少女は広場に行き着いた。

　そこには、装飾が施された銀製の椅い子すが置かれている。

　花々に囲まれたその椅子は────天使アイオーンの王が座まします玉座である。

　今は誰だれも腰掛けていない、空の玉座だ。

　それを見やると、少女は腰に手を当てて嘆息してしまう。

「まったくもう……イヤになっちゃうよ。いきなり帰って来いと言ったかと思えば、当の本人は不在なんだから。こっちは貴重な時間を割さいて足を運んでるっていうのにさ」

　不満を呟つぶやいてみた直後、少女は背後に気け配はいを感じた。

　その気配は、少女が振り向くよりも先に声をかけてくる。

「珍しくテメエと同感だぜ、コルト家の娘、クリステア」

　不ぶ躾しつけな呼びかけだった。その正体にピンときたこともあり、少女、クリステアは途と端たんに表情を面めん倒どうそうに歪ゆがめてしまう。

　振り向くと、そこには案の定、車椅子に腰掛けた見知った男がいた。

　荒々しいカットの赤髪。大きなクマを両目の縁ふちに作った、不健康そうな顔をしている。腰から下の下半身はなく、車椅子の座席に設置された、生命維持装置から生はえ出ているような姿をしていた。

　クリステアは、久しぶりに会うその男の、みすぼらしい姿に苦笑してしまう。

「誰かと思えば、イグニス卿きようじゃないか。独断で人間の都市に踏み込んで、返かえり討うちに遭あったんだっけ？　ずいぶんと痛々しい格好にされたものだね」

　クリステアの言葉に露ろ骨こつな苛いら立だちの色を見せ、イグニスと呼ばれた男は答えた。

「３年ぶりに顔合わせた最初の発言がそれか？　クソ忌いま々いましい皮肉屋ぶりは何十年生きても変わらねえみてえじゃねえか、クソ女」

　双そう眸ぼうに殺意さえ覗のぞかせて、イグニスはクリステアを睨にらみ付けた。

　その怒りを受け流すように、クリステアはイグニスから視し線せんを逸そらして玉座に向き直った。

「それで？　イグニス卿きようも王に呼び出されたってところかな」

「さもなきゃ、戦いもねえ、こんな安あん穏のんとした場所にツラなんて出さねえってんだよ。あと、呼び出しくらってんのはオレサマやテメエだけじゃねえ。〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟の７人全員みてえだ」

「へえ。じゃあ、他ほかの同胞もそのうち顔を出すわけか」

「天使の軍勢セラフイツク・アルマ中で最強を誇る、終焉の騎士ナイツオブエンドの全員が招集だぞ。今度こそ、派は手でな戦争でもおっ始まるんじゃねのか。オレサマ達全員がその気になりゃあ、人サ類ル共を今度こそ皆殺しにするのも簡かん単たんだしよ。こんな身体からだになっててもなあ、オレサマはいつだって準備万端なんだよ」

　イグニスの意見に、クリステアは嘆息する。

「どうだろうね。人類の殲せん滅めつは、王から禁止されているだろう。あの種は、多すぎないくらいの人数で生かして残しておく。王が自分で決めて、かれこれ１００年近くも守っちゃってる方針なんだ。余程のことがない限り、それを覆くつがえすとは思えないなあ」

「じゃあ何だってんだ。王は同窓会でも開くつもりだとでも言いてえのかよ」

「へえ。君みたいな粗そ暴ぼうな輩やからにも、冗じよう談だんを言う知能はあったんだね、イグニス卿」

「テメエ、殺されてえのか……！」

　イグニスを苛いら立だたせながら、クリステアはマイペースに考え込んた。

「……前にもあったね、こういうことが」

　終焉の騎士ナイツオブエンドの全員が招集をかけられたのは、初めてのことではない。

　15年前だった。

　王がこうして、クリステア達を呼び出したことがある。その時は、クリステアも今のイグニスと同じ可能性を考えた。だが、クリステア達はこの玉座の前で、王から他愛たわいのない話や訓示を聞かされて解散しただけだったのである。

　結局、招集された意図はよくわからなかった。

「うーん。……今回の招集も、あの時と同様に意味不明だなあ」

「王の考えてることが、オレサマ達にわかった試しなんざねえだろうが」

　クリステアは呻うなりながら、頭上を見上げてみた。

　庭園の上空は、透き通った半球状の壁かべに覆おおわれており、その向こうには、暗い闇やみの中に瞬またたく星々が見えていた。その黒一色の中で、何より鮮せん明めいに浮き上がる、青い巨大な星。

　────地ち球きゆう。

　青い水晶球のような美しさを湛たたえ、その星は静寂の闇の中に静かにたゆたっている。

　その星の姿を頭上遠くに見上げながら、クリステアは１つの予想を口にする。

「……この〝静浄の楽園プレロマ〟に王がいないということは、王は今、直じき々じきに地上に降り立っているということなのかもしれないね。他に王が行くところなんてないし」

　クリステアの言葉を聞いたイグニスは、怪け訝げんそうな顔をした。

「何言ってんだ、テメエ。呼び出したのは王だろうが。その当人がオレサマ達を放っておいて、地上に降りてるだ？　何だってそんな欺あざむくようなことをするってんだ」

「うーん。そうだねえ」

　クリステアはイグニスを振り返って尋たずねた。

「こうして呼び出されなかったら、君は何をする予定だったんだい、イグニス卿きよう」

「決まってんだろう。復ふく讐しゆうだ」

「復讐……？」

　イグニスは言葉と共に、灼しやく熱ねつの怒りも吐き出す。

「オレサマをこんな身体からだにしやがった、あのクソ剣野郎の後継者を八つ裂きにしてやんだよ。あの過去からの来訪者ヴイジターのせいで、オレサマは誇り高いヴィッカース家の名に泥を塗らされたんだぞ……！　汚名を雪そそぐための雪辱戦だ。前回は油断したが、次は最初から全力でぶち殺してやるんだっての」

「なるほどねえ」

　イグニスの心情に興きよう味みなどなかったが、それを聞いたクリステアはニヤリと笑えんだ。

「最近、あたしも、ある人間達に敗北してしまってね。おそらくイグニス卿を打ち負かしたのと同じ奴やつなんだろうけど、彼等らが向かう先の都市で再戦を挑むつもりだったんだ」

「……んだとぉ」

「君とあたし。終焉の騎士ナイツオブエンドを２名も打ち破った、剣使いの人間がいる。元老院はその人間を重マ要ス殺ト害・指ダ定イにするつもりで動いていると聞いているよ」

　クリステアは肩を竦すくめて見せた。

「何となくだけど、王の意図がわかった気がするな」

「どういうことだ。説明しやがれ」

「あたしと同じなのかもしれないよ。つまり〝興味〟が湧わいたのさ」

「興味だあ？」

「だから地上に降りた。あたしたちをここに呼び付けてね」

「何でオレサマ達をここに呼び付ける必要があんだよ」

「短絡的だなあ、君は。誰だれにだって、邪じや魔ま者もの抜きで会いたい相手っているだろう？」

　クリステアは薄うすら笑いを浮かべながら、もう１度頭上の地ち球きゆうを見上げて言った。

「────〝手出し無用〟。つまり今回は、そういうことなんだろうさ」

　その言葉は、物言わぬ青い星に向けられた。

　無言の星は、ただ変わらず暗黒の空に座しているだけである。
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『おはようございます』

　室内にアナウンスが流れると、自動でゆっくりとカーテンが開いていく。

　溢あふれ出た陽光が寝室に射さし込み、ベッドの上で寝ていた少年の瞼まぶたを、否いや応おうなく痛め付ける。その眩まばゆさによって目覚め、少年はベッドの上に上体を起こした。

「……ふぁ～～っ」

　盛大な欠伸あくびを漏らすと、微睡まどろみ続けている意い識しきのままでボンヤリとした。

　定刻になると起こしてくれる、ホテルのモーニングコールというものがある。それを昨晩、設定しておいたため、こうして強制的に起こされたのだ。

　自分で設定したものの……起こされてみると、やや不快だった。

　もう少し寝ていたいという欲望を懸けん命めいに堪こらえ、少年は何とかベッドから足を下ろした。

　スリッパを履はいた。

　ベッド脇わきの水差しを手に取ると、グラスに水を注ぐ。

　そのグラスを片手に、少年は窓の向こうに広がる都市の姿を眺めた。

　窓の向こうには、朝の日射しに照らし出された都市の光景が広がっている。光を反射して輝かがやくビルの数々や、遠くの空を飛んでいく鳥の姿が見えた。

　それらを眺めているだけで、とても優ゆう雅がな気持ちになった。

「この時代に来て初めてなんじゃないかな、こういう穏おだやかな感じの朝って」

　少年はグラスの水を飲み、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「これも全部、初月給が振り込まれたおかげだよな。自分が汗水流して働いた金でホテルに泊まれてるわけだし。おお。なんか今のオレって、自律してる大人おとなって感じじゃないのか……！」

　身を捩よじって照れ臭そうに笑い、少年は頭を搔かいてしまう。

　実家を離はなれてからというもの、少年がこれまで寝泊まりしてきたのはロクな場所ではなかった。大概がソファの上。真っ暗な森の中で、装甲車の床の上で寝かされたこともある。ベッドで寝られたのは、数週間ぶりだ。

　そうしたこれまでが存在するから、今この時のありがたみが増しているのかもしれない。

　とにかく少年は、ホテルのベッドの心地ここち良よさを嚙かみ締しめていた。

　突如として、部へ屋やにブーとブザー音が鳴なり響ひびく。それは部屋の呼よび鈴りんである。

　優雅な気持ちに水を差された少年は、何事かと背後の扉を振り返った。

　扉の向こうの来訪者は、１度ならず何度もブザーを鳴らし続ける。

　来訪者を迎えるため、少年は慌ててジーンズに着替えようとする。その間にも、ブザーは絶えず鳴り続ける。

　ブー　ブー　ブー　ブーブブブブブブブブブブブブブ

　うるさかった。

　ブザーを連射するような、短気な知人といえば限られていた。

　苛いら立だちを込めて、少年は扉を開け放つ。

「うるさいな！　１回鳴らせば聞こえてるっての！」

　案の定、扉の向こうに立っていたのは見知った少女である。

　肩まで伸ばした金髪。赤い色の瞳ひとみ。見た目は、あどけない小柄な少女だ。

　半はん袖そでの白フードパーカーにスカート。ニーソックスといった服装だった。首には大型のヘッドホンを掛けている。

　少女の名はアニカ。

　いつも勝ち気で、少しぶっきらぼうな少女である。

　だがそんな彼女は何な故ぜだか、双そう眸ぼうに悔し涙のようなものを滲にじませている。

　その様よう子すは予期していないものだったため、少年は意表を突かれてしまった。

「あれ、ええっと……アニカ？」

　普ふ段だんとは違った、しおらしい眼まな差ざしで少女に見つめられ、少年はその場で啞あ然ぜんとしてしまう。今にも泣き出しそうなアニカに、何と声をかけるべきか。すぐに言葉が出てこなかった。

　少年は呼よび鈴りんを連射された怒りを抑え、どもり気味にアニカに尋たずねてみた。

「な、何だっていうんだよ、朝っぱらからいきなり。なんかあったのか？」

「置いてかれた」

「はあ？」

　唇を尖とがらせて言うアニカ。その意味不明な発言に、少年は怪け訝げんそうな顔をする。

　察しの悪い少年に苛いら立だち、アニカはキッと目を剝むいて少年を睨にらみ上げた。

「だから！　置いて行かれたのよ！　マナとミレイアに！」

「どわっ！　なんでいきなりオレの襟えり首くびを摑つかむんだ！」

「摑みやすい位置にあったからに決まってんでしょ！　我慢しなさいよ！」

　アニカは少年の頭をガクガクと揺すりながら、そのまま部へ屋やの奥に少年の身体からだを押し込んでいく。乱らん暴ぼうに部屋に入ってきたアニカは、ベッドの上に少年を突き倒した。

　そして拳こぶしを握って力説し始める。

「今日きようは３人で、朝から京きよう都との街を観かん光こうしようって約束してたのよ！　それなのに朝起きたら、私１人だけ部屋に残されて、２人は一足先に出発しちゃってるじゃないの！　酷ひどいじゃない！　一いつ緒しよに行こうっていう約束を破るなんて！」

「……それはオレじゃなくて、真ま無なとミレイアの２人に直接クレームしてくれよ」

「今この場にいないでしょ！　だからアンタに八つ当たりしに来てるんじゃない！」

「オレはお前のサンドバッグかよ！」

　いきなり入ってきたアニカだったが、どうやら一いつ緒しよに観かん光こうする約束をすっぽかされて、かなりご立腹であることは理解できた。少年は面めん倒どうそうに頭を搔かいて言った。

「ええっとさ。過去から来たオレが、未来人のアニカに言うのもアレなんだけど……真ま無な達が身につけてる〝ＰＱＣピクシー〟の位置情報とかを調しらべられないの？　それで、２人が今どこにいるかくらいはわかるんじゃないのか。アニカって確たしか、凄すご腕うでのハッカーなんだろ」

　少年は言いながら、アニカの首に取り付けられている金属製の首くび輪わを指差す。

　────ＰＱＣピクシー。

　ポータブル・クアンタム・コンピュータの略称である。その首輪は、携帯型量子コンピュータである。スマートフォンのような操そう作さ性せいで、これ１つに、インターネットの閲えつ覧らん機き能のうから携帯電話機能、公共料金の支払い手続きなどの様々な機能が凝ぎよう縮しゆくされている。

　当然、フレンド登とう録ろくされた友人の現在地を調べたり、チャット通信を行うことだって出来るのだ。近くにいないからといって、真無達と連絡が取れないことなどないはずである。

　指摘されたアニカは「何を今さら」といった態度で肩を竦すくめて見せた。

「そんなのとっくに追跡済みに決まってんでしょ！　でも、もう２人共、電車に乗っちゃってるから追いつけないのよ！　私の装甲車は東とう京きようの街に置いたままだし、ここでは公共機関を利用するしかないわ。相手が待っててくれなきゃ、合流もできないじゃない！」

「連絡付けて、待っててもらうことはできないのかよ」

「マナもミレイアも何な故ぜかオフライン、通信切ってて連絡が取れないのよ！」

「完全に仲間はずれにされてるわけか。もしかしてアニカ、２人に嫌われてる？」

「き、嫌われてなんかないわよ！」

　少年に言われ、アニカは言いい淀よどむ。

　アニカは、ますます涙目になりながら続けた。

「……ちょっとだけ、寝坊しちゃったのよ」

「寝坊？」

「出発の時間になっても、私だけ起きられなかったみたいなの。いつもは目覚ましかけてれば必ず起きられるのに、今日きようは何故か眠気に勝てなくて……」

「何だ、置いて行かれた理由ならハッキリしてるじゃないか」

「で、でも、寝坊してたのは、たかだか１時間くらいなのよ！　それだから置いていくって、酷ひどいと思わない！」

「うーん。そう言われてもなあ。いったいオレにどうして欲しいんだよ」

　同意を求めてくるアニカに、少年は困ってしまう。

　置いて行かれたのは可哀かわい想そうではあるが、だからといって、少年がどうにかしてやれることはない。こうして八つ当たりに来られても、話を聞くくらいのことしかできないのだ。

「確か、アンタってさ」

　アニカは俯うつむいた。彼女の双そう眸ぼうは前髪に隠れ、見えなくなる。

「今日きようのお昼ひる頃ごろに、私達と合流してランチする予定だったじゃない？」

「そうだけど？」

　午前中は、女組と男組で別行動。

　ランチタイムに合流して、その後は一いつ緒しよに街を観かん光こうする計画だった。とは言え、男組は少年ただ１人しかいないため、誰だれに気兼ねするでもなくノンビリと街をブラつくつもりだった。

　アニカは、少し頰ほおを染めながら呟つぶやいた。

「……一緒に行っても良い？」

「え？」

　アニカの声が小さかったため、よく聞こえなかった少年は聞き返してしまう。それがもどかしかったのか、アニカは気恥ずかしそうに、どんどん顔を熱あつくしてしまう。

「だからその……アンタと一緒に行動すれば、お昼にはマナ達と合流できるわけでしょ」

　唇を尖とがらせながらも、アニカは上うわ目め遣づかいで少年に頼んだ。

「一緒に行こうよ、ナナギ」

　少年、名な薙なぎ綾りよう月がは、アニカに誘われてしまった。
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　西暦２１４０年。

　夏の終わりを迎えようとしているこの時代は、名な薙なぎがいた時代から、１２５年も経たった遥はるかな未来である。２０１５年から来たばかりの頃ころに感じていた、焼け付くような太陽の日ひ射ざしは、今はすっかりとその照度を落としている。

「良い天気ね」

「本当にな」

　ホテルを後にした名薙とアニカは、街の中ちゆう央おう駅えきを目指し、２人並んで大通りを歩いていた。

　駅前周辺には高級ホテルが並び建ち、洒落しやれたオープンカフェは朝から客で繁はん盛じようしていた。スーツケースを引ひき摺ずっている女性観かん光こう客きやく達や、通勤途中の会社員。スクランブル交差点で見かける人々の様よう子すは、名薙がいた時代と何ら変わらない光景である。

「元の時代に帰ってきたんだって言われたら、危うく信じそうになるな」

「そんなに似た雰囲気なの？　ナナギ達のいた時代と、私達の時代って」

「まあ、ね……」

　アニカの言葉を、名薙は肯定する。

　────ここは城じよう塞さい都市「京きよう都と」。

　高さ80メートルの、鉄骨鉄筋コンクリート製の城じよう壁へきに囲まれた、２１４０年の人類の街である。

　人口は約５００万人。この時代で名薙が最初に訪れた、隣りん国ごくの「東とう京きよう」よりも住人の数は少ない。しかし雰囲気は、名薙が元いた時代にソックリである。

　気を抜けば、ここが遠い未来の世界であることなど噓うそのように思えてしまう程だ。

　……それも仕方がないことなのである。

　第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんを経た後、人類は文明的な生活すらままならない暗黒の時代を過ごしたらしい。こうしてこの時代で復旧できている社会の文化水準は、ようやく２０００年代初期の頃にまで追いついてきているのだと聞かされていた。つまり人々は、名薙のいた２０１５年頃と大差ない生活を送っているのである。

　まるでここは、限りなく過去のような未来だった。

　しかし、だからといって全すべてが名薙のいた時代と同じであるわけではない。

　ここが未来であると確かく信しんできるモノも、確たしかに存在している。

　例えば────ＡアＥイ。

　オーグメント・アイの略称だ。

　名薙のみならず、この時代の人々が両目に付けているコンタクトレンズである。

　この時代でＰＱＣピクシーと呼ばれている携帯型量子コンピュータとセットで使われるものだ。人々が首筋に巻いているＰＱＣピクシーは、名な薙なぎの時代で言うパソコンのようなものである。ＡアＥイは、そのモニターという位置付けになる。通常の視界映像に、ＰＱＣピクシーが生成したＣＧ映像が重ねて表示されるのだ。現実世界にコンピュータ映像が混じって見える仕組みになっている。

　いわゆるＡＲ技術だ。

　名薙の隣となりで、アニカが行き先を指差した。

「ほらほら、見えてきたわよ！　アレが京きよう都との中ちゆう枢すう、〝中ちゆう央おう駅えき〟ってのでしょ！」

　アニカは喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さし、名薙の目の前にＣＧのパンフレットを表示させた。

　そのパンフレットに載っている巨大なチューブ状の建造物と、名薙の進路に見えてきているものは同じようだった。

「へー。間近で見ると、実物はずいぶんと迫力のある大きさだな」

「さすが観かん光こう資源豊かな、京都を象徴するランドマークの１つなだけはあるじゃない！」

　大通りを歩いた先に姿を見せている、中央駅。

　そこは文字通り、京都の街の中央に位置する駅である。そこから電車を使えば、京都内のどこにでも行ける、この街の公共機き関かんの要かなめにもなっている場所だ。環かん状じよう線せん、地下鉄、空港行き。あらゆる路線が集中しており、アニカを置き去りにしていった真ま無な達も、ここから電車に乗って観光に向かったはずである。

　駅構内に入ってみると、人の出入りはかなり多かった。アニカと固まって歩いていないと、すぐにお互いを見失ってしまいそうな混雑具合である。

「お？　あれれ……すっげえ！　時刻表示が、いきなり視界に飛び込んできたぞ！」

　どうやら、名薙の身につけているＰＱＣピクシーが、駅構内に入った途と端たん、列車の時刻表データを自動でダウンロードしたようだった。名薙の視界隅に、ＣＧ表示の時刻表が、各路線ごとにズラリと並び始めたのである。喉元のタッチパネルで乗りたい路線をタッチすると、その路線の停車駅の情報から到着時刻まで、様々な情報を取り出すことができた。おまけに乗車ホームまでの案内も、ＣＧのロケータ表示でルート案内してくれる親切ぶりである。

　名薙は物珍しそうに案内表示をアレコレいじってみてから、満足そうに微笑ほほえんだ。

「いやー、しばらく城じよう塞さい都と市し外の得え体たいの知れない森に籠こもっていたから、こうやって久しぶりに都市内を歩くと、文明のありがたさを強く感じられるなあ」

「何よ、その感想。まるで数年ぶりに人里に降りてきた田舎いなかモンみたいな言いぐさじゃない。ナナギって、そういうところがジジイくさいのよね」

「じ、ジジイくさい……！」

「まあ、１２５年前に生きてた化石みたいな境遇なんだから、仕方ないと言えば仕方ないけど」

「ははは。アニカは相変わらず、口が悪いよなあ」

　額ひたいに青筋を浮かべながら、名薙は引ひき攣つった笑えみを作る。

　路ろ線せん情報からアニカに注意を移し、名な薙なぎは改めて尋たずねた。

「それで、まずはどこから観かん光こうするんだ」

「伏ふし見み稲荷いなり大たい社しや！」

　即答するアニカの発言に、思わず名薙は怪け訝げんそうな顔をする。

　それがあまりにも聞き覚えのある単語だったからである。

「伏見稲荷大社って……オレの時代で言うところの、あの鳥居がいっぱい並んでる神社のことを言ってるのか？　この時代にも残ってるの？」

「あー。そうか。ナナギはこの時代の京きよう都とについてあんまり詳しくないのよね。一応、１２５年前の人なわけだし。説明しておかないといけないか」

　アニカはイタズラっぽい微笑ほほえみを浮かべて、名薙に言った。

「アンタ達の時代の京都は、２０３９年に起きた第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんによって、大半が焦土と化したわ。その焦土と化した土地に、再びこの城じよう塞さい都と市し京都は建造されているの。戦前の繁はん栄えいを取り戻そうという京都政府の意気込みから、失われた貴重な文化財を復元する活動があったのよ。それが今、この時代の京都の観光資源にもなってるわけなんだけどね」

「えーっと。つまりオレの時代にあったような観光地が、この時代にもあるってこと？」

「全部じゃないわよ。ほとんど複製だけど」

「伏見稲荷大社も、復元されたうちの１つってわけなのか」

「そう！」

　アニカは頷うなずくなり、名薙の手を取って乗車ホームを目指し始めた。

　行き先を指差し、元気いっぱいに宣言する。

「さあ、マナ達に合流するまでに色々見て回るわよ！　マナ達よりもたくさんあちこち見てやるの！　これは置いて行かれたことに対する復ふく讐しゆうなんだから！」

「ちょ、おい！　そんなに引っ張るなよ！」

　肩を怒らせて突き進むアニカ。それに引ひき摺ずられるように、名薙は連行されていく。

　意気込んでいるアニカは、妙に楽しそうに見えた。

　真ま無な達に置いて行かれ、落ち込んでいるようにも見えたため、名薙はアニカを心配していた。

　だがすでに気を取り直しているらしく、名薙の心配など杞き憂ゆうだったようだ。

「わかったよ。真無達よりも、あちこちたくさん見て回れると良いな」

　名薙は苦笑して、意気揚々なアニカの背中に答えた。
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　ゴトゴトと、車両が線路の上を転がる音がしていた。

「ホンマに良かったんかなあ、アニカちゃん置いてきちゃって」

　都営の電車に揺られながら、座席に腰掛けていた少女は呟つぶやいた。

　カチューシャをしたオレンジ色の髪。純じゆん朴ぼくな面おも立だちをした少女である。普ふ段だんの軍服姿ではなく、今日きようはジーンズにスニーカーといったラフなスタイルだった。

　オレンジ髪の少女、ミレイアは、置き去りにしたアニカについて、未いまだに考え続けている。

　その隣となりの席に腰掛けていた、黒髪の少女が唇を開いた。

「あら。まだ気にしていたの、ミレイア」

　黒髪の少女はクスリと優ゆう雅がに微笑ほほえんで見せる。

　シャツにスカートといったシンプルな私服姿の少女だった。スレンダーな細身は、陶器のように白い肌をしており、綺き麗れいな鎖さ骨こつが覗のぞく胸元には、十字架のネックレスを垂らしている。

　黒髪の少女、如月きさらぎ真ま無なは、ミレイアに言った。

「そもそも、寝坊したアニカがいけないんでしょう。私達が何度も起こそうとしたのに、いつまでもベッドで丸まったまま出て来ないんですもの。自業自得よ」

「でもなあ。なんかすごく可哀かわい想そうやん。昨日きのうも夜遅くまで、うちらと一いつ緒しよに観かん光こうする場所の確かく認にんしてたのに……きっと楽しみにしてたはずやろ」

「気にする必要はないわ。だってこれはアニカのためなんですもの」

　真無は艶つややかな黒髪を搔かき上げて言う。

「今日きようみたいな場合は、あの子は私達と一緒に行動しない方が良いのよ」

「え？　それってどういうことなん？」

「どうせランチの時に、私達は名な薙なぎ君と合流する予定なわけでしょう。だからアニカは、名薙君と一緒に行動すれば、私達に追いつくことができるわ。午前中は────〝２人だけ〟で行動できるチャンスじゃない」

「チャンスって…………」

　真無の言わんとすることに気がついたミレイアは、赤くなってしまう。

「え、ええええ！」

　狼ろう狽ばいした口振りで、ミレイアは真無の言葉を咀そ嚼しやくし始める。

「そ、それってつまり、アニカちゃんって、そうだったってことなんか！」

「あら。短期間とは言え、一緒にいてミレイアは気がついていなかったの？　あんなにわかりやすい子なのに」

「ぜ、全然気付かんかったわ！」

　ミレイアは慌てふためき、まとまらない言葉をそのまま口にしてしまう。

「２人きりって、あ、あれやろ、つまり〝デート〟ってことになるん！」

「そうね。デートね」

「あわわ！　男の子と女の子で、あわわわわ！」

　呂ろ律れつが回らず、ミレイアは舌を嚙かみそうになってしまう。

　そんなミレイアに構わず、真ま無なはスカートのポケットから１粒の錠じよう剤ざいを取りだして見せた。

　錠剤をミレイアに見せながら、真無は質問をする。

「これ、何だと思う？」

「何って……クスリ？」

「睡眠薬よ」

「な、睡眠薬やて！」

「昨日きのうの夜、アニカに一服盛っておいたのよ。だからいつもより寝覚めが悪かったんでしょう」

「どこでそんなもの入手したんや！」

「この時代のインターネットは便利よね。マモノとか人外の肉にく食しよく獣じゆうがうろついている世界だもの。護ご身しん用ようとして武器とか弾薬が簡かん単たんに買えるみたい。薬品類だって同じで、規制はかなり緩ゆるいわ。オンラインショッピングで、大抵の物ぶつ騒そうなアイテムは買えてしまうのよね」

　サラリととんでもないことを口にする真無。ミレイアは言葉も出ず、啞あ然ぜんとしてしまう。

　そんなミレイアに、真無は変わらぬ優ゆう雅がな態度で続けた。

「チャンスは待つものではなくて、作り出すものよ。これは私が作ってあげたチャンス。アニカには無む駄だにして欲しくないものね」

「つ、つまりアニカちゃんがナナギくんと２人きりになれるよう、仕向けたわけなんか！」

　真無の言動に呆あきれ果てたミレイアは、やや青ざめながら言った。

「前々から思ってたけど、末恐ろしい人やな、マナは。いつの間にか友人に一服盛ってるなんて、油断も隙すきもあらへん。とんでもないことをサラリと言ってのけるだけやなくて、とんでもないことをサラリとやってのけてしまう行動力まで伴ってるんやから……」

「私を敵に回したら怖いわよ」

　冷笑を浮かべて、真無はミレイアの耳元でそっと囁ささやく。

　ミレイアは背筋を小さく震ふるわせ、青ざめて怯おびえた。

「ひいぃ……冗じよう談だんに聞こえんところがまた余計に恐ろしい人やわ」

　麗うららかな陽光の射さし込む電車内ではあったが、ミレイアは肌寒さを感じて仕方なかった。
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　驚おどろくべきことである。

　訪れてみた伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやは、名な薙なぎのいた時代のものとそっくりに復元されていたのだ。

　２０１５年。家族旅行で京きよう都とに行った名薙は、伏見稲荷大社にも立ち寄っていた。その時に見た光景と、今こうして目の前に存在する景色は遜そん色しよくない程である。

　稲荷山と、この時代でも昔と同じ名前が付けられた山の麓ふもとに本殿があり、その横を通り過ぎた奥の参道には、有名な〝千せん本ぼん鳥とり居い〟が設けられていた。

　連なる朱しゆ色いろの鳥居で形成された、美しいトンネルである。

　その向こうには────何な故ぜか、平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうが現れた。

「って、冗じよう談だんじゃないぞ、コレ！」

　肩を落としながら、名な薙なぎは思わず突っ込まざるを得ない。

　大きな池の向こうに建っているのは、かつて世界遺い産さんにも登とう録ろくされていた有名な寺院だ。

　伏ふし見み稲荷いなり大たい社しやと平等院。昔は全く別の場所に存在していた２つの観かん光こう地ちを、１つの観光地に合体させているのだから、名薙からすれば違和感が全開である。

「観光地のニコイチかよ！　切った貼はったしたってレベルじゃない豪快さだぞ！」

「ん？　何か気になることでもあるわけ？」

「気になるも何もだ！　カレー食ってたら、途中でルーの下から麻マー婆ボー豆どう腐ふの層が出てくるくらいに違和感だらけじゃないかよ！」

「別に今、アンタはカレー食べてもないし、麻婆豆腐も現れてないじゃない！」

「いやいや、つまりだ！　オレの時代では近接して存在していなかった２つの観光名所が、こうやって合体しているのは納得がいかないというかだな！　それぞれの良さが台無しだろ！」

　肩を怒らせていた名薙だったが、冷静になって言葉を吞のみ込む。

「ま、まあ待て、落ち着け。この時代ではこれが普通なんだから、きっとオレの方が常じよう識しきにそぐわない、おかしい感覚を持ってるってことになるんだよな。ぐぬぬ、納得いかねえ……」

「何をブツブツ自分に言い聞かせてるのかしら。気味悪いわね」

　納得がいっていない様よう子すの名薙。

　それを横目にした後、アニカは改めて感想を口にする。

「綺き麗れいな場所じゃないの！　あの池の向こうに建ってるのが鳳凰堂っていう寺院でしょ！」

　正せい確かくには、その復元である。

　アニカは視界にＣＧのパンフレットを表示しながら、目を輝かがやかせて続けた。

「えーっとねー。池の向こう側を〝彼ひ岸がん〟、つまりあの世だと見立てて建造されたんですって。へえー。あの世に寺院を建てようだなんて、大昔の連中は変なこと考えるのね」

「滅亡の危き機きに瀕ひんしてるのに、寺院の復元なんかしてる、この時代の連中も大概に酔狂だろ」

「良いじゃないのよ。息苦しい毎日に、少しくらい遊び心があったって。滅亡しそうだからって落ち込んでばかりいたら、生きていたって楽しくないじゃない」

「まあ確たしかに、こういう綺麗な光景とか見てたら、穏おだやかな気分にはなれるわけだけどさ」

　アニカの言い分を肯定しながらも、名薙の言動は、どことなく皮肉っぽかった。

　名薙はアニカと共に、鳳凰堂の対岸を歩き出す。

　アニカは名薙を横目に見て、少し照れ臭そうに笑って言った。

「何だか、さっきから変な感じなの」

「変な感じ？」

「こういう風に、ナナギと並んで歩いてるとさ。前にもどこかで、こういうことがあったような気がしてくるの。既視感っていうのかな。とにかく、変な感じ」

　アニカは続けた。

「あとさ。……思ったより、ナナギが元気そうで安心した」

「安心したってことは、オレのこと心配してくれてたのか？　また何でだよ」

「森でのこと。アンタ……幼おさな馴な染じみの子を殺しちゃったじゃない」

「……」

　正直なところ……気落ちしていなかったと言えば噓うそになる。

　それは数日前のことだ。

　名な薙なぎは〝黒の森シユバルツバルト〟と呼ばれる、１年中、黒い霧きりに覆おおわれた森を探索した。そこで名薙が出会ったのは、道を違たがえたかつてのクラスメイトと、中学からの幼馴染みである少女だった。

　どちらも傷付け。どちらも救えなかった。

　そして名薙は自らの手で……幼馴染みの命を奪うより他ほかなかった。

「そうだな」

　名薙はハッキリと、アニカの言葉を認めた。

「少し前までのオレはさ……自分はただの高校生なんだから、何もできなくても仕方がないって思ってた。自分は１２５年も先の未来に、否いや応おうなしに飛ばされてきた被害者なんだって。そう言い訳することで、この時代で起きる出来事と自分を、切きり離はなせる気がしていたんだ」

　名薙の独白のような言葉に、アニカは黙だまって、ただ静かに耳を傾ける。

　池に映り込んだ鳳ほう凰おう堂どうを見下ろしながら、名薙は続けた。

「けど、もう違う。当事者であり続けなければならなくなった。この時代を生きる、１人の人間じゃなきゃいけないんだよ。そんな当たり前のことに今さら気が付くなんて、我ながらバカで情けない話だとは思ってる」

「……」

　名薙にはもう、迷いはなかった。

　それをアニカに伝えようと、名薙は微笑ほほえみかけて言う。

「この時代で起きる出来事が、自分に関係ないなんて言ったらさ。オレのせいで死んでいった、たくさんの人達に合わせる顔がないだろ。元の時代に帰りたいんだっていう、その気持ちは変わらないよ。けれど前のように、自分のためにしか戦わないだなんて、もう言わないことにした」

　そう言う名薙の双そう眸ぼうには、静かな決意が宿っていた。

「この時代で、オレの力が何かの役に立つなら、他人のために戦うことだって厭いとわない。苦しんでる人達がいるのなら、見て見ぬフリはしない。ソフィアに言われた通りさ。弱き者を守る盾となり、強しいる者に牙きば剝むく刃やいばとなる。そうすることが……オレのために死んでいったオッサンや、殺してしまった藤ふじ埜のや、たくさんの人達への手た向むけになる。そう信じていたいんだ」

　名な薙なぎの言葉を傍かたわらで聞いていたアニカは、妙に頰ほおを赤くしながら狼ろう狽ばいしていた。

「……な、何を格好つけたこと言ってんのよ！　ナナギのくせに！」

　語ご調ちようを崩しながら、アニカは照れ隠しのように、名薙の肩を叩たたいた。

　叩かれた名薙は、憮ぶ然ぜんとした口調でアニカに言った。

「何だよ、せっかく人が真ま面じ目めな話してたのにさ」

「お……思ってないもん……！」

「はあ？」

「私は全然思ってないもん！」

　意味不明な怒りをぶつけてくるアニカに、名薙は眉まゆを顰ひそめてしまう。

　耳まで真まっ赤かになり、アニカは俯うつむき、肩を縮ちぢませた。微かすかに「格好いいなんて……」と呟つぶやき、そして慌ただしく歩調を早め、名薙を置いていこうとする。

「あ、おい、待てよアニカ！　置いてくなよ！」

「うるさいわね！　置いてかれたくなかったら、追いかけてくれば良いでしょ！」

　駆け足気味に去って頭を冷やそうとするアニカ。

「何だって言うんだよ、いきなり……！」

　その後ろを、やはり名薙は憮然とした表情で追いかけるしかなかった。




　　　　▼▼▼




　鳳ほう凰おう堂どうの裏方にあった資し料りよう館かんを見て回った後、名薙とアニカは再び電車に乗る。

　もうすぐ時刻は正午。真ま無な達と合流する時間が近付いていた。

　合流場所は〝東ひがし本ほん願がん寺じ〟である。

「ほんっと、運が良いわよね！」

　２人並んで目的地に続く大通りを歩いていた。

　通りの上空には、立体映像のテレビコマーシャルが放送されており、アニカはそれを見上げて言った。コマーシャルで放送しているのは、近々この京きよう都とで開催される祭事の宣伝である。

「森を出た後、私達が京都に入国したのが昨日きのうなわけでしょ？　それで明後日あさつてが、京都のお姫様の15歳の誕たん生じよう日びで、戴たい冠かん式しきだなんてね」

「確たしか〝聖せい誕たん祭さい〟って言ったっけ、お祭りの名前」

　言いながら名薙は、アニカも見上げている頭上のコマーシャルに目を向けた。

　そうして、この時代の京都の奇妙さを痛感する。

　虚こ空くうを漂うコマーシャルの遠く背後。そこに見えるのは、東とう京きようと同じようにビルが立ち並ぶ都会の風景である。しかしそのビル群の向こうには、さらなる巨大な建物が聳そびえ立っているのが見えていた。近代的な建造物の中に混じって、場違いな程に古風な、和わ風ふうの城が４つ並び立って存在しているのだ。

　────四し聖せい城じよう。

　王族、そして政務官達が執政を行っている、京きよう都との政治拠点である。

「遠い未来の街並みに、和風な城が建ってて、さらにそこに住まうのは西せい洋ようっぽい王族だって言うし。この場合は和わ洋よう折せつ衷ちゆうって言葉の使い方が正しいんだか……」

　半ば呆あきれにも近い心境で、名な薙なぎは続けた。

「王政の都市だって聞いてはいたけど、本当にお城や王様が住んでる国だとはね」

「正せい確かくには、今の京都に王はいないみたいよ。聖せい誕たん祭さいでお姫様が戴たい冠かんしたら、この京都にも姫ひめ王おうが復権することになるの」

　アニカは得意気に、パンフレットで予習してきていた知ち識しきをひけらかす。

「京都では、７年前に天使アイオーンとの大規模な戦いが起きたそうなの。先代王はその時の戦いで戦死してるわ、京都の何百万人という人達の命を守ってね。人々を守り命を落とした偉大な王は〝装甲王〟の称号を持つ称エ号リ持スちネのー騎タ士ーであり、名誉の騎士ナイト・ホーナーでもあったわ」

「名誉の騎士ナイト・ホーナー？」

「その潜せん在ざい的てきな戦せん闘とう能力や才能を認められたのが、称エ号リ持スちネのー騎タ士ー。潜在能力じゃなくて、実じつ績せきを認められて贈おくられる特別な称号が名誉の騎士ナイト・ホーナーよ。大抵は多くの人々を救った功績を持つ騎き士しに贈られる名めい誉よ勲くん章しようみたいなものね。……〝剣聖〟も、かつてはその候補だったわ」

「そうか。ゼインのオッサンがな」

　少しだけ語ご調ちようを苦くしながら、名薙は呟つぶやいた。

　だがすぐに気を取り直し、名薙は前方を指差してアニカに言った。

「お、見えてきたぞ。東ひがし本ほん願がん寺じだ」

　交差点を挟んだ向こう側。塀に囲まれた、二重屋根の大きな堂どう宇うが見えてきている。

　入り口周辺のバス亭が並ぶ広場には、大勢の人だかりと、警けい護ごの姿も見えていた。

　ＰＡ────パーソナル・アーマ。

　この時代の歩兵が装備する、一般的な強化外骨格である。

　身長２メートル程の機き械かい装甲であり、中に人間が搭乗する。生身では持ち歩けないような重量の高火力兵装を運用できたり、強大なマモノの一ひと嚙かみにも耐えうる強固な防御能力を有している。軍用の量子コンピュータも搭載しており、リアルタイムで仲間同士の戦況の確かく認にんまで可能となっているハイテク装備だ。

　警備のＰＡの数は、10機以上もの数である。ずいぶんと物々しい様よう子すだった。

「もうすぐお姫様が礼拝に来るってだけあって、すごい人の数と警護ね！」

「事前礼拝だっけか。聖誕祭までに、京都各所の礼拝堂をお姫様が巡礼するんだったよな」

　今日きよう、間もなく、この東本願寺に京都の姫が礼拝に来るのである。

　そのセレモニーを見学するべく、真ま無な達との集合場所はこの場所になったのだ。もしかしたら人だかりのどこかに、すでに真無とミレイアも来ているのかもしれない。そうだとしても、ＰＱＣピクシーをオフラインにしている２人を見つけるのは大変そうだった。

　名な薙なぎは行き先に、心こころ躍おどるモノを発見する。思わず目を輝かがやかせた。

「出店まであるのか！」

　人だかりの通りの脇わきに、無数の屋台の幌ほろが並んでいた。

　やきそば、たこ焼き、焼きトウモロコシと、見み慣なれた名称の食べ物が売られている。周囲を漂う、ソースや醬しよう油ゆの香ばしい匂においを嗅かぐと、まるで雰囲気はお祭りである。

　魅み力りよく的てきな鉄板上の食べ物を横目にしながら、アニカと名薙は出店の前を通り過ぎようとした。

　するとふと、アニカが店の１つの前で足を止めてしまう。

「あ……」

　アニカの足が止まったのは、小物やアクセサリーを扱う出店である。

　所しよ詮せんは出店で売っている安っぽい代しろ物ものばかりだが、アニカはその中にあった、おもちゃの指ゆび輪わを手に取って微笑ほほえんでしまう。

「これ、懐なつかしいな。まだあったんだ」

　金きん色いろメッキであることが一いち目もく瞭りよう然ぜんのリングに、緑みどり色いろのアクリル材から切り出したクリスタルがはめ込まれている。クリスタルの台座になっている部分に装飾が施されていた。

「私が小さい頃ころにデータ放送でやってた、女の子向けのアニメがあったの。魔ま法ほう少女モノでさ、この指輪を持った女の子が、強いヒーローに変身する番組だったっけ」

「データ放送？」

「一部の地域でだけダウンロードできる放送よ。いつも屋や敷しきの中にいた私に、お母かあさんが見せてくれて、それからハマッちゃった。私のアニメ好きって、そこから始まってるのかも」

　アニカは、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん前のサブカルチャーに傾倒しており、戦前に放送されていたアニメ番組にやたらと精通していた。この時代ではマイナーな趣しゆ味みであり、アニカは名薙達の時代で言うところの、いわゆるオタクなのである。

　名薙達の時代では、オタクという呼び名には蔑べつ称しように似た意味もあったのだが、この時代では知的な人物を指す言葉になっているらしいのだ。戦前の文化について調しらべるのは、この時代では、どうやら考古学のようなものらしい。

　アニカは優やさしく眼まな差ざしを細めた。

「データ放送はダウンロードしないと続きが見られないの。だから続きが見たくて、インターネット技術を一いつ生しよう懸けん命めいに勉強したっけ。今思えば、あの時の努力があったから、今の私があるのかもしれない」

　名薙は思い出した。

「確たしか、アニカって有名なハッカーなんだよな。……〝業火の翼ブリユーナク〟って言ったっけ」

「うん。その名前、可愛かわいくないから好きじゃないんだけどね」

　アニカは照れ臭そうに笑いながらも肯定した。

「ネットワークから機き械かい制御装置まで、電子機器はインターフェース・セキュリティという不正侵入防止機能を持ってるわ。通称ＩアＳイＥス。世界中の氷塊アイスを、一いつ瞬しゆんにして溶かして消し去る灼しやく熱ねつの翼つばさ。そんな意味合いで、私のことを業火の翼ブリユーナクなんていう大層な名前で呼ぶようになった人達がいるのよ。名前からしたら、厳いかつい称エ号リ持スちネのー騎タ士ーみたいよね」

「アニメデータを手に入れるために、そんな凄すご腕うでになっちゃうくらい頑張ったわけ？」

「さすがに違うわよ」

　アニカは指ゆび輪わを見下ろしながら苦笑する。

「キッカケがアニメデータだっただけで、独りで生きるようになってから、必死で独学で勉強した結果ね。お金も家もない私が食べていくためには、犯罪を犯すか、一芸で身を立てるしかなかったもの。私は後者を選んだわ。遺い跡せきから見つかったデータの暗号解読をしたり、作ったアプリをデータマーケットでダウンロード販売したりして生計を立ててきたの」

「……」

「一芸を磨くにも、基き礎そがなければ磨きようもなかったしね。アニメが私の人生を救ってくれたと言っても過言じゃないのかも。この指輪は、私の原点になった作品のグッズよ。だから懐なつかしいなって思ったの」

「なるほどな。たかがアニメとバカにするなかれ、だな」

　手に取った指輪を、アニカは陳列台に戻そうとする。

　その手を静かに止めて、名な薙なぎは言った。

「買っちゃえば？」

「え？」

　意外そうに返事をするアニカに、名薙は微笑ほほえみかけた。

「思い入れのある指輪なんだろ」

「で、でもおもちゃだし！　こんなの買う程、私はもうお子様じゃないし！」

　慌てふためくアニカ。名薙は構わず、その指輪をアニカの手から奪い取る。

　そしてそれを、店主の女性に掲げて言った。

「これください」

「ちょ、ちょっとナナギ！」

　名薙は喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さして、店主の端末に電子マネーを振り込んだ。買い取った指輪をアニカに手渡し、名薙は言った。

「お前が買わなくても、オレが買うのは良いだろう？」

「え、あ」

　名薙は指輪をアニカの小さな手のひらに乗せ、握らせた。

「この時代に来てから、世話になりっ放しだったし。恩返しに、これくらいのプレゼントは当然だろ。ささやかだけど、感かん謝しやの気持ちだよ」

「う、うう……」

　頭から湯気を発しながら、アニカは俯うつむいて縮ちぢこまってしまう。

　色づいた頰ほおのアニカは、震ふるえる唇で小さく返事をした。

「……バカ……」

　自分の行動の大胆さに自覚がない様よう子すの名な薙なぎに、アニカは動揺してしまう。

　高鳴る鼓動が苦しくて、窒息死してしまいそうな程に辛つらかった。ただそれでも嬉うれしくて、自然な微笑みが表情に出てしまっていた。

　そんな時だった。

「────わっ！　わわわっ！　ナナギくん大胆すぎやろ！」

　ふと、聞き覚えのある声が、名薙達に話しかけてきた。

　見れば、いつの間にか名薙とアニカの傍そばに、オレンジ髪の少女と、黒髪の少女が立っている。

　黒髪の少女の方は、少し不ふ機き嫌げんそうな表情で冷淡に言う。

「昼間からずいぶんと見せつけてくれるものね、名薙君とアニカったら」

「真ま無な！　ミレイア！」

　姿を見せた２人の少女は、アニカを置き去りにして出かけた女子組である。妙に機嫌が悪そうな真無とは正反対に、ミレイアはアニカが手にしている指ゆび輪わを指差して、楽しそうにキャーキャーと騒さわいでいる。

「見たで見たで！　確たしかに見たで！　ナナギくんがアニカちゃんに指輪渡す場面を！　なんやそれ、エンゲージリングか何かか！　２人がそこまで進んでたなんて知らんかったわ！」

「なっ、誤解よ！」

　からかわれたアニカは、置いて行かれた恨うらみ辛つらみをぶつける余裕もない。

　赤面したままミレイアに反はん論ろんした。

「こ、これはナナギが、今まで私が面めん倒どうみてあげたことに対する謝礼としてくれただけで、別にそういう意味でくれたんじゃないんだから！」

「せやけども！　男の子から女の子に指輪とか、色々と意味深すぎるやろ！」

「な、ななな、バカミレイア！」

「ひゃー、アニカちゃんが怒ったで！　ヒューヒュー！」

「い、言われてみればオレ、なんかとんでもないことしたような気がしてきたぞ」

　何な故ぜか蒼そう白はくになっていく名薙と、頰の赤みを増していくアニカ。

　ふとミレイアは、黙だまって腕組みをしている真無に気がついた。２人の様よう子すを面おも白しろくなさそうに見ている真無を不ふ思し議ぎに思い、ミレイアは小声で尋たずねる。

「……えっと、思惑通りにナナギくんとアニカちゃんを２人きりにしたのに、何で機嫌悪そうにしてるんや、マナ」

「うるさいわね」

　ふくれ面つらのまま、真ま無なはミレイアに背を向けて先に行ってしまおうとする。小声で、「私にだってよくわからないわよ」と呟つぶやく真無の声が聞こえた気がした。

　１人で先に行ってしまおうとする真無の背中を、名な薙なぎ達は慌てて追いかける。

　やがて人だかりの先に、どよめきの声が聞こえてきた。

　どうやら京きよう都とのお姫様がやって来たらしい。

　その姿を一目見ようと、名薙達は見晴らしの良い場所を探し始めた。

　人だかりを搔かき分けて移動している間に、無数の鈴の音が聞こえてくる。

　遠くより────ハンドベルを手にした巫み女こ装しよう束ぞくの女性達の姿が見えてきた。

　鈴の音を帯びた彼女達が成しているのは、厳おごそかで、神秘的な行進である。

　京きよう都と騎き士し団だんのＰＡが両側を固めている一本道を、行進の一団は堂どう宇う目指して歩いて行く。

　人だかりの後方、高台になっている場所から、名薙達はその行進を眺めていた。

　微笑ほほえみもせず、無表情で通り過ぎて行く巫女達。その遥はるか後方からは、一際に豪華な装飾を施された衣装の少女が歩いてきていた。

　その姿を遠目にしながら、真無が呟いた。

「あれが、エリザリア＝エレオノールのようね」

　京都を統治する王族の１人であり、もうすぐ戴たい冠かんする姫の名である。

「うわぁー……溜ため息いきが出るくらいに綺き麗れいな子やな。あんな美形の子、この世におったんやな」

　美しい着物姿で、淑しとやかに、品良く歩いてくるその少女は、アニカと同じ14歳であるらしい。膝ひざ裏うらくらいにまで伸ばした艶つややかな黒髪には乱れ１つなく、凜りんとした眼まな差ざしには、歳としには似つかわしくない程の落ち着きと、大人おとなびた雰囲気が見て取れた。紅べにで彩られた唇は鮮あざやかで、整ととのった面おも立だちは姫の名に相応ふさわしい美しさを帯びている。

　ミレイアの感想を耳にしながら、名薙は解げせない気持ちになってしまう。

「あんなに綺麗な子なのに……通り名が〝装甲姫〟なんて厳いかつい名前だなんて。一風変わったお姫様だって噂うわさを聞いてたから、なんだかイメージしてたのとだいぶ違う感じだ」

「珍しくナナギに同意よ。あんなお淑やかそうな雰囲気のお姫様が、本当に先代王みたいにＰＡに乗って前戦に出ることがあるなんて、私も信じられないわ」

　京都の姫は変わり者で、自ら戦場に出て戦う、荒くれ者であるという噂があった。

　それを聞いていた名薙達は各おの々おのに、逞たくましかったり、殺気だった姫の姿を思い描いていたのであるが、実物はその予想とは真逆である。荒くれ者どころか、慎つつましくお淑やかそうな少女にしか見えない。噂は所しよ詮せん、噂でしかなかったのではないかと思わせられてしまう。

　エリザ姫は名薙達の前を素通りし、そのまま堂宇の方に進んで行く。

　やがて行進の最後尾が見えてきた頃ころだった。

「おや……？」

　名な薙なぎの視界に【チャット】アプリのコンタクト要よう請せいが割り込んできた。

　コンタクトを要求してきている人物の名前は────。

「べ、ベイゼル＝ブルックナーって！」

「あら、総理がどうかしたの？」

　名薙の発言に反応した真ま無なが、その名が意味する職しよく位いを口にする。

　京きよう都との隣りん国ごくである城じよう塞さい都と市し「東とう京きよう」。ベイゼル＝ブルックナーとは、若くしてその都市の総理大臣であり、名薙と真無が元の時代に帰る手助けをしてくれている人物だ。

　知人とは言え、あまりにも距きよ離り感かんが近い総理である。一般人の名薙としては、とんでもない大物が気軽に連絡を取ってくるのは、緊きん張ちようして仕方がない。

　恐る恐る、名薙は喉のど元もとのタッチパネルを操そう作さして、総理のコンタクトに応こたえる。

「も、もしもし、名薙ですけど……」

《久しいな、ナナギリョウガ》

　聞き覚えのあるベイゼルの声が、ありふれた挨あい拶さつをしてきた。

《突然で悪いのだが、今夜の予定は空いているか？》

　いきなり夜の予定を確かく認にんしてくるベイゼルに、名薙は戸惑った。

「どうしてそんなことを訊きいてくるんですか？」

《是非にでも、君の力を借りたい案件があってな》

　ベイゼルは変わらぬ淡々とした口く調ちようで続けた。

《君達は今、黒の森シユバルツバルトでの任務を終えて京都に滞在しているのだろう。ちょうど私も、明後日あさつての聖せい誕たん祭さいのゲストとして、京都に招待されて来ているんだ》

「そうなんですか」

《そうなんです、なのだ》

「……」

　ベイゼルはヘンテコな相あい槌づちで名薙に答えた。

　……当人は面おも白しろいことを言ったつもりなのかもしれないが、その笑いが理解できる人間は少ないだろう。ベイゼルの独特な笑いの間合いの外で、名薙は啞あ然ぜんと立ち尽くすのみである。

《む、今のは面白くなかったか。まあ良い。とにかくだ。私はロイヤルクレストホテルに宿泊するのだが、今夜そのレストランで京都の姫と会食がある》

「ホテルで会食ですか」

《そうだ。君には、その会食に参加して貰もらいたい》

「は？」

《会食に参加して欲しいと言っているのだ》

　名薙は言葉を失ってしまった。

　京きよう都とほお姫様との会食。どうしてそんなイベントに自分が呼び出されるのか、まるで見当もつかなかった。ただ名な薙なぎは、遠ざかって行く姫の後ろ姿を眺めて啞あ然ぜんとしていた。
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　ロイヤルクレストホテル。

　四し聖せい城じようの近くに聳そびえる30階建ての建物である。

　名薙達が宿泊しているビジネスホテルとは格の違う、国こく賓ひんや裕福な人々が宿泊する高級ホテルである。赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰められた広いロビーからして、格かく調ちよう高たかい。

「……何かオレ、ものすごく場違いな気がしてるんだけど……」

　スーツにタイを締しめた正装で、名薙は落ち着きなくエレベータの中をウロウロしていた。

　その正装は、総理から名薙のホテルに小包で送付されてきていたものである。

　会食の相手が相手であるため、身なりはキチンとして行く必要があった。着き慣なれていないスーツは肩が凝こって仕方がなく、気持ちが落ち着かない要因の１つにもなっている。

　やがてベル音と共に、名薙を乗せたエレベータは展望レストランのある39階に到着する。

　扉が開くと、ウエイター姿の男が待ち構えていた。

　ウエイターは「お待ちしておりました」と、上品に頭を下げてきた。

「ど、どうも……ハハハ」

　愛想笑いは、自分でもわかるくらいに引ひき攣つってしまっていた。

　ウエイターに案内され、名薙は店の奥に通される。

　店内には名薙以外に客の姿は皆無である。

　どうやら会食のために貸し切られている様よう子すだった。

　壁かべに掛けられた絵画や、細々とした調ちよう度ど品ひんの全すべてが高価そうであり、下へ手たにあちこち触れる事さえ憚はばかられる。これ程の店を貸し切って行われる会食に、これから自分が参加するのだと思うと、名薙は目め眩まいがした。

　歩いた先に、両開きの扉が現れた。

　その扉の左右には、姫のボディガードと思おぼしき黒スーツの男達が黙だまって佇たたずんでいる。

　名薙は簡かん単たんなボディチェックを受けた後、室内に通された。

　入室してすぐに目に飛び込んできたのは、京都の街に灯ともった煌きらびやかな数多あまたの輝かがやき。そして幹かん線せん道路を走る車のテールランプが、夜の暗くら闇やみに、幾重もの美しいラインを描いている。

「よく来てくれたな、ナナギリョウガ」

　声をかけられ、景色けしきに圧倒されていた名薙は我に返った。

　純白のテーブルクロスがかけられたテーブル。名薙の名を口にしたのは、そこに腰掛けてワイングラスを傾けている男である。黒い長髪を、男は背後で束ねていた。力強い意志を感じさせる眼まな差ざしをしており、今夜も白いスーツ姿である。

　名な薙なぎをこの場に招待した男、城じよう塞さい都と市し「東とう京きよう」の総理大臣、ベイゼル＝ブルックナーである。

「突っ立っていないでかけたらどうだ」

　ベイゼルは視し線せんで空いている席を示し、名薙を促す。

　名薙は、着席を促された席に歩み寄って行く。

　心しん臓ぞうの鼓動が速まり、妙な汗が出てしまう。名薙が異様に緊きん張ちようしてしまっているのは、ベイゼルのせいではないのだ。しばしば会う機き会かいのあるベイゼルには、名薙はだいぶ慣なれてきている。しかし、そのベイゼルの向かいの席に座っている人物に関しては初対面だ。

　艶つややかな黒い長髪の少女である。凜りんとした眼差しには、ベイゼル同様に強い意志のようなものが込められており、名薙よりも年下であることを感じさせない大人おとなびた雰囲気をしていた。美しい着物姿のその少女は、紅べにで色づいた形の良い唇を、固く閉ざしている。

　どことなく妖よう美びなその容姿は、名薙を否いや応おうなく翻ほん弄ろうする。

　椅い子すの傍そばまで来ると、ベイゼルはその少女に向き直って言った。

「姫、ご紹介します。こちらが私の言っていた少年、ナナギリョウガです」

「は、はっは、初めまして！」

　名薙が挨あい拶さつをすると、エリザは小さく会釈した。

　品の良い微笑ほほえみを浮かべ、名薙に答える。

「妾わらわは、この城塞都市の姫、エリザリア＝エレオノール。お初にお目にかかる」

　どう見ても本物である。昼間に、東ひがし本ほん願がん寺じ前の行進で見た、あのお姫様当人に違いなかった。

　彼女は２日後に戴たい冠かんし、この都市の女王となる少女なのだ。

　エリザからも席を勧められ、名薙は自分が突っ立っていたことに気が付いた。礼れい儀ぎ作法も何もなく、名薙は慌てて椅子に腰を下ろした。

　エリザは、名薙に微笑ほほえみかけながら語りかけてきた。

「１度お会いしたいと、かねがね思っておりました故、ようやくその念ねん願がんも叶かなったというもの。ナナギ殿のご活かつ躍やくは、ベイゼル殿からお聞きしている」

「ご、ご活躍……？」

「１月程前の、天使アイオーンによる東とう京きよう侵攻事件。貴殿は〝戦争〟の終焉の騎士ナイツオブエンド、イグニス＝ヴィッカースを単独で打ち破り、東京を守ったのだとか」

「な、何でそのことを知ってるんですか。オレが終焉の騎士ナイツオブエンドを倒したことは、公おおやけには秘密になっているはずなんですけど」

「決まっているだろう。私が彼女に話したから」

　ワインを口にしながら、ベイゼルは相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度で軽く言う。

「彼女は、あの戦いで剣聖ゼインが戦死していることを知っている。だが彼女は私と同じ、執政者だ。剣聖の死が人々にとって衝しよう撃げき的てきな事件であることなら十分に理解しているさ。まだしばらく公おおやけにできないこともわかっている。だから、君の活かつ躍やくに関して秘密にすることは何もない。君の身の上の話以外なら、好きに喋しやべってくれて良いぞ、ナナギリョウガ」

「固い顔して、相変わらずめちゃくちゃ軽いノリで言いますね！」

　あっけらかんとしているベイゼルと、呆あきれている名な薙なぎのやり取りが面おも白しろかったのか、エリザは小さくクスクスと笑っている。

　エリザは話を続けた。

「貴殿の活躍はそれだけに留とどまらず、長らくの間、京きよう都と政府や東とう京きよう政府でも調ちよう査さが進んでいなかった、黒の森シユバルツバルトの謎なぞを解明してくださったそうな。１年中ずっと森を覆おおっていたあの霧きりを晴らしたのも、貴殿であるのだとお聞きしている。この短期間に、急速に頭角を現してきた騎き士し。それが貴殿に対するベイゼル殿や妾わらわの見解じゃ」

　べた褒ぼめされている名薙は、照れながらも謙けん遜そんする。

「……どれもこれも運が良かっただけで、何とか生き延びてこられてるだけです。そんなに大層なヤツじゃないですよ、オレ」

「大層なヤツなのだよ、君は。それが事実だ」

　否定しようとする名薙を、口出ししてきたベイゼルが否定する。

　エリザに代わり、今度はベイゼルが話を始めた。

「今日きようこうして君をこの場に呼んだのは、その実じつ績せきを買ってのことなのだ」

「……どういうことですか？」

「君には〝姫君の護ご衛えい〟をやって貰もらいたいのだ」

　ベイゼルの提案することが奇妙に思え、名薙は怪け訝げんな表情を返してしまう。

「護衛って……そんなのオレの他ほかにもいっぱいいるじゃないですか」

　言いながら、名薙は改めて室内を見渡した。この個室の入り口にも姫の護衛が立っていたし、室内の隅にも無言の護衛達が佇たたずんでいる。おそらく黒スーツの護衛達の素性は、京都の騎士団所属なのだろう。護衛の数なら十分であるように思えた。

　ベイゼルはエリザに、無言で目配せをした。

　エリザは観かん念ねんした表情で、嘆息を１つ漏らしてから言った。

「……不ふ穏おんな情報があるのじゃ」

「不穏な情報？」

「２日後に行われる妾の戴たい冠かん式しきが、テロリストの襲しゆう撃げきを受ける可能性があるという情報じゃ」

「なんだって！」

　名薙は思わず身を乗り出し、そして愕がく然ぜんとしてしまう。

「承知であるとは思うが、人間の中にも天使アイオーンに与くみする勢力がある」

「天使アイオーンに与する勢力って……まさか、エクレシア教会ですか！」

　エリザは、無言で頷うなずいた。

「どこの都市にもエクレシア教会は存在しており、中には、人類社会の破は壊かいを目もく論ろみ、隙すきあらば攻こう撃げきしようと画策している過か激げき派はもいる。ここ数日間、そうした過激派のメンバーが京きよう都と内ないで目撃されたという情報が警けい察さつから入っていてな。奴やつ等らが天使アイオーンの都市侵入を手引きする可能性が予測されている現状、非公式ながらテロ警戒レベルも上げているのじゃ」

「そんな……！」

　そこまでエリザに語らせてから、ベイゼルが続ける。

「これは万が一の備えさ。もしもテロが起き、相手が人間だけではなく、第５階かい梯てい以上の天使アイオーンとの混成部隊であったのなら……腕利きが必要だ。それこそ称号持ちエリスネータークラスの凄すご腕うでがな」

　ベイゼルは名な薙なぎに向き直り、真ま面じ目めな態度で言った。

「幸い、今の京都には称号持ちエリスネーターではなくとも、それに匹敵する実力を持つ君がいる。つまり君のことだよ、ナナギリョウガ。聖せい誕たん祭さいが終わるまで、君には姫の護ご衛えいを務めて欲しいのだ」

「オレが……姫の護衛ですか！」

「その通りだ。いずれにせよ、この件は私から東とう京きよう騎き士し団だんに依頼もしている。君をこの任務に就つけることに異い論ろんはないようだった。じき正式な任務として命令が下るだろう」

「ぞ、それって、最初からオレに断る権利ないじゃないですか！」

「断る？　こうしたことは放っておけないのが、君の性分じゃないか」

　まるで全すべてを見透かしているかのように、ベイゼルは、ただ名薙を見て不敵に微笑ほほえんだ。
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　地下の一室であった。

　四畳半程の狭い室内に、金属製の筐きよう体たいが立ち並んでいた。そこはロッカールームである。

　ロッカーの中には作業着や掃除用具が保管されており、昼間であれば、この部へ屋やには清掃員達が出入りしているはずだ。しかし夜も更ふけた今は、静かである。

　電灯も点ついていない、暗い室内だった。

　しかし今宵こよいはそこで、１人の少女が囁ささやいていた。

「……私の情報アクセスレベルで調ちよう査さできたのはここまでですが、報告は以上です」

　ひとしきり話を終えると、少女は黙だまり込む。

　美しいプラチナブロンドの長髪。凜り々りしい眼まな差ざしは、赤い光を放っている。褐かつ色しよくの肌。整せい然ぜんとして、美び麗れいな面おも立だちの少女であった。

《ご苦労。これだけでも十分に使える情報ばかりだ》

　室内には少女以外に誰だれ１人として存在していないというのに、無人の闇やみの中から、女性の声で返事が聞こえた。それは少女が首につけている、ＰＱＣピクシーから発せられたものである。量子暗号化フィルタを有効にした、私用回かい線せんでの会話は続いた。

《当日のスケジュール。警けい備び状況や、人数や装備など、知りたいことはだいたい調ちよう査さが完了したな。特に収しゆう穫かくだったのは、周辺空域の防空巡回のスケジューリングだ。先刻の東とう京きようでの件といい、黒の森シユバルツバルトでの件といい、君の活かつ躍やくには感かん謝しやせねばな》

「お役に立つために、こうして身分を隠して、人の世に潜もぐり込んでいます」

《確たしかにその通りだ。しかし君の活躍には目を瞠みはるよ、リーゼ。ベレッタ家も、君のことをさぞや誇りに思うだろう》

「……お言葉、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　リーゼと呼ばれた少女は、微笑ほほえみもせずに返事をする。

《今回の、エクレシア教会を利用しての情報収集の手腕は、実に見事だった。これで我々の作戦も、盤ばん石じやくの態勢のもとに決行できるだろう。君程の優ゆう秀しゆうなスパイが味方であることは、とても心強い》

　褒ほめられても、リーゼの心境には露つゆ程ほどの喜びも生じなかった。

　リーゼはただ、疑問に思ったことを口にした。

「……今度の作戦では、ご出陣なさるのですか、姉ねえ様さま」

《……》

「これ程の規模の作戦になると、〝終焉の騎士ナイツオブエンド〟が出しゆつ撃げきしてもおかしくないですよね」

　リーゼと話していた女性は、「姉」と呼ばれて黙だまり込んだ。

　間を置いてから、何事もなかったかのように話し始めた。

《終焉の騎士ナイツオブエンドは出陣しない。それが王のご命令だ》

　女性は続けた。

《我等らが出陣することはないが、すでに王は〝天てん犬けん〟をそちらに差し向けた》

　その言葉に、リーゼは驚おどろいた顔をする。

「……天犬。あのならず者達ですか」

《元エクレシアの狂信者。我等のために肉体を捨て、喜んで〝人間をやめた〟彼等だぞ。軽けい蔑べつする気持ちはわかるが、役に立つ凄すご腕うでの手て練だれだ。それなりの慈悲を持ってやれ》

「……了解しました」

　リーゼは承しよう諾だくしながら、思い切って、もう１つだけ質問をしてみることにした。

「今回の作戦。おそらく我々、天使の軍勢セラフイツク・アルマ側にも犠ぎ牲せいが出るでしょう。何な故ぜ、このような隠おん密みつ行動が必要なのですか。火力で押し切る、もっと容易な作戦でも良かったのではないかと思いますが」

《……それを君レベルの権限しか持たぬ者に、説明することは難むずかしい》

　女性は少しだけ渋った後に、リーゼの質問に答えた。

《────〝叡えい智ちの花嫁〟。そのために必要な作戦とだけ、言っておこう》

「叡智の花嫁ですか」

　リーゼは以前にも、その単語を耳にしたことがあった。

　王と元老院、そして終焉の騎士ナイツオブエンドの７人のみが知ることを許された秘密。そう呼ばれている存在は、リーゼの顔見知りの、１人の少女だけであったはずだ。

《話は以上だ。では私は、これにて失礼する》

　そう言うと、女性は一方的にリーゼとの会話を切断した。

　まるでリーゼから逃げ出すかのような態度だった。

「……姉ねえ様さま」

　苦々しく、リーゼは囁ささやいた。

　通話が終わったところで、リーゼは改めて、自分が立つ場所が深い闇やみの中であることを自覚する。明かり１つないその部へ屋やは、多くの人々を裏切っている、独りぼっちの自分にお似合いだと、ただ皮肉に感じていた。
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　モーニングコールのアナウンスが流れ、自動的にカーテンが開く。

　今け朝さも眩まばゆい快晴の朝あさ陽ひが室内に流れ込み、ベッドの上の名な薙なぎを起こす。

　上体だけ起こして１度伸びをすると、名薙はベッドから起き上がり、洗面台に向かった。鏡かがみの前で眠そうに佇たたずむ自分の姿を確かく認にんすると、酷ひどい寝ね癖ぐせが付いていた。

　……今朝は、アニカ達と１階のカフェで朝食を摂とる約束になっている。

　集合時間までの時間に余裕があることを確認し、名薙はまず、シャワーを浴びることにした。

　寝ね間ま着きを脱ぎ捨て、バスルームに向かう。

　コックを捻ひねって出た水が、温かくなるのを待ってから、名薙は頭から湯をかぶった。

　素肌を流れ落ちる湯の感触を心地ここちよく感じながら、名薙は昨晩のことを思い出していた。

　高級ホテルでの会食の後、自分の宿泊している安ホテルに戻ってきた。そして１日を終えた疲れに翻ほん弄ろうされ、そのまま倒れ込むようにベッドで寝たのだ。そうして、今に至っている。

「……オレが、お姫様の護ご衛えいねえ」

　つまりボディガードということだ。

　そんなこと、他人から頼まれたこともなければ、勿もち論ろんやったこともない。

　名薙は、思わず呟つぶやかずにはいられない。

「いったい、何をどうすれば良いんだろう……」

　依頼を引き受けてはみたものの、具体的な活動方針は定かではなかった。
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　エレベータで１階フロアに降りた名薙は、ロビー脇わきにあるカフェに向かった。

　ロビーとカフェの境はなく、フロアの一角がカフェとして営業している場所である。

　ガラス壁へきだけでホテル外と仕切られているカフェの雰囲気は解放的で、洒落しやれたデザインの丸テーブルと丸まる椅い子すが並ぶ様よう子すは、まるでオープンカフェのようである。

　何人かの客の姿が見られる店内に、名薙は一際キャイキャイと騒さわがしい少女達を発見する。

　金属製の丸テーブルを囲み、歓かん談だんしている３人の少女。

　アニカ、真ま無な、ミレイアである。

　歓談しているとは言っても、騒がしいのはアニカとミレイアだけで、真無は２人の様子を眺めながら、優ゆう雅がにコーヒーカップに唇を付けていた。

　３人の姿を見つけると、名薙は微笑ほほえみながら席に歩み寄って行った。

「みんな早いな」

　言いながら名な薙なぎがテーブルに歩み寄ると……３人は何な故ぜか蔑べつ笑しようで名薙を迎える。

　アニカが、わざとらしい口く調ちようで名薙をなじる。

「おはよう。昨日きのうはずいぶんと、お姫様をイヤらしい目で見ていたじゃないのよ」

「!?」

　いきなり因いん縁ねんを付けられ、名薙は表情を引ひき攣つらせる。

「ちょっと待って。いきなり何の話をしてんだよ、アニカ」

「何の話も何も、ねえ？」

　アニカはミレイアに目配せをする。

　ミレイアは噴ふき出し笑いで応じ、不ふ思し議ぎそうな顔をしている名薙に説明した。

「昨日は大変やったなあ、ナナギくん。お姫様の護ご衛えいを頼まれたりなんかしちゃって。ナナギくんが慌ててるん見てたら、悪いけど面おも白しろくて笑ってまったわ」

「え？　え？　どうしてそのことを知ってるんだよ！　オレまだ何も話してないだろ！」

「フッフッフ」

　慌てふためく名薙を見て、アニカが得意気に胸を張って言った。

「私が何て呼ばれてるか、知ってるはずよね？」

　そう言ってアニカは、意味ありげに自分の喉のど元もとのＰＱＣピクシーを指差した。

　アニカの言わんとすることを察知し、名薙は背筋を寒くする。

「ま、まさかお前達……！」

「そのまさか。アンタのＰＱＣピクシーをハッキングして、内蔵カメラを介した映像と音声を拾ってたの。一部始終バッチリ見学させて貰もらったわ！」

「得意気に言うなバカ！　ひでえ、盗とう聴ちように盗とう撮さつかよ！」

「フフ。私の提案よ」

　それまで黙だまっていた真ま無なが、クスリと上品に微笑ほほえんで言った。

「総理に呼び出されて姫と会食でしょう？　私を差し置いてそんな面白いことを名薙君が独り占めするなんて、おかしいわよね。許されるわけがないのよ」

「いや待て、その理屈がおかしい！」

「私がおかしいと言ったら、仮令たとえそれが世界の真理であってもおかしいわ。そうでしょ？」

「何を当然のように同意なんか求めてるんだよ！　オレにだってプライバシーはあるだろ！」

「そんな難むずかしい言葉使われても、私には意味がよくわからないわね。わからないってことは知らなかったってことだから、つまり名薙君は盗聴や盗撮をされても仕方がないってことなのよ」

「ぐぬぬ、理不尽なことをもっともらしい口振りで……！」

　真無にやり込められそうになる名薙に、腕組みをしたアニカが追い打ちをかけた。

「フフン。女の子をイヤらしい目で見まくっていた罰よ！」

「だからその、イヤらしい目って何のことだよ！」

「とぼけても、ネタは上がってんのよ！　ナナギのＰＱＣピクシーの内蔵カメラの視し線せん、お姫様の胸元とか体付きにばっかりいっててさ。そういうところばっかり見てるなんて、ホントにサイテー最悪よ！」

「な、なな……！」

　アニカ達が取った手法は卑劣だが、指摘されたことは事実だった。

　綺き麗れいなお姫様を前にしてしまった以上、それは男として、やむを得ない習性だったのだ。

　仕方がなかったのだ！

「うう、ぐうう、うああああ！」

　女子達の口こう撃げきに弄もてあそばれ、名な薙なぎは言葉を失ってテーブルの前に跪ひざまずく。

「すいませんでした！」

　両手のひらを地面に付けると、名薙はガクリと頭を垂らして動かなくなってしまう。

　名薙の精神が陥落したのを見て取った女子達は、互いの勝利を称たたえ合うように微笑ほほえんだ。

　項うな垂だれている名薙の傍かたわらを、怪け訝げんそうな顔をしたウエイトレスが通り過ぎて行く。

　ウエイトレス達は、盆に載ったベーコンエッグや、バスケットに入ったパンを運んできた。女子達が注文していたのだろう。ウエイトレスは手際良く、テーブルにそれらを並べ始めた。

　ミレイアは自分のＰＱＣピクシーを操そう作さして、メニュー表のデータを名薙の視界に送り付ける。

「ささ。過去はお互いに水に流して、ナナギくんも朝ご飯食べようや」
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　テーブルから漂う良い香りの前で、空腹は誤ご魔ま化かせなかった。

　未いまだに女子達の行いと言い分に納得がいかなかったものの、名な薙なぎは渋々ながら、送られてきたメニュー表を眺め始めた。メニュー表は、虚こ空くうに漂う半透明なボードのような見た目である。

　……空腹に負け、名薙はミレイアの提案に従うことにした。

　名薙が空いていた席に腰掛けようとすると、その目前に割り込んでくる人物がいた。

　その人物は、名薙が座ろうとしていた席に、先んじて腰掛けてしまう。

「朝から美少女達の前に跪ひざまずいているなんて、見上げた心意気ではありませんか、ナナギさん」

　啞あ然ぜんとしている名薙には構わず、男は近くにいたウエイトレスに、モーニングコーヒーを注文する。金髪をオールバックにした長身の男だった。黒のスーツ姿で決めてはいるが、海賊のような眼がん帯たいをつけているため、一般的なサラリーマンの容よう貌ぼうには見えない。

　唐突に現れたその男を、名薙は知っていた。

「クローニ神父！」

「おはようございます、ナナギさん」

　名を呼ばれたクローニは、爽さわやかに名薙に微笑ほほえみかけた。

　いきなり目の前に座られたアニカは、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。

「どこから湧わいて出てきたのよ、真性ロリコン神父」

「将来の夫となる私に対して、失礼な物言いですねえ、アニカちゃん。真性は真性でも、私くらいに徳の高いロリコンになると、神聖なるロリコンになるのですよ」

「聞いたこともないわよ、徳を積つんだロリコンなんて！」

「はっはっは」

「笑って誤魔化すんじゃないわよ！」

「はっはっは」

　クローニはいつもの飄ひよう々ひようとした態度で、アニカの口こう撃げきをやり過ごす。普ふ段だんからクローニにイヤらしい目で見られていることを知っているアニカは、一いつ緒しよの席にいるだけで虫むし酸ずが走っている様よう子すだった。

　席を奪われて立ち尽くす名薙と、表情を顰しかめているアニカ。

　２人に構わず、真ま無ながクローニに話しかけた。

「黒の森シユバルツバルトでは、ずいぶんとお世話になったわね、クローニさん」

「いえいえ。私とて、そう仰おつしやる真無さんには、ずいぶんと目の保養をさせていただきました」

「あら。私の美び貌ぼうがお役に立ったようで何よりだわ」

　爽やかに微笑むクローニと、優ゆう雅がに微笑む真無。そのやり取りはおかしかった。

「確たしか貴方あなた、東とう京きようで神父業をやりながら、東とう京きよう騎き士し団だんの部隊長もやってる人よね。名薙君とミレイアの上司さんが、いったいどういった用件で現れたのかしら」

　すぐに質問には答えず、クローニはウエイトレスからコーヒーカップを受け取り、その香りを堪たん能のうし始めた。そうしてから、真ま無なに答えた。

「休暇中のナナギさんや皆さんと一いつ緒しよに、京きよう都との街を観かん光こうしようと思って来ました」

　途と端たんに嫌いやそうな顔をするアニカの様よう子すを見てから、クローニは言った。

「そうだったら良かったのですが……いやー、残念ながら任務なんですよね、これが」

「任務？」

　クローニの言葉を怪け訝げんに思ったミレイアが尋たずねた。

「うちらの部隊、黒の森シユバルツバルトでの功こう績せきが認められたのもあって、１週間は完全休暇だったんちゃうんか。隊長だけ任務があるとか、かわいそうやで……」

「そう仰おつしやって下さるミレイアさんの優やさしさがありがたいですねえ。まあ、これはいわゆる肩書きがある人間の宿命なんですよ。隊長の私。それに、副隊長のリーゼさんも、一緒に聖せい誕たん祭さいの警けい護ご関係で動員されているわけです」

「聖誕祭の警護関係って……クローニ神父も、オレみたいに姫の護ご衛えいやるんですか！」

　クローニは静かに首を振った。

「私はナナギさんと違って、お姫様の警護を担当するわけじゃありませんよ。私の仕事は東とう京きようの要人警護です。聖誕祭には各城じよう塞さい都と市しの大使の皆さんもいらっしゃいますからねえ。要人警護に出張っているのは、京きよう都と騎き士し団だんだけではなく、それぞれのご当地騎士団の精せい鋭えい達も一緒なわけですよ」

　クローニはコーヒーを１口啜すすってから、名な薙なぎに向かって言った。

「でもまあ、ここに来た理由は総理の小間使いです」

「小間使い？」

「はい。ナナギさんを迎えに来たんですよ。城にお連れするべくね」

「え？」

　クローニの言葉に、名薙は違和感を覚えた。

「迎えに来たって……つまり、これからオレ、京都の城に行くってことですか？」

「あれ。総理から聞いてませんでした？」

　クローニは首を傾かしげ、名薙に尋ね返した。




　　　　▼▼▼




　明日あしたに開催が予定されている聖誕祭。

　その警護の主力は、京都騎士団であるのは間違いない。しかし近きん隣りん諸国の特使なども参加する盛大な催しであることからも、各城塞都市の騎士団が独自の警護隊を編へん成せいして、それぞれの都市の要人を護衛することも許可されている。

　────自分の身は自分で守る。

　そうした価か値ち観かんが根強い時代であるせいか、京きよう都と騎き士し団だんがありながらも、警けい護ごのために自前の騎士達を付き添わせている要人達は多いのだと言う。

　そこまで説明し終えると、クローニは助手席の名な薙なぎに向かって微笑ほほえんだ。

「そうは言ってもですね。聖せい誕たん祭さい前の今日きようとかは、将校でもない階級の私がやることと言ったら大したことはありません。作戦会かい議ぎとか小間使いばかり。こうしてナナギさんをお迎えしようと、馳はせ参じるくらいには暇なわけですよ。警護の主力部隊は京都騎士団の皆さんですからねえ。私やリーゼさんは、総理の身の回りだけを気にしていれば良いわけですとも、ははは」

「忙しいのか暇なのか、よくわからない話ですね……」

　運転しているクローニの隣となりで、名薙はその説明に耳を傾けているところだった。

　名薙達が乗っているのは、黒塗りの高級セダン車。

　京都政府の公用車である。

　名薙は不ふ思し議ぎに思っていたことを尋たずねる。

「これから〝四し聖せい城じよう〟っていう、京都のお城に向かうんですよね。迎えに来てくれたっていうのはわかりましたけど、そこに行って、オレは何をすれば良いんですか？」

「そりゃもう、打ち合わせに決まってます！」

「う、打ち合わせ？」

　クローニは続けた。

「この催しの警護計画ですが、京都騎士団は１年前くらいから策定しているものなのです。そして我等らが東とう京きよう騎き士し団だんは、京都騎士団からいただいた警護計画の情報を基に、３ヶ月前くらいから準備しているものだったりします。今回、その計画の中に無む理り矢や理り、ナナギさんという強力な騎士を捻ねじり込もうとしているわけですから、何の相そう談だんもなくそんなことしたら、綿密に練り上げてきた計画が滞とどこおってしまうかもしれないでしょう？」

「まあ確たしかにそうですね。じゃあつまりオレはこれから……その壮大な警護計画の全ぜん貌ぼうを頭に叩たたき込まなきゃいけないと？」

「やですねえ、ナナギさん。作戦の全容なんて、京都騎士団が教えてくれるわけありませんよ。警護に関する情報は７段階のレベルごとに開示されてましてね。京都にとって部外の勢力である我々には、セキュリティクラス４までの情報公開しかされていないのです。それより上の情報となると、おそらく市内要所や城内のセキュリティシステムの情報とか、姫を京都外にまで逃がすための避ひ難なん路ろとか、そういう類たぐいのものじゃないかと思われますね」

「じゃあ、オレが理解しなきゃいけないのは、クラス４までの情報ですか」

「いいえ、そこまでのことを把握する必要はないでしょう」

　クローニは否定する。

「クラス４までしか教えて貰もらえないと言っても、その情報量は半端じゃないですよ。連絡経路から、市内や城内の人員配置。当日の防空警けい戒かい網もうに至るまで色々と開示されてますからね。名な薙なぎさんの頭じゃ一いち夜や漬づけなんて無理でしょうし！」

「ええっと。今、爽さわやかな顔でバカにしましたよね？」

「はっは。気のせいですよナナギさん。若者がむやみに疑心を抱くのは感心しませんね」

　クローニは微笑ほほえんで誤ご魔ま化かす。

「明日あしたの聖せい誕たん祭さいですが、大きくわけて３つの段階に分かれています。午前の部。午後の部。夜の部。この３つですね」

　物言いたげな名薙は無視して、クローニはマイペースで続けた。

「まず午前の部では、姫の戴たい冠かん式しき典てんが行われます。場所は四し聖せい城じよう内の大聖堂。そして午後の部は都内での記念パレードですね。一番気合いを入れて警けい備びしなければならないのが、このパレード。都内のあちこちを巡回しますから、良からぬ企くわだてを持つ敵が最も襲しゆう撃げきを行いやすいわけです。そして夜の部は、再び四聖城に戻って来て、大広間でパーティーです。各国の代表や特使が集まるイベントですよ」

　クローニはルームミラーに映った名薙を見やり、言った。

「ナナギさんは、当日の細かい段取りを理解する必要なんてありません。やっていただきたいのは、最も危険が伴う午後の部のパレードでの、姫の警けい護ごだけです」

　そうは言われても、名薙にはピンとこなかった。

「具体的には、何をしたら良いんですか？」

「パレードでは、エリザ姫の乗る車の前方を、護衛用の装甲車が先せん導どうします。この装甲車上に、ＰＡで武装したナナギさんを配置します。平たく言うと〝ＰＡに乗って突っ立っているだけ〟のお仕事ですね」

「ええ！　それだけ！」

「何事もなければ、それだけです！　有事の際にだけ身体からだを張っていただければ！　今日きよう打ち合わせを行っていただくのは、その有事の際の対処方法ですよ。京きよう都と騎き士し団だんとも連携しなければならない任務ですからねえ」

「そ、そう言われると……あんまり自信なかったけど、オレでも務まりそうな気がしてくるなあ、お姫様の護衛任務」

「でしょう、でしょう。ナナギさんでも務まって貰もらわないと困りますから、これだけ作戦を簡かん略りやく化かしたわけですとも」

「やっぱり、さっきからオレのことバカにしてますよね、神父」

「聖書の一節によれば、かつて神はこう仰おつしやった。うるせえ、いいからやれと。複雑に考えるのはやめましょう、ナナギさん。私は別に、アニカちゃんと２人きりで京都観かん光こうに出向いたアナタを恨うらんでなどいませんからね！」

「なるほど、わかりやすい」

　呆あきれながら、名薙はクローニの態度の意味を理解する。

　ひとまず整せい理りすると、名な薙なぎは明日あしたのパレードで、エリザ姫の車を先せん導どうしている装甲車に乗っていれば良いというだけのようだ。有事の際だけ、京きよう都と騎き士し団だんと連携して対処すれば良いのだと言う。

　それだけだと言われても、果たしてそんなに簡かん単たんなことなのだろうか。

「……ところでナナギさん」

　クローニは微笑ほほえむのをやめ、珍しく真顔で口を開いた。

「今日きようの打ち合わせですが、予定では夕方頃ごろに終わることになっています。その後、少しお時間をいただけませんかね。ベイゼル総理が、話したいことがあると仰おつしやっていました」

「別に良いですけど、どうかしたんですか？」

「ソフィアと呼ばれる少女についてだとか。そう言えば、ナナギさんには通じるだろうと」

「……！」

　ソフィア。

　１２５年前のビッグサイト。そこで名薙が出会った、アニカに瓜うり二ふたつの謎なぞの少女である。名薙や真ま無ながこの時代に転移してくるキッカケとなった存在であり、その正体に迫ることこそが、名薙が元の時代に帰るための手がかりになるはずなのだ。

「ナナギさんには今夜、四し聖せい城じよう内のゲスト用の宿泊施設で１泊して貰もらうことになります。場所は総理も知っていますから、直接、お部へ屋やに伺うかがうそうですよ」

「……わかりました」

　不安な心境を潜ひそめながら、名薙は窓の向こうを眺めて答えた。

　……ソフィアについての話とは何なのだろうか。

　それを考え始めると、嫌いやな焦しよう燥そう感かんに駆られてしまう。名薙は無む理り矢や理りソフィアのことを頭の隅に押しやると、懸けん命めいに、城での打ち合わせについて集中しようとした。

　やがて車が高速道路を抜けると、片道４車しや線せんの広大な通りに出る。

　通りの先に見えてきたのは、目的地である四聖城である。

　周囲は堀と城じよう壁へきに囲まれており、見た目は日に本ほんの城のようである。とは言っても、実体は鉄骨鉄筋のビルである。日本の城風にデザインされたビル群と呼ぶのが正しいだろう。

「あれが、京都の執政の全すべてを担っている城です。東京で言えば、各省庁の機き能のう全てを官邸に統合したようなものですよ。都市機能全てを制御する場所とあって、さすがに東京の国こつ会かい議ぎ事じ堂どうよりも巨大で圧巻ですねえ」

　城に入るためには、堀に架けられた開閉橋を渡らなければならない。

　だが橋の前にはセキュリティゲートがあり、名薙達はそこで、身分確かく認にんと武器の携帯の有無をチェックされることとなった。

　明日が聖せい誕たん祭さいであることもあり、ＰＡで武装した守しゆ衛えい達もピリピリしているようだった。入念なチェックの後に、名薙達はようやく橋を渡り、四聖城に入ることとなった。

　クローニは助手席の名な薙なぎに顔を向け、軽い口く調ちようで歓迎の言葉を口にした。

「ようこそ、四し聖せい城じようへ」

　次の瞬しゆん間かん、車窓の向こうに緑の光景が広がった。

「！」

　城じよう壁へきの下を潜くぐった先、城内を見渡した名薙は驚おどろいてしまう。

　執政の中ちゆう枢すうという話を聞いていたこともあって、名薙はてっきり、城壁内は堅苦しい雰囲気のお役所が犇ひしめいているのではないかと思っていた。しかし予想外にも、周囲一帯は広大な日に本ほん庭てい園えんとなっている。水を湛たたえた池の中には錦にしき鯉ごいが泳ぎ回り、城内道路の脇わきには石いし灯どう籠ろう。広場には柳や、手入れをされた松が生はえているのが見える。

　そんな日本庭園の中には、いくつかの日本屋や敷しきが建っており、さながら村のような雰囲気さえ漂っていた。だが、そこが村とは言えない決定的な理由は、庭園の中央エリアに４つの巨大なビルが聳そびえているためだ。

　口を開けて呆ほうけている名薙に苦笑しながら、クローニがガイドのように説明した。

「この４つのビルには、それぞれに神の名前が付けられているんですよ。白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱す雀ざく、玄げん武ぶ。京きよう都との４方を守ると言われる、４神ですね。明日あしたの戴たい冠かん式しきとパーティーは、45階にある、４つのビルの中央部である〝王の間〟で行われます」

「立派な建物ですね」

　ビルはお互い５階ごとに空中階廊で繫つながっており、遠くから見れば１つの巨大なビルにも見える。遥はるか頭上、おそらく45階だと思われる場所も例外ではなかった。そこにはきっと、広間のようなものがあるのだろう。

　名薙達の車は、青龍ビルの前で停車した。

　車から降りると、クローニは名薙の前を先せん導どうして歩き始めた。そうして名薙を連れてビルに入ろうとする。しかしビルの入り口に、腕組みをした１人の少女が立っていることに気が付き、クローニは思わず足を止めてしまった。

　艶つややかな黒髪をポニーテールに束ねており、パンツにスニーカーといったラフな格好である。名薙は……どこかで見た顔だなと思った。

「うむ。待まち侘わびておったぞ、ナナギ殿」

　少女は不敵に微笑ほほえむと、名薙の顔を覗のぞき込んでくる。

　名薙は、少女の正体に気がついた。

「もしかして、エリザ姫ですか！」

「その通り。昨晩の会食は楽しかったぞ、ナナギ殿」

　快活な笑えみを浮かべる少女は、恐れ多くも京都の姫君であった。

　昨晩の淑しとやかな着物姿とは打って変わり、快活な格好だった。化粧もしていなかったため、気が付くのに時間を要した。格好だけでなく、昨日きのうの姫とは、態度も違っているように感じられる。何と言えば良いのか……少しがさつな雰囲気である。

　姫の姿を見た途と端たん、クローニが珍しく沈痛な面持ちになった。

「ご、ご機き嫌げん麗うるわしゅう、姫君。このような場所でお会いするとは、偶然ですね」

「偶然ではない。妾わらわは、ナナギ殿を迎えに来たのじゃ」

「……む、迎え、ですか？」

　クローニは頭を抱えながら言った。

「本日は第８作戦室で行われる隊長会かい議ぎで、ナナギさんに当日の段取りの説明などを行う予定でして、姫君と会う予定はありませんでしたが。それに、姫君が直じき々じきにお迎えにいらっしゃるという話も聞いておりませんでしたよ」

「妾のために命を懸かけて警けい護ごを務めてくれる殿方なのじゃ。たとえ東とう京きよう騎き士し団だんの任で応じてくれているのだとしても、妾が直々に迎え、歓待するのが礼れい儀ぎというものじゃろう。明日あしたの段取りは、妾から話をするつもりじゃ」

「し、しかし姫君、あのですねえ」

「迷惑をかけることはせぬ故、目を瞑つむることはできぬか、クローニ殿」

「えーっと……ははは。めっちゃ困りましたね」

　エリザから頼まれてしまっては、それ以上、他国の騎士であるクローニが意見することなどできなかった。クローニはボソボソと小声で何かを呟つぶやいてから、名な薙なぎに向き直って言った。

「まあ。といわうけなんで、あとは姫君にお任せしちゃうことにします。撤てつ収しゆう！」

「ちょっと、帰っちゃうんですか！」

　戸惑う名薙に構わず、クローニは乗って来た車に向かう。

　去って行くクローニを見送りつつ、名薙は啞あ然ぜんとするしかなかった。

　一方のエリザは、満足そうに腕を組んで微笑ほほえんでいた。

「改めてだが、妾がこの京きよう都との姫。エリザリア＝エレオノールじゃ。今日きようは妾がナナギ殿の相手をしようと思う。よろしく頼むぞ」

　エリザの挨あい拶さつを聞きながら、名薙はクローニが去り際に呟いていたことが気になっていた。

　間近に立っていた名薙には、呟きの内容が聞こえていたのである。

　────おてんば姫と遭遇したのが運の尽き。

「……すっごく嫌いやな予感がするんだけど」

　名薙は、姫に連れられて四し聖せい城じように足を踏み入れることになった。
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　乗ってすぐに、エレベータは45階に到達する。

　扉が開いた向こう側は、アリーナ状の広間になっていた。

　床一面は高価そうなカーペットで埋め尽くされており、遠い天てん井じようからは、豪ごう華か爛けん漫らんなシャンデリアが吊つり下げられている。シャンデリアは淡い光を灯ともして広間を照らし出していた。広間の最さい奥おう部ぶには、金きん色いろの装飾がされた玉座が置かれている。

「無む駄だに立派であろう。ここが〝王の間〟じゃ」

　背後の名な薙なぎを振り返り、エリザは胸を張って言った。

「あの玉座は、戴たい冠かん式しき後から妾わらわが座す場所じゃ。見ての通り、広いだけで何の娯楽もない部へ屋や。これから毎日、この部屋で定席していなければならないのかと思うと、妾は頭が痛くなるぞ」

「確たしかに、一日中、座っていて楽しそうな場所ではないですね」

「であろう！　しかも同じ格好で座っていると、いくらクッションが柔らかいといっても、肩が凝こって仕方ないでの！　前々から、マッサージチェアにして貰もらえないかと言っておるのじゃ」

「ま、マッサージチェアに座った女王ですか……？」

　エリザが口にする素直な所感を聞いて、名薙は苦笑してしまう。

「はは。言われてみると、王って忍耐が必要な日常を送ってるのかもしれないですね」

　予想外に、エリザはフランクに話しかけてきている。昨日きのうの会食での、粛しゆく然ぜんとした態度とはだいぶ印象が変わってしまっているため、名薙は違和感を拭ぬぐい去れずにいた。

　その戸惑いを誤ご魔ま化かすように、名薙は周囲を改めて見渡してから感想を口にする。

「……今日きようは、ずいぶんと騒そう々ぞうしいようですね」

　広間には、たくさんの人の姿が見受けられた。

　目に付くのは、椅い子すや美術品などを並べている、作業着姿の人々である。その人々を監かん視ししているＰＡ姿の騎き士し達の姿もあり、王の間というよりは、作業現場と呼ぶべき騒々しさだった。

「あれは会場設営業者じゃ。明日あしたの戴冠式と、夜のパーティーは、この王の間で行われるのじゃ。危険物等が持ち込まれぬよう、京きよう都と騎き士し団だんの監視の中での作業じゃと聞いておる」

「華やかですね」

「うむ。妾わらわとしては、あのように美術品やらを並べた派は手でな会場作りをする必要はないと思っておったのじゃが、京都の栄華を他国に示すためにも、是非にとジイが言うのでな」

「ジイ？」

「妾の忠実な家臣の１人じゃ。実は、妾は明日の衣装の着付けの確かく認にんで呼ばれておったのじゃが、こうしてサボっておるしな。今いま頃ごろは妾のＰＱＣピクシーに付いている追跡装置で、妾の位置を探索しているのではないかのう、はっはっは」

「さ、サボってるって！　良いんですか、オレの相手なんかしてて！」

「良いではないか。息苦しい着物を、着ては脱ぐだけの繰くり返しじゃぞ。そんなことに１日を費やすなど勿もつ体たいない。こうして年頃の近い貴殿等らと話していた方が楽しいでな」

「楽しいって……」

　次句に詰まってしまう。

　名な薙なぎはクローニの言っていたことの意味がわかった気がした。

「……おてんば姫って、こういうことかよ」

「何か申したか、ナナギ殿」

「い、いえ！　何でもないです！」

　名薙とエリザが話していると、突然、２人の視界に「接続要求コンタクト」の文字表示が現れる。

　誰だれかが名薙達に通信を求めているのだ。だがアニカ達ではない。

「ふむ。噂うわさをすればジイか」

　面めん倒どうそうに呟つぶやいて、エリザは自信のＰＱＣピクシーを操そう作さし、通信を許可する。

《バカ姫えええ！》

　いきなり画面いっぱいに映り込んだのは、険しい顔をした、髭ひげの老人だった。顔には深いシワの他ほかにも、無数の切り傷が刻み込まれている。戦場上がりの気骨ある老兵といった風ふう貌ぼうのその人物は、名薙が見ているのも構わず、エリザを叱しかり飛ばした。

《クローニ殿から、お聞きしましたぞ！　我等らが姫様が、着付けの確かく認にんをサボっただけでなく、ナナギ殿を連れ去ったのだと！》

「連れ去ったというのは、ずいぶんと表現が悪いぞ、ジイ。妾わらわは歓迎をしておるのだ」

　ジイと呼ばれた老人は、額ひたいに青筋を浮かべて怒ど鳴なり続ける。

《それは明日あしたのパーティーでやってくだされ！　別に今日きようでなくとも良いでしょう！　ナナギ殿はこれからパレードの警けい護ご段取りの打ち合わせをしなければならないというのに、それを無む理り矢や理りに連れ出して、いったい何を考えておられるのです！》

「ふむ。騎き士し団だん長ちようの堅苦しい説明ばかりでは可哀かわい想そうだと思ったから、代わりに妾から明日のことを説明しようと思っただけじゃ。誰が説明したところで同じであろう？」

《同じではありませぬぞ！　そもそも姫様は戦いのプロではなく、一国の主でしょうに！　これ以上、王族の道楽にナナギ殿を付き合わせてはなりませんぞ！》

　血圧が上がっているのか、ジイは息切れしている。

　気を取り直し、今度は名薙に向かって話を続けた。

《お見苦しいところをお見せしてしまっておりますな。吾わが輩はいはこの国の執政長官、ダリル＝グレイア。先代王亡き後、エリザリア姫様の戴たい冠かんまで、京きよう都との執政を取り仕切っている者です。このようなフェイスチャットが初対面となってしまって、礼に欠ける無礼をお許しくだされ》

「ど、どうも」

　ダリルと名乗る老人は挨あい拶さつも早々に、話を続けた。

《姫様の〝邪じや魔ま〟がなければ、今いま頃ごろは15階にあります第８作戦室で、明日のパレード警護に関する説明を、京きよう都と騎き士し団だん長ちようのスコットから行う予定でした。予定を遅らせて、40分後に開始しますため、申し訳ないがご足労を願ねがえませぬか》

　断る理由などなく、名薙は了承する。

　ダリルは再び、エリザに向けて忠告した。

《良いですか、姫様。これ以上、我等らの手を煩わずらわせないでくだされよ》

「つまらんのう」

《つまらんもヘチマもないのです！　わかりましたね！》

「はいはい。わかっておるよ」

《はいなら１回で良いのです！　言葉遣づかいにも品を持たせてくだされ！》

「はい！」

《よろしい！》

　ダリルは一方的に話を捲まくし立てて、一方的に通信を切断した。

　口やかましい忠臣に窘たしなめられ、落ち込んでいるのかと思いきや。エリザは嬉うれしそうに表情を綻ほころばせている。エリザは名な薙なぎに言った。

「いきなり予定変更であるか。だがまあ、40分後から打ち合わせが開始されるのであれば、それまでは自由時間ということだな。ならばもう少し、妾わらわと話をせぬか？」

　めげていない。そんなエリザの申し出は予想外だった。

　そうまでして一いつ緒しよに行動したがるエリザの思惑が、名薙にはよくわからなかった。ただエリザが、期待した眼まな差ざしを名薙に向けてきているのだけは確たしかである。

　返事に少し困ってしまっていた名薙だったが、エリザに言った。

「どうせ打ち合わせが始まるまで、することなんてありませんから。オレなんかが相手で良ければ、もう少しだけ姫様と話をしてみたいです」

「なんと、真まことか！」

　名薙の返事を耳にしたエリザは、電球が灯ともったように明るい顔をする。

「おわっ！」

　エリザは、いきなり名薙に腕組みをしてきた。姫に予期せず接近された名薙は、鼓動を早めて狼ろう狽ばいしてしまう。だが構わずエリザは、名薙の身体からだをグイグイと引っ張った。

「ならばナナギ殿には、面おも白しろいものを見せてやろう！」

　そう言ってエリザは、名薙を引き連れてさらなる上の階を目指し始めた。
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　上階に続くエレベータの起動は、静脈認証が必要であり、許可された地位の人間しか出入り出来ない仕組みになっていた。

　エレベータを守る守しゆ衛えいのＰＡの前を通り、名薙はエリザに連れられて認にん証しよう機きに向かう。エリザが手首を操そう作さ盤ばんにかざすと、呆あつ気けなくエレベータの扉が開いた。それに乗り込んで辿たどり着いたのは、49階。最上階の１つ下のフロアである。

「45階より上の５階層は、王族の住居として使用されておる。妾わらわの部へ屋やはこの先じゃよ」

「わ、妾の部屋って！　姫様の部屋に行くんですか！」

「そうじゃが、何か問題があるか？」

「いや、その、問題はないんですけど……はは」

　いきなり名な薙なぎを自室に連れ込もうとする姫の行動に、名薙は戸惑ってしまう。

　別に深い意味などないのだろうが、エリザのやろうとすることは大胆である。異性との接し方については、かなり大おお雑ざつ把ぱなのか。……名薙は異性として見られていないだけかもしれない。

　エレベータを降りた先。49階のフロアは、異様に広い廊下が続いていた。

　その両りよう脇わきに、漆うるしの装飾が施された立派な襖ふすまの扉が並んでいる。

　エリザが自室であるのだと言う部屋の襖を開けると、内部は立派な和室となっていた。光を取り込みやすいよう、あちこちに防弾仕様の特殊ガラスで出来た窓が設けられており、室内は柔らかい陽光に満ちている。湯飲みが置かれた、生活感漂う卓袱ちやぶ台だいも見えている。

　エリザは名薙を振り向いて忠告した。

「部屋に入る前に、ちょっと待っていてくれぬか」

　そう言ってエリザは、胸元からバトンのような金属棒を取り出した。

　取り出した金属棒を捩よじるとギミックが作動し、それは一気に警けい棒ぼうサイズのロッドに変形する。

「何ですか、それ」

「護ご身しん用ようの武器じゃ！　決まっておろう！」

「いや、見りゃわかりますって。訊ききたいのはそういうことじゃなくてですね……」

　名薙の言葉など皆まで聞かず、エリザはそれを構えて、勢い良く自室に駆け込んだ。

　すると突如として、室内の照明が赤く点灯し、機き械かい音声が警告を発する。

《姫の帰宅を検知。迎げい撃げきシステムを作動します》

「げ、迎撃だって!?」

　名薙が啞あ然ぜんとしている間にも、天てん井じようのスリットから、いきなり無数の影かげが飛び出してくる。

　────手裏剣にしか見えない。

「んなバカな！」

　あまりにも非ひ常じよう識しきな事態。しかしエリザは不敵に笑えむと、視し線せんを尖とがらせた。

　手にしたロッドをクルリと回転させ、飛来してきた無数の手裏剣を難なんなく弾はじき返す。エリザが弾いた手裏剣のいくつかは、名薙の髪を掠かすめて、背後の壁かべに突き刺さった。

「どうわっ！」

　名薙が慌てていても、迎撃システムとやらは待ってくれない。間かん髪ぱつ入いれずに、今度は部屋の奥の壁が反転し、そこから金属製の槍やりが射出されてくるではないか。

「ここは忍者屋や敷しきかよ！」

　名薙がツッコミきれない間にも、エリザはその槍を難なく叩たたき落としてしまう。

　槍やりは甲かん高だかい振動音を伴いながら、フローリングの床に突き刺さって静止した。

《迎げい撃げき完了。お帰りなさいませ、エリザ姫》

「うむ。繰くり出してくる攻撃に、今ひとつ殺意が足りんな。次はもう少しスパイスを効かせた感じの、殺す気な攻撃を仕掛けてきても良いぞ、ＡアＬル」

《かしこまりました。改善しておきます》

「おっと、ナナギ殿は初めましてだったの。今の声はＡアＬル。この四し聖せい城じようでの妾わらわの生活をアシストするＡＩじゃ。侵入者の検知から迎撃、果ては料理から湯沸かしまで何でもしてくれるぞ」

　ロッドを折り畳んで再び胸元に戻し、エリザは名な薙なぎに微笑ほほえんだ。

「な、何なんですか、今の攻防は！」

「何って……帰宅前の鍛たん錬れんじゃが？」

「さも当然のように仰おつしやってる、帰宅前の鍛錬って何ですか！」

「有事の際に備えて心身を鍛きたえ、常つね日ひ頃ごろから強くあらんとするのは、姫として当然の嗜たしなみだろう？」

「だああ！　当然じゃねえええ！」

　名薙は思わず頭を抱えてしまう。しかし、すぐに我に返る。

　相手が姫だということも忘れ、ついついアニカを相手にするような気持ちで、姫に向かって喚わめいてしまっているではないか。なんと無礼な態度か。

「と、ともかく。色々と驚おどろきましたけど、いつも姫は、こうやって鍛えているんですかね」

「そうじゃよ？　鍛錬も終わったことだし、もう部へ屋やに入っても大丈夫じゃよ」

　エリザに手招きされ、名薙は恐る恐る入室することにした。

　そこで名薙は、巷ちまたでエリザ姫が何と呼ばれているのかを改めて思い出した。

「……〝装甲姫〟でしたっけ」

「おお。妾のあだ名か？　民たみや家臣達の中には、妾のことをそう呼ぶ者もおるな」

　エリザは苦笑した。

「時々ではあるが、城じよう塞さい都と市し外の近きん隣りんの農地などがマモノに襲おそわれることがあっての。１度だけ、黙だまっておられず、ＰＡに乗って妾が出撃したことがあるのじゃ。そのせいで、そんな厳いかついあだ名が生まれてしまったようじゃ。ジイから未いまだにこっぴどく怒られるよ」

「その時、マモノは退治できたんですか？」

「無む論ろん、親玉諸もろ共ともに妾が一いち網もう打だ尽じんに成敗してくれたわ。フフン」

　得意気に話すエリザ。

　先程、エリザは名薙の目の前で、飛び来る手裏剣や槍を見事に捌さばいてかわしたのだ。あれを見ていなかったら、にわかには信じられない話だったかもしれない。

「生身であれだけ動けて、さらにはＰＡにも搭乗できるなんて……並大抵の技能じゃないですよね。そんなに強いのに、オレ達が護ご衛えいする必要ってあるんですか」

「何を言う！　妾わらわは姫じゃぞ！　か弱いに決まっておろう！」

「どこの超時空に、飛来する手裏剣を叩たたき伏せる、か弱い姫がいるんです！」

「はっはっは。細かいことは気にするでないぞ、ナナギ殿」

　笑って誤ご魔ま化かしながら、エリザは名な薙なぎに座布団を勧めてくる。

「まあまあ、いつまでもそうして突っ立っていないで、こっちに来て座ったらどうじゃ」

　エリザが卓袱ちやぶ台だいに着いたのに倣ならい、名薙も座布団の上に腰を落ち着ける。

　オズオズと名薙がそこに座ると、エリザは備え付けの急きゆう須すを手に取り、客用の湯飲みに茶を注いだ。それを名薙に差し出してくる。

「粗茶ですが」

「いただきます」

　名薙とエリザは共に湯飲みを啜すすり、一服する。

　しばらく２人共、無言になってしまった。

　和室でゆっくりと茶を飲んでいると、日に本ほん人じんであることの醍だい醐ご味みを味わえる気がした。

「……かたじけないな、ナナギ殿」

　唐突に、エリザが話しかけてきた。

「確たしかにジイの言う通り、妾は王族の道楽に貴殿を付き合わせているのかもしれん」

「そんな、気にすることありませんよ」

　名薙は微笑ほほえみながら続けた。

「どうせまだ打ち合わせが始まるまで時間はあるわけですし。こんな広い城で、オレ１人がブラブラしてるより全然良かったですって」

「そう言って貰もらえるとありがたい」

　それまで活発な雰囲気だったエリザの表情に、僅わずかな陰りがかかった。

「……城の中は大人おとなばかりで、こうして歳としが近い貴殿と話すのは、楽しくてな。つい悪ノリが過ぎた。ナナギ殿も内心では面めん倒どうに思うじゃろうて、申し訳ないと思っておるよ」

「……」

「政治や経済、宗教や治安の件やらと、執政に関する話題ばかりの毎日でな。こうして他愛たわいのない世間話や、自分のことを話題にするのは久しぶりなのじゃ」

　あまりエリザの私生活というものを想像したことはなかったが、近い年ねん齢れいの話相手がいない城の生活というのは……名薙には孤独に思えた。エリザが執しつ拗ように名薙と一いつ緒しよに行動しようとしたのは、その辺の事情があってのことだったのかもしれない。

　ふと、エリザは思い出したように手を打った。

「そうじゃった。ナナギ殿に見せたいものがあったのじゃったな！」

「見せたいものですか」

「ふっふっふ。これじゃ」

　エリザはＰＱＣピクシーのタッチパネルを操そう作さすると、名な薙なぎにデータを送り付けようとする。その接続要求コンタクトを名薙が許可すると、卓袱ちやぶ台だいの上に、ＣＧの立体映像が現れた。

　エリザが送ってきたデータは、宝石を散りばめた冠の映像である。

　ベースとなっているのは、光こう沢たくの色合いからして白金だろうか。シンプルな環かん状じようの造型に、真しん紅くのルビーや、細々としたダイヤモンドが散りばめられている。

「これって、王冠？」

　エリザはニヤリと微笑ほほえんで言った。

「当日のお披ひ露ろ目めまでは、マスメディアにも公開しておらんのだがな。明日あしたの戴たい冠かん式しきで妾わらわが授かるものじゃ」

「この王冠、傷みたいなものがあちこちにありますけど……」

「よくぞ気付いたな、ナナギ殿。実は、これは妾の父上が使っていた王冠なのじゃ」

　エリザは湯飲みを置くと、少しだけ寂しそうに微笑んで言った。

「先代王、ハイネル＝エレオノール。民たみから愛された王は、命を賭として、この京きよう都とを天使アイオーンから守った気高い英雄じゃ。声と身体からだがでかい、やかましい父上だったが、大好きじゃった」

「７年前、でしたっけ。姫のお父上が亡くなったのは」

　アニカから教えて貰もらっていた話を思い出し、名薙は言った。

　エリザは静かに頷うなずく。

「京都侵攻事件。攻めてきたのは、数えきれぬマモノの群れと、数十の天使アイオーンの混成部隊だった。あの光景は未いまだに忘れられぬよ。焼かれた街の渦中で戦い果てた、父上の背中を」

　話しているエリザの目は、遠い過去を遡さかのぼって見ているようだった。

「妾が姫でいられるのは今日きようまでじゃ。明日からは、この都市の女王となり、執政長官のダリルよりも強力な権力を持つことになる。妾の意思１つで多くの民を生かし、そして多くの民を殺してしまうだろう。恥ずかしいことだが、妾はそれが恐ろしいのじゃ。だからかの。せめて父上の王冠をかぶれば、父上の力を借りることができるように思う。女々しい感傷じゃよ」

「……」

「妾という人間は、明日をもって消え去り、この都市のためにのみ存在するシステムの中ちゆう枢すうとなる。人生の全すべてを執政に捧ささげ、機き械かいのようになってしまう前に……今日くらいは、いつもより私人である自分を楽しみたかったのじゃよ。ナナギ殿には、それに付き合わせてしまった」

「姫……」

「出会って間もない。よく知らぬナナギ殿に、妾は何を話しておるのじゃろうな。すまぬ。湿っぽい話をしてしまった。それもこれも、戴冠を控えて感傷的になっているせいじゃろう。幼い頃ころから、ずっとこの日がくるのはわかっていた。なのに実際にきてみれば、何だか奇妙な心持ちなのじゃよ」

　そんなエリザに、名薙は真ま面じ目めな顔で言った。

「ずっと遠い時代に────オレには掛かけ替がえのない友人がいました」

「？」

　名な薙なぎの唐突な話を耳にして、エリザは怪け訝げんそうな顔を返してしまう。

「アイツは、他人が困っているのを放っておけなくて、頼みごとをされれば何でも請うけ負ってきてしまって……１人で色んなことを抱え込んでしまうヤツでした」

「その友人は、今どうしておるのじゃ」

「オレが殺しました」

「！」

「そうするしか、ありませんでしたから」

　淡々と告白する名薙に、エリザは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいた顔をした。だがすぐに真顔に戻り、黙だまって名薙の言葉に耳を傾け続けた。

「死ぬ前に、アイツがオレに言ったんです。オレ自身のことを許してやれって。友人を殺せば、きっとオレが自責の念に苦しむだろうって、そう心配したんでしょう。信じられますか？　これから自分が殺されるんだっていうのに、アイツは自分じゃなくて、オレのことなんかを心配していたんです。命いのち乞ごいでもしていれば、今もまだ生きていられたかもしれないのに……アイツは最期まで、自分のことは後回しだった」

「……」

「その時、思ったんですよ。アイツは、もっとワガママでも良かったはずだって。どんなに困こん難なんな境遇にあっても、自分のことを大事にしなくて良い理由にはならないって」

　名薙はエリザに微笑ほほえんだ。

「たとえ誰だれかのための人生でも、自分のことを大事にしてください」

「……」

「オレが京きよう都との住人だったら、戴たい冠かんした完全無欠の機き械かいよりも、今のままの姫に統治して貰もらいたいと思うし。今のままの姫の方が無む茶ちや苦く茶ちやで、面おも白しろくて良いと思います。政治のこととかよくわからないし、バカみたいなこと言ってるのかもしれませんけど」

「……フフフ」

　名薙に言われた姫は、小さく笑った。

「面白い方じゃ、ナナギ殿は」

「やっぱ変なこと言ってますかね、オレ」

「そうだな。そうかもしれぬ」

　エリザは、僅わずかに頰ほおを赤く染めながら言った。

「だが────〝善よい〟の」

　エリザは湯飲みに残った茶をすすった。

　そうしてから、照れ臭そうに笑った。

「強くて立派な王に、妾わらわもなれると良いのじゃが」

　そう言うエリザの言葉に、名な薙なぎもつられて微笑ほほえんでしまう。

「なれますよ。手裏剣や槍やりを棒きれ１つで叩たたき落とす姫ですよ？　こんなに強い姫様、そんじょそこらのムッツリ総理大臣やら王族が束になってかかってきても、負けませんって」

「それは褒ほめておるのか、貶けなしておるのか」

「両方です」

　名薙とエリザは、互いに微笑み合う。

　しばらくそうして、緩ゆるやかな憩いこいの時間が流れていく。２人は他愛たわいのない話に花を咲かせた。その憩いの時間が終わることを名残なごり惜おしいと感じたのは、エリザだけではなく、名薙とて同じだった。
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　第８作戦室は、ひな壇だん状になった講こう義ぎ室しつである。

　打ち合わせの進行は、京きよう都と騎き士し団だん長ちようのスコットという初老の男によって行われた。

　簡かん易い的てきな打ち合わせであると聞いてはいたが、実際には名薙以外にも、京都騎士団の隊長達が顔を出す大規模な作戦会議ブリーフイングとなっていた。クローニが「隊長会かい議ぎ」と言っていた意味は、参加してからようやく理解できた気がした。
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　ともかく、室内には総勢20人程の屈強な男達が同席することになり、それらに囲まれると、一般人にしか見えない名な薙なぎの存在は浮いてしまう。

　打ち合わせが始まると、室内の明かりが落とされた。

　暗くなった室内に、京きよう都との街を俯ふ瞰かんしたＣＧ模型が現れる。

　その模型を使って、パレードの行進ルートを確かく認にんしながら、スコットは警けい備び態勢の説明を行っていく。パレードは城からスタートし、東西南北に位置する各神社を巡るルートである。約３時間で再び城に戻り、その後、夜のパーティーになるようだった。そのルートを覚えることは難むずかしくなかったが、エリアごとに警備を担当する部隊が異なるため、その全容を理解することは難しそうだった。

　ともあれ名薙は、長時間に亘わたる会かい議ぎで、その段取りを頭に叩たたき込むことになった。

　開示されている情報がクラス４までの限定的なものとは言え……クローニの言う通り、情報量はかなり多くて、名薙が作戦の全容を理解するには時間が足りない。当日の細かい段取りは京きよう都と騎き士し団だんの精せい鋭えい達が詰め、名薙は関係する部分に関してだけ打ち合わせする形になった。

　途中に昼食を挟みながらも、ほぼ一日中、缶詰状態である。

　ようやく打ち合わせが終了した頃ころには、時刻はすでに夕方になっていた。

　作戦室から出た名薙の目に飛び込んできたのは、廊下の窓から射さし込む、眩まばゆい橙だいだい色いろの輝かがやきである。その眩さに瞼まぶたを細め、名薙は嘆息した。

「ふぅ……やっと終わった！」

　解散して去って行く騎士達の背中を見送りながら、名薙はその場で背伸びをする。

　堅苦しい話を長時間、同じ姿勢で聞いていたせいだろう。身体からだがあちこち強こわ張ばってしまっていた。名薙は身体の凝こりを解ほぐそうと、肩を回したり、首を鳴らしたりした。

　今日きようはもう、四し聖せい城じように用はない。

　名薙は、城の敷しき地ち内ないのホテルに用意されているという、自室に向かうだけである。夕方にベイゼル総理が来訪すると聞いていたこともあり、その歩ほ調ちようは少しだけ急ぎ足だった。

　名薙はＰＱＣピクシーを操そう作さし、クローニからメールで送られてきているホテルの位置情報を確認する。そこまでのナビを視界に表示させ、そうしてからエレベータホールに向かって歩き出した。




　　　　▼▼▼




　群ぐん青じよう色いろになった空の下を、城の敷地内を走るバスは静かに進んで行く。

　バスが辿たどり着いたのは、名薙が宿泊する予定のホテルである。

　ベイゼル総理との約束の時間から、少し遅れてしまっていたこともあり、名薙は少し焦っていた。急いでホテルのフロントで受付を済ませ、上階に向かうエレベータに乗り込む。

　降りた先の廊下を進むと、名な薙なぎに割り当てられた部へ屋やは簡かん単たんに見つけられた。

　その扉の前には、白スーツ姿のベイゼル総理が立っていたからである。

「すいません、お待たせしましたか？」

「気にしなくて良い。私も遅れた。ついたのは、せいぜい５分程前だ」

　一国の総理を待たせてしまった。

　その失態だけでも、名薙の内心は冷や汗ものであった。

　扉に取り付けられた制御板に、名薙はパスカードを押し当てた。扉の液晶表示が「ＵＮＬＯＣＫ」の文字を表示すると、小さな機き械かい音おんと共に解錠される。

　扉を開けた先に見えた部屋は広く、ベイゼルを歓待できそうな、小さなテーブル席まで備え付けられていた。入室して適当に荷物を置くと、名薙は手近にあった椅い子すを引っ張り出し、それをベイゼルに勧めた。

「慌ただしくてすいません」

「なに、君が忙しいことは知っていた。そんな中で無理を言って、こうして会う時間を設けて貰もらったのだ。私も時間がない身なのでな。手短に用件を済ませようと思っている」

　ベイゼルは、名薙に勧められた椅子にゆっくりと腰を下ろす。

　先程から名薙は、酷ひどく落ち着かない心境だった。

　会話が弾んでいなかったり、一国の主と対面しているのも理由の１つにはあるが、それよりもベイゼルが持って来ている話の内容が気になって仕方がなかった。

　クローニから聞いている伝言によれば────ソフィアと呼ばれる少女について。

　出会ってから今に至るまで、ずっと正体不明の少女の話で、わざわざ総理大臣が話したいというのだから、落ち着きようもない。

　その少女の存在こそが、名薙が元の時代に戻るための鍵かぎを握っているはずなのだ。

　期待と不安の入り交じった名薙の眼まな差ざしに気が付いてか、ベイゼルは苦笑し、話の本題から入ることにした。

「先日、君達が調ちよう査さ活動に向かった黒の森シユバルツバルト。そこからキサラギマナが持ち帰った情報を調しらべたところ、興きよう味み深ぶかいことがわかった」

「興味深いこと、ですか」

「ああ。ソフィアと呼ばれる、あの少女の素性についてだ」

「！」

　ベイゼルは自らの喉のど元もとに手を伸ばす。

　そうしてＰＱＣピクシーのタッチパネルを操そう作さし、名薙の視界とＣＧ映像を共有し始める。

　名薙の目前に現れたのは、履り歴れき書しよである。その顔写真の部分に表示されているのは、アニカに瓜うり二ふたつの、あの憂うれいを秘めた眼差しをした少女の顔だった。

「これは得られた情報を、見やすいよう、履歴書形式に落とし込んだ資料だ」

「……ソフィア＝クリストフ？」

「彼女の本名だ」

　履り歴れき書しよの名前を読み上げた名な薙なぎを、ベイゼルは補足した。

　そうしてから続ける。

「黒の森シユバルツバルトのメインフレームに収められていた情報は、第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん前の世界情勢に関する史料でもあった。そこには当時の世間で公式となっていた情報以外に、非公式扱いになっていたものも含まれていた」

「世間に非公式な情報の中に、ソフィアの情報があったってことですか？」

　ベイゼルは無言で頷うなずいた。

「この時代を生きる私には馴な染じみのない国名や単語ばかりだったが、君ならピンとくるかもしれないだろう。だからありのままに話そう。ソフィア＝クリストフという少女は、２０１０年当時、合がつ衆しゆう国こくのミズーリ州と呼ばれる場所に暮らしていたそうだ」

「アメリカ人だったってことですね」

「そういった人種があったのか？　まあそれは良い。彼女は若年ながら末期のガンに冒され、余命幾ばくも残されていない憐あわれな境遇だったそうだ」

「末期ガン……？」

　ベイゼルの話が確たしかなら、２０１５年に名薙が出会った当時、ソフィアは病気だったというのか。……末期ガンの患者が、５年もの歳月を生きられるものなのだろうか。詳しい病状はわからなかったが、名薙は釈然としない気持ちのまま、ベイゼルの話の続きを聞く。

「そんなソフィアに、ある製薬会社が目を付けた。ヘレネス製薬。世界屈指の巨大な医薬品会社だ。ヘレネス製薬はソフィアに、ある臨りん床しよう実じつ験けんの被験者になることを提案した。分子機き械かいを使ったガンの治ち療りよう実験さ。まだ正式に認可されていない、有効かどうかも不明の治療方法だった。けれど何もしなければ死ぬしかなかったソフィアには、一いち縷るの希望だったんだろう。ソフィアは、その被験者になることを選択したんだ」

「なるほど……その治療が成功したから、２０１５年の世界で元気そうにしてたんですね」

　ベイゼルはまたも、無言で頷くだけである。

「ガンの治療は成功したが、ソフィアの身体からだには、製薬会社の予想を遥はるかに超えた事態が起きていた。ガン細胞と反応して変異した分子機械によって、ソフィアの血液はコンピュータのように情報を記き憶おくしたり、脳の思考を促進する演算補助機能を有し始めたのさ。この時代の言い方で言えば〝血脳化〟。ソフィアは人類で最初の天使アイオーンとなったわけさ」

「ソフィアが、最初の天使アイオーン……！」

「さしずめ、始天使とでも呼べば良いのか」

　ソフィアの瞳ひとみが赤かったことからも、名薙はソフィアが天使アイオーンであることは察していた。だがまさか、ソフィアが人類史上初の天使アイオーンだったという話は予想外である。

　ベイゼルの話は続いた。

「天使アイオーンとなったソフィアは、この時代の天使アイオーン同様の力を持っていた。つまり、イデア能力を有した初めての人類だったわけだな。ヘレネス製薬はソフィアの研究を行い、兵士の天使アイオーン化というビジネスを企くわだてたそうだ。民間企業が、国家を転てん覆ぷくさせかねない武力を有する。その危険を懸け念ねんしたＣＩＡという組そ織しきが────〝ソフィアの暗殺〟を実行に移した」

「なっ、ＣＩＡがソフィアの暗殺だって！」

　いきなり突とつ飛ぴな話になり、名な薙なぎは舌を巻いてしまう。

　だがベイゼルは真顔のままである。

　冗じよう談だんではないらしい。

「君達の時代では、ソフィアは命を狙ねらわれていたということになる」

「……」

　名薙は、ソフィアに出会った時のことを、よくよく思い出してみる。

　ソフィアを捜していると思おぼしき、一団が存在していたではないか。

　妙な紋章が入った装飾品を身につけ、組織だった動きでソフィアを捜しているようだったが……もしかしてあれが、ＣＩＡだったのだろうか。

　ベイゼルは嘆息を１つ漏らすと、名薙に言った。

「ソフィアのイデア能力だが……〝時空を移動する能力〟のような力があったそうだ」

「……それでオレ達をこの時代に飛ばしたんですよね、きっと」

「おそらくな」

　口に出して、ベイゼルは肯定する。

「その能力によって、ソフィアは暗殺計画を何度もかいくぐってきたのだそうだ。ソフィアは姿を晦くらまし続け、２０１５年になって日に本ほんで目もく撃げきされた。その目撃者は君だ、ナナギリョウガ」

「……」

　ビッグサイトで名薙が出会う前、ソフィアは暗殺者達から逃げ回っていたというのか。

　初めて会った時の穏おだやかな雰囲気からは、到底、そんなことは考えられなかった。

「あの黒い雨に、皆既日食……全部がソフィアのイデア能力によるものだったってことか」

「それだけではない。まるでこの時代に来た君達を誘ゆう導どうする道標であるかのような、ソフィア文書も残している。どう考えても、君達がこの時代に連れて来られたのは、ソフィアによる何らかの〝計画〟のためだと言えるだろう」

「計画……」

　うんざりしたように、名薙は項うな垂だれた。

「オレは、いったい何に巻き込まれているんですか」

「わからないな。ただ私は、前にも言った通り、君がこの時代の救世主になり得る存在ではないかと期待している。そうあって欲しいと、かねがね思っているのだ」

「……」

　名な薙なぎが黙だまり込むと、ベイゼルは静かに席を立った。

　そうしてベイゼルは名薙を見やり、言った。

「長居するつもりはない。だからこれで帰ろうと思うが、最後にもう１つだけ、話しておこう。この京きよう都との姫、エリザリア＝エレオノールは明日あした、戴たい冠かんする」

　唐突な話題を持ち出され、名薙は少し困惑する。

　怪け訝げんそうな顔の名薙になど構わず、ベイゼルは続けた。

「京都の王族が戴冠する時、王命と呼ばれる、本名とは別の呼び名を与えられることになるそうだ。エリザ姫に与えられる王命は────〝叡えい智ちの花嫁〟というらしい」

「！」

「どういった因果なのか。終焉の騎士ナイツオブエンドが東とう京きように侵攻した際にも、私は同じ名前を耳にした」

　叡智の花嫁。その単語は、名薙も耳にしたことがあった。

　以前、東京で戦った天使アイオーンが、アニカを見て口走った言葉だ。それが意味することはわからなかったが、今の今まで、それはアニカの名前なのだと思っていた。

　だが、その名前はエリザの王命でもあるのだという。

「エリザ姫の王命が、叡智の花嫁って……どうなってるんだ！」

「さあな。ただ……」

　ベイゼルは言った。

「ソフィアによってこの時代に飛ばされてきた君達は今、ソフィアそっくりな少女、アニカと京都に滞在している。そして機きを見計らったように行われる、明日の聖せい誕たん祭さいだ。そこで戴冠する姫の王命は、叡智の花嫁。全すべてがソフィアに関連している。ソフィアの意思が働いている状況であるとしか思えない。もしも〝何か〟が起きるとしたら、それは明日以外にないだろう」

　ベイゼルは名薙に背中を向ける。

「気を付けろ、ナナギリョウガ。嫌いやな予感がする。明日の聖誕祭で何かが起きる可能性は少なからずあるだろう。お互いに用心しておくべきだ」

　ベイゼルは振り向くことはせず、名薙の部へ屋やを後にしようとする。

　啞あ然ぜんとしている名薙を１度だけ振り返り、苦笑混じりに言った。

「何かあっても、君ならば切り抜けられるはずだ」

　そうしてベイゼルは部屋を去って行った。

　名薙だけが残された室内は急に静けさに包まれてしまう。

　数々の疑問がしこりとなり、名薙の胸中はざわついていた。

　ベイゼルから聞いた話を、名薙はいつまでも考え続けてしまっていた。

「どうしてソフィアは、オレ達をこの時代に送り込んだんだ……！」

　名薙の言葉に、答えられる者などいなかった。
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　空に、鋭するどい鋭えい角かくの三日月が浮かぶ。

　森の闇やみの中を横切る、無数の人ひと影かげがあった。

　各おの々おのが荒い呼吸を虚こ空くうに刻み付け、開いた唇からは、犬のように唾だ液えきを垂らしている。

　野犬に見紛うその人影は、半裸の男達だった。両手足で地面を捉とらえて野を駆ける姿は、動物さながらである。畜生のように振ふる舞まいながらも、袴はかま姿すがたであり、その格好は人間然としていた。

「……キヒヒ」

　獣けもののような男達の先頭を走る男が、ニヤ付いた頰ほおを緩ゆるませて細く笑う。

　その男の顔は異様だった。髪１本生はえていない頭部からは、無数のプラグが突き出ており、頰の周りには機き械かいのケーブルが這はうように貼はり付いている。笑えみを作っている唇の上には、目も鼻も存在していない。ただ巨大なレンズが埋め込まれており、闇の遥はるか彼方かなたを見据えていた。

「見える……見えるぞ、人間共の街が」

「ご機き嫌げんではないか、カナギ」

　ニタニタと微笑ほほえむレンズ男をカナギと呼んだのは、そのすぐ背後を駆けていた男だ。

　サムライのような風ふう体ていの男である。

　脂ぎった黒い長髪をポニーテールのように束ねており、無ぶ精しよう髭ひげを生やしている。不ふ潔けつな身なりではあったが、その風ふう貌ぼうは色男であり、軽けい薄はくそうな雰囲気を漂わせていた。腰には鞘さやに収められた刀を携えており、その柄つかの上に片手を置きながら、器用に走っている。

「楽しい……楽しいに決まっている！　久しぶりに人の血肉にありつけるのだ！　早く、早くあの街に辿たどり着かなければ！　楽しみが終わってしまう！　急ぐ、急ぐぞ、イナミ！」

「クク。そう焦るでない」

　イナミと呼ばれたサムライ風の男は、腹黒そうに微笑んでイナミに言った。

「人口５００万に近い都市ぞ。獲え物ものなら、殺しても殺しきれない程に待っているであろう。血みどろの地獄を作り出すには十分な数。拙せつ者しやも血ち湧わき肉にく躍おどっているところよ」

　抑えきれない疼うずき。

　イナミは固い頰を持ち上げ、狂喜を顕あらわにする。

「キヒヒ」

「ククク」

　闇の森の中に、男達の荒い息と、不気味な笑い声だけが聞こえる。

　野や獣じゆう達の向かう先の遠くには、すでに城じよう壁へきに囲まれた人類の都市が見えてきていた。

　高い城壁の向こうには、人々が暮らす家々の明かりが溢あふれている。その光に浮かび上がって見えるのは、聳そびえる巨大な城であった。
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『それでは、現場の様よう子すを中継して貰もらいましょう。現場のムナカタさん！』

『はい、こちらムナカタです』

　テレビ番組の映像は、スタジオから現場の様子に切り替わる。そこには、歩行者天国となったスクランブル交差点が映し出された。

　車道に車の姿はなく、代わりに、ものすごい数の人だかりが出来上がっている。

　押し合い犇ひしめく人々を指差して、レポーターの男は興こう奮ふん気味に言った。

『御ご覧らんいただけますでしょうか、この賑にぎわい！　今日きようは聖せい誕たん祭さい！　京きよう都との姫君、エリザリア＝エレオノール様の15歳のお誕生日であり、女王としての戴たい冠かんをする記念すべき祭事が行われます！　すでに午前中の戴冠式を終えた姫君は、パレード車に乗り込んで京都内を巡っており、もうすぐ私がいる、この通りでもお姿を見ることができるはずなんですね！』

　レポーターは混雑に近付きながら捲まくし立てていく。

『いやーすごい人の数です！　今日は隣りん国ごくの東とう京きようや、海外の都市からも観かん光こう客きやくが集まってきていて、昨日きのうから今日にかけて、京都を訪れた観光客の数は10万人にも及ぶのではないかと言われています！　しかもパレードの見学に訪れている人々は60万人にも及ぶという予想も立てられており、その経済効果は高いと考えられます！　今日はパレード車以外に、道路上を走行できる車はないんじゃないかと思えてきますよ！　ハハハハ！』

　視界の片隅に表示させていた番組を、名な薙なぎは終了させる。

　そうして改めて、周囲を見渡してから呟つぶやいた。

《……確たしかに、とんでもない盛況ぶりだことで》

　道路の中央を徐行しているのは、姫が乗ったパレード車である。

　その前方を走っているのが、名薙が乗っている車だ。

　パレード用の飾り付けがされた装甲車の上。ＰＡに搭乗した名薙は、そこに立っていた。

　名薙が搭乗しているのは、ボロボロのフードマントを目ま深ぶかにかぶった白色の機き体たいである。腰には１本の騎士剣ナイツソードを携えており、使用できる武装はそれだけである。銃火器の類たぐいは一切装備しておらず、近代戦の思想からは程遠い戦せん闘とうスタイルを取るのが、名薙の戦い方である。

　高速近接戦型のＰＡ────メサイア。

　それが機体の名称である。

　ＰＡメサイアの頭部装甲ヘツドユニツトのカメラは、車上から見える群衆の姿を鮮せん明めいに捉とらえていた。

　姫の車の進路は、遠く向こうまで車１台見受けられない道路が続いてる。だがその両りよう脇わきには、どこまでも途と絶だえない見物客達の姿が見えている。手を振り、カメラを向けたりと、王冠をかぶった姫の晴れ姿を一目でも見たいという、そんな人々の気持ちが伝わってくるようだった。

《人気だよなあ、エリザ姫は。思えば、事前礼拝の時にも、かなりの人だかりが出来てたし。京きよう都との人達に好かれてるんだな》

　先程から姫のパレード車には、京都の人々から声援が向けられているのだ。

　声援を向けてくるのは、老ろう若にやく男なん女によ問わない様よう子すだった。小さな少年は、以前に姫に遊んで貰もらったことがあるのか、「女王になっても遊んでください！」という声を上げていた。近くの商店街からやって来たのだと思われるエプロン姿の中年男は、「よ！　立派だぞ、装甲姫！」と、姫を通り名で呼んでいた。他ほかにも姫に寄せられる声は様々であったが、どれも好意的で、親しみを感じさせるものばかりだった。

　名な薙なぎの行き先には、手製の妙な旗を掲げた男達の姿さえも見えた。

　旗には「ＬＯＶＥＲ・エリザたん！」とデカデカと描かかれており、かなり恥ずかしい。

《……あれはファンクラブか何かか？》

　頰ほおを引ひき攣つらせ、呻うめくように呟つぶやいてしまう。

　京都の人々から声援を送られている当の本人、エリザを名薙は見やった。

　名薙の斜め後方のパレード車は、屋根の部分がオープンになっている特殊車両である。玉座を模した立派な椅い子すが突き出ており、エリザはそこに腰掛けていた。

　叡えい智ちの花嫁。

　与えられたその王命に相応ふさわしく、エリザは高貴さと知性を帯びた美しい表情をしていた。艶つややかな着物姿であり、頭上には午前中の戴たい冠かん式しきで与えられた王冠が輝かがやいている。気品ある優やさしい笑えみで、今は人々に向かって微笑ほほえみかけている。

《今日きようからは姫じゃなくて、女王様って呼ばなきゃならないんだよな》

　呟く名薙の声を、チャット回かい線せん経由で聞いていたクローニが窘たしなめる。

《ナナギさん。さっきから独り言が多すぎですよ、ちゃんと周囲の警けい戒かいをしてくださいね》

　声の発信源は、名薙の機き体たいの足下。装甲車の中からである。

　京きよう都と騎き士し団だんの運転する装甲車に、クローニはサポート役として便びん乗じようしているのである。

　名薙に注意を促した後、クローニは感慨深げに呟いた。

《それにしても……ナナギさんのその機体。目立ちますねえ》

　無む駄だ口ぐちを叩たたくなと警告してきたクローニの方から、名薙に話しかけてきた。

《全身をボロ切れになったフードマントで覆おおい隠し、剣だけで武装している謎なぞのＰＡ。その機体の〝正体を隠すため〟とはいえ、どう見てもありふれた量産機なんかには見えないシルエットですよ。まだ機体名称がない〝名無しネームレス〟と名乗ったそうですけど……この衆目の中、誰だれかが感づいてもおかしくない。いつまで隠しておけますかね》

《……》

　名薙は諸事情で、自身の機体の名前がメサイアであることを隠しているのである。

　しかし、この時代ではあまりにも有名な機体なのだ。

　クローニの言う通り、これだけの衆目が集められたなら……誰だれか１人くらい、その正体に感づいても不ふ思し議ぎではない。それを考えると、背筋に冷たい汗が流れ落ちる心持ちである。

　────このＰＡメサイアは、かつては英雄の機き体たいだったのだ。

　携えている剣だけで、数え切れない人々を救い、数え切れない人々に希望を与えてきたのである。人類最強の騎き士しが搭乗していた時代、この機体とは生きる伝説だった。

　しかし今や、剣聖ゼインは死んだ。

　名な薙なぎの身代わりとなって死んだのだ。

　ゼインは名薙にこの機体を託し、人知れず果てていった。ゼインが名薙に何を期待したのかはわからない。しかし名薙がこの機体に乗ったのなら、その行為はある１つの意味を持ってしまうのだ。すなわち、救世主の後継者。ゼインの代わりに、剣聖という人々の希望の名を背負って戦わざるをえなくなる。

　その重荷を背負って戦う覚悟は……まだ名薙にはなかった。

　だから機体をフードマントで覆おおい隠し、その真の姿を人目に触れさせないようにしているのだ。人々がこの機体をメサイアと呼んだとしても、名薙はそれを否定する。卑ひ怯きようだし、軽けい蔑べつされても仕方がない行為だろう。しかし構わない。なれもしない英雄の名を名乗って、縋すがってくる人々の期待を裏切ってしまうより、余程良いはずなのだから。

　最初から、期待されていない方が楽なのだから。

《……隠せる間は、隠し続けますよ》

　クローニが黙だまると、名薙も言葉をなくした。

　パレードの行進がゴールに辿たどり着くまで、もう少しだ。

　何かが起こるとは思えない程に平和な雰囲気である。

　だが、昨日きのうから名薙は、ベイゼルの言葉がずっと気になっていた。だからその不安を消し去るように、周囲に注意を向け続けるのだ。今は、そうすることしかできない。
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　パレードが通る大通りの賑にぎわいは、裏路地にも響ひびき渡っていた。

　幼い少女は、大急ぎで走りながら、歓声が聞こえてくる大通りに向かって急ぐ。

　背後から駆けて来ている兄を振り返りながら、行き先を指差して声を上げた。

「早く、お兄にいちゃん！　お姫様のパレードが通り過ぎちゃうよ！」

「待てってば！」

　クタクタの様よう子すの兄は、息切れしながら懸けん命めいに妹の背中を追いかけていた。

「バイトから帰ってきて疲れてるんだ。そんなに急せかさないでくれよな」

　覇は気きの足りない兄の態度を不満に思い、妹は頰ほおを膨ふくらませて言った。

「だって、装甲姫が女王様になったお祝いなんだよ！　一生に１度しか見られないかもしれないんだから、ちゃんと見ておかないと！」

「わかった、わかったよ！」

　キラキラと目を輝かがやかせている少女に、兄は降参して微笑ほほえんだ。

　路地裏から大通りに出ると、周囲は人だらけである。自由に歩き回ることもできず、兄妹は人々の隙すき間まを縫ぬって歩いた。すると、人だかりの向こうから歓声が聞こえてくる。

　どうやら、パレードの一団が見えてきたようだった。

「あー！　もう来ちゃってるみたいだよ！　見えるところまで行かないと、見そびれちゃう！」

「そんなに慌てて走るなよ！　転んでも知らないぞ！」

　人だかりを搔かき分けようとする少女の背中に、兄が言った途と端たんだった。

　少女はすれ違いになった人ひと影かげとぶつかり、その場でよろめいてしまう。

「きゃっ！」

「危ない！」

　少女は案の定、転んでしまいそうになる。その小さな身体からだを後ろから抱き留めようと、咄とつ嗟さに兄は動き出す。

　しかし、間に合わない。

　背中から派は手でに地面に打ち付けそうになった少女の腕を────ぶつかった男が摑つかんだ。

　男の腕に摑まえられ、少女は寸前のところで転倒を免まぬかれる。

「あ、ありがとう！」

「……」

　少女に礼を言われた男は無言である。

　その男は奇妙な出いで立たちをしていた。真夏ではないとはいえ、まだ気温は少し暑い。そんな中だというのに、男は、頭部から全身を覆おおう漆しつ黒こくのローブを目ま深ぶかにかぶっている。顔には、目の部分に細いスリットがあるだけの仮面をしており、素顔さえ確かく認にんできない。見た目では性別などわからないが、少女の腕を摑んでいる逞たくましい腕は、男のものであった。

　遅れて駆け付けた少女の兄は、仮面の男に謝あやまった。

「妹が不注意でぶつかってしまって、すいませんでした」

「……」

「おかげさまで、妹も怪け我がをせずに済んだようで、助かりました」

「……」

「あの……そろそろ妹を離はなしていただけますか？」

　少女が転びそうになったのを支えてくれた恩人とは言え、仮面の男の不気味な雰囲気は異様だった。あまり関かかわらない方が良いと考えた兄は、仮面の男から妹の腕を引き離した。

「お兄にいちゃん！　早く行かないと、パレードが通り過ぎちゃうよ！　もう行こうよ！」

「すいませんね。妹はパレードが見たくて仕方がないみたいで。我々はこの辺で失礼させて貰もらいます。それでは」

　沈ちん黙もくを保ち続けている男を見かね、兄は軽い会釈をして、その場を去ろうとする。

　だが去り際の２人に、仮面の男は言った。

「何な故ぜ、人は生きたがるのだろうな」

「……え？」

　思わず歩みを止め、２人は仮面の男を振り返ってしまう。

　仮面の男は顔も向けずに続けた。

「人はいずれ、必ず死ぬ宿命だ。その宿命を恐れ、誰だれしもが少しでも長らえ、生き続けようとする意志を持っている。長らえる程に疲れ、心の中には何も残らなくなっていくというのに」

　奇妙なことを口にした後、仮面の男は人込みの中に消えて行く。

　去って行った仮面の男を見送ってから、少女は兄に向かって言った。

「あの仮面のお兄にいちゃん、赤い目じゃなかった？」

「そうだったか？　兄ちゃんからは見えなかったけど……何だったんだろうな、あの人」

　黒いフード姿の男の姿は、完全に見えなくなってしまう。

　予言のような男の言葉に、兄妹の胸中にはざわつきだけが残された。
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「……結局、パレードでは何も起こらなかったな」

「あら、何か起きた方が、名な薙なぎ君は嬉うれしかったのかしら」

「真ま無なじゃあるまいし、そんな不ふ謹きん慎しんなことは考えないって」

「ずいぶんな言い草ね。まるで私が、他人の不幸を喜ぶ、嫌いやな女みたいじゃない」

「違うの？」

「だいたい合ってるのが憎たらしいわね」

「合ってるのかよ……」

　ジュースの注がれたグラスを片手に、名薙は呆あきれた顔で隣となりの真無を見やった。

　今夜の真無は黒髪を束ねており、紫むらさき色いろのドレスを着た優ゆう雅がな格好である。胸元が開いた大胆な衣装ではあったが、真無の丘きゆう陵りようは乏とぼしいので、たいしてセクシーではない。

　東とう京きよう騎き士し団だんの正装姿でパーティーに参加している名薙は、絢けん爛らんな雰囲気に気け圧おされ、何となく会場隅のテーブルに陣取っていた。パーティーは立食形式であり、テーブルの料理や飲み物を摘つまみながら、好きな場所で歓かん談だんすることができるようになっていた。

　おそらく有名人や権力者達が犇ひしめいているのであろう会場を見渡してみるが、名薙はこの時代の世情に疎うといため、イマイチ、ピンとこないというのが本音だった。

　グラスのジュースを飲みながら、名な薙なぎはぼやいてしまう。

「しっかし、よく真ま無な達までこのパーティーに参加できたよな。このパーティーって、国こく賓ひんとか各城じよう塞さい都と市しの大臣クラスしか参加できないんだろう？　成り行きで関係者になったオレはともかく、アニカと真無が来てるとは思わなかったよ」

「あら。私とアニカだけじゃないわよ？　ミレイアも、あそこにいるけど」

　真無が視し線せんで促す先に、東とう京きよう騎き士し団だんのＰＡミリガスの一団がいた。その中の１人が、どうやらミレイアらしい。ミレイア達は……会場内を突っ切って、そのまま廊下の向こうに去って行ってしまった。そうしてそのままどこかにいなくなる。

　名薙は頰ほおを引ひき攣つらせてしまった。

「参加してるって言っても、ミレイアは城の警けい備び任務で来てるだけだろ」

「ミレイアも役得よね。こんなリッチなパーティーに顔出しできるなんて」

「いや、たった今、素通りしただけに見えるけど……果たして役得って言うのか」

「役得であるとも」

「うおおあ！　ベイゼル総理、いつの間に隣となりに！」

　いきなり傍かたわらに現れた東京の総理大臣、ベイゼルは、いつもの白いスーツ姿でワイングラスを手にしていた。現れた総理を嘲ちよう笑しようし、真無が早速話しかける。

「お出ましね、ムッツリ総理。貴方あなたから貰もらったパーティーの招待状、ありがたく利用させて貰っているわよ」

「ふむ。まさか先日の賭かけチェスでの負け分を、このような形で返さねばならないとは思っていなかった。君とアニカをこの場に呼び出すのは、それなりに大変だったぞ」

「賭けチェスって、ちょっと前に真無の家でやってたアレのことですか！　そんなことやってたんですか、２人共！」

「こういった貸し借りは、ちゃんとしておかないと信頼をなくすのよ。仕方ないわよね」

「マナに言われると背筋が寒くなるが、まさに正せい論ろんだ。私もこれでクリーンな身になれた」

　腹黒そうに、不敵に微笑ほほえみ合う２人。関かかわり合いになりたくないと思いつつ、その様よう子すを見ながら、名薙は先程から疑問に感じていたことを口にした。

「アニカもこの会場に来てるっていうけど、さっきから姿が見えないよな。どこにいるんだろ」

　名薙の疑問を耳にした真無は、軽く肩を竦すくめて言った。

「さあ。ここに来る前に、ドレスに着替えていたけれど、こんな恥ずかしいの着れないとか言って喚わめいていたわね。面めん倒どうだったから置いてきたけど、そのうち顔を見せるんじゃないかしら」

「また置いてきたのか……いい加減、恨うらまれてるんじゃないのか？」

「恨まれたところで、アニカ如ごときじゃ私に一矢報いることなんて不可能よね。なら問題ないじゃない」

「なんてえげつないことをサラリと言うんだ、お前は……」

　名な薙なぎは呻うめいてしまう。

　真ま無なの言い分に呆あきれながらも、そのまましばらく、ベイゼルと真無との歓かん談だんを楽しむことになった。他愛たわいのない話が続いてしばらく経たった頃ころだった。名薙達のテーブルに近付いて来る、髭ひげを生はやした老人がいた。

「おお！　もしやナナギ殿でありますかな！」

　年老いた容姿に相反して体格が良い、軍服姿の男だった。険しい顔には似合わないくらいに穏おだやかな笑えみを浮かべ、太い腕をブンブンと振りながら声をかけてくる。

　その顔を思い出し、名薙は答えた。

「もしかして……ダリル執政長官さん？」

「はっはっは！　いかにも。吾わが輩はいがダリル＝グレイアである」

　ダリルは腕組みをし、豪快に高笑う。

　顔見知りの名薙とダリルを見ていたベイゼルは、素直に感心して言った。

「すでに京きよう都との執政長官と知り合いだったとはな、ナナギリョウガ」

　ベイゼルは、ダリルに握手の手を差し出した。

「ダリル殿は相変わらず、70歳とは思えない、豪快な老人だ」

「はっはっは！　ベイゼル殿も、ムッツリ顔がお変わりないようで、安心しましたぞ。それにしても昨日きのうはナナギ殿に対して粗そ相そうがありましてな、一言、詫わびをと思っておったのです」

　ダリルは深々と、名薙に頭を下げて言った。

「昨日は、フェイスチャットでのご挨あい拶さつになってしまい、申し訳なかった。しかもうちの姫がご迷惑までおかけして。いやはや、面めん目もくないところでした」

「そんな、頭なんて下げなくても。失礼だとも、迷惑だとも思っていませんから」

「そう言っていただけると、救われるというものです」

　名薙に言われて、ダリルは頭を持ち上げた。

「吾輩以外にも、城の者はいつも、姫に手を焼かされておりましてな。まったく、あのじゃじゃ馬ときたら、いつまで経ってもイタズラや悪さばかりをしておりまして。先代王の背中にくっついていた子供の頃から何も変わっておらなんで。困ったものです」

　言葉では嘆きながらも、ダリルは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「豆粒のように小さかった、あの姫様が、ついに15歳。女王と名乗る日を迎えたわけです。やれやれ。あのじゃじゃ馬のまま女王になってしまわれたようだ。これからいっそう、吾輩も忙しくなりそうですわい。はっはっは」

　ダリルは豪快に高笑った。

　その笑い声を聞きつけたのだろう。隣りん席せきにいた各国の大臣達が、ダリルに近付いてきていた。

　ダリルは、それを横目に確かく認にんしながら言った。

「ふむ。ここに吾わが輩はいがいるとお邪じや魔まになりそうですので、この辺で失敬させていただいた方が良いかもですな。もうすぐ女王の挨あい拶さつもあります故、どうぞご歓かん談だんを続けてくだされ」

　ダリルは名な薙なぎ達に微笑ほほえみ、お辞じ儀ぎを１つして見せた。

　そうして真ま無なにも挨拶をしてから、名薙達のテーブルから離はなれて行った。

　遠ざかって行くダリルの大きな背を見つめながら、ベイゼルは苦笑して呟つぶやいた。

「……ふむ。あの様よう子すでは、姫のことが娘のように可愛かわいくて仕方がないのだろうな」

「みたいですね。ダリルさんを見ていて、オレにもよくわかりましたよ」

「あらあら。ずいぶんと子こ煩ぼん悩のうなお爺じいちゃんだったわね」

　頷うなずくベイゼルが補足説明をする。

「あのご老体は、先代王亡き後に、京きよう都との執政を切り盛りしてきただけではない。先代王の忘わすれ形がた見みである姫君を、実の娘のように愛し、親代わりとして今日きようまで育ててきたのだ。その姫が戴たい冠かんを迎えた今日。父親のような心境でいるのかもしれん。きっと、姫のことを目に入れても痛くない程に大切に思っているのだろう」

「ダリルさんにとって、今日は娘の晴はれ舞ぶ台たいってことですか」

「血の繫つながりはなくとも、な」

　幸せそうなダリルの姿を見ていると、名薙の表情も綻ほころんでしまった。それは名薙だけではなく、真無やベイゼルも同様だった。ベイゼルにそう言われてみると、他国の大臣達と歓談しているダリルの姿は、まるで娘を自慢している可愛い老人のようにも見えた。

「民衆や大臣からも愛されている女王か。良い国ですね、京都って」

　感慨深く、名薙が呟いた直後だった。

　唐突に名薙の視界に、「接続要求コンタクト」の文字が現れる。

　要求者は、まだこの会場に姿を現していない少女、アニカである。

　名薙はＰＱＣピクシーのタッチパネルを操そう作さし、アニカの接続要求コンタクトに応じた。

「はいはい。こちら名薙。何か用か、アニカ？」

《……ちょっと来てよ》

「は？」

《良いから、会場の入り口まで迎えに来なさいよ！》

　いきなりアニカは、ぶっきらぼうな要求を喚わめき立てている。それだけ言って、アニカは一方的に通話を切ってしまったようだった。それ以降は、いくら話しかけても応答がない。

「何なんだよ、まったく！」

「どうかしたの、名薙君？」

「アニカから連絡が来たんだ。会場の入り口までは来てるらしいけど、迎えに来いって。それだけ言って通話を切られたよ。人使いが荒いヤツだ」

「フーン」

　真ま無なは、何な故ぜか少し不ふ機き嫌げんそうに相あい槌づちを打つと、冷ややかな口く調ちようで、名な薙なぎに言った。

「早く行ったら？　名薙君のお姫様が待ってるんでしょ？」

「オレの姫って、あのなあ……」

　そっぽを向いて、真無は名薙と話してくれなくなってしまった。

　理由はよくわからないが……真無は何かに苛いら立だっている様よう子すだった。何が気にくわないのか、理解を超えている真無の態度に、名薙は困惑してしまう。しかしどうすることもできず、とりあえずはアニカを迎えに行くべく、テーブルを離はなれることにした。
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　会場の出入り口の扉の前には、ＰＡに乗り込んだ京きよう都と騎き士し団だんの警けい備びが立っていた。

　パスカードを見せて、名薙は一時的に会場を出ることになる。

　廊下に出たところで、名薙はエレベータホール前にいる１人の少女に気が付いた。

　名薙は小走りで少女に駆け寄りながら、声をかけた。

「こんなところにいたのか、アニカ。ずいぶんと遅かったじゃないか、って……！」

　立ち止まり、出かかっていた言葉は搔かき消えてしまう。

　エレベータホールに佇たたずんでいたアニカの姿は、真無同様にめかし込んだドレス姿だった。

　しかし、ただのドレス姿ではない。ウエディングドレスに似た、純白の衣装なのである。開かれた色白い胸元には、幼いながらに豊かなバストが収められており、唇に引かれたルージュは、瑞みず々みずしい赤を湛たたえて少女を妖よう美びな乙女おとめに変えていた。

　名薙に見られているからというよりは、その格好自体が恥ずかしいのだろう。アニカは真まっ赤かになりながら、俯うつむき加減に悪態を吐ついた。

「お、遅かったじゃないのよ……！」

「そ、その格好って！」

「やっぱり、変だったかな……？」

　不安そうに、名薙の感想を待つアニカ。

　だが、そんなアニカの不安など杞き憂ゆうでしかない。

　何故なら────美しかったのだ。

　息が止まりそうな程に。

　変だなんてことはない。

　あるはずがない。

　だが名薙がその感想をすぐに口にできなかったのには理由がある。

　名薙がアニカの艶つややかな姿に心奪われ、その場で呆ほうけてしまっていたのも要因の１つだが、それよりも、全く予想外の事態に対する衝しよう撃げきのせいだというのが正しいだろう。

　何な故ぜなら、そのアニカの格好とは────ビッグサイトで初めて出会ったソフィアの格好と同じだったからだ。

「そうだよね。私には、こういう服似合わないよね……」

「そ、そんなことはないって！　すごく綺き麗れいだって！」

「き、きれいって……！」

　慌てて告げられた名な薙なぎの感想に、アニカはますます赤面して後あと退ずさってしまう。

　そうしてから咳せき払ばらいをし、落ち着こうとしながらアニカは言った。

「と、とりあえず会場に入る前に、格好がおかしくないか、アンタにチェックして貰もらおうと思ったのよ。こ、こんなふうにオシャレするのって、慣なれてなかったからさ」

「……」

「ど、どうかしたの、ナナギ？」

「い、いや……」

　どう言ったら良いのか、わかなかった。

　アニカの衣装を素直に褒ほめたい気持ちはあるものの、先程からどうしても名薙の頭には、ベイゼルから聞かされていた様々な言葉がこびりついて離はなれないのだ。

　京きよう都との姫に与えられる王命、叡えい智ちの花嫁のこと。

　そして、ソフィアと同じ格好で現れた、ソフィアに瓜うり二ふたつのアニカ。

　一見してバラバラに見えるこれらは────全すべてがソフィアに関係しているように思える。

　本当に全てが、ただの偶然の集まりなのだろうか。

　関連性などないのかもしれない。ベイゼルの推察が荒こう唐とう無む稽けいである可能性はある。だがアニカのこの姿を見せられてしまっては、ベイゼルが言う通り、全ては繫つながっているのではないかとも思えてしまう。名薙の胸底から、得え体たいの知れない不ふ穏おんな何かが滲にじみ出し、侵しん蝕しよくを始めているようだ。それを嚙かみ殺すように誤ご魔ま化かし、名薙は頭を振って見せた。

「何でもない。行こうぜ、アニカ。真ま無なや総理が中で待ってる」

「うん！」

　差し出された名薙の手に引かれ、アニカは歩き始めた。

　２人で会場に戻るべく、名薙は扉を押し開けた。
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　戻って来た会場では、エリザの挨あい拶さつが始まっていた。

『この京都が誕たん生じようしたのは、今から50年近く前。西暦２０９０年代のことであった』

　会場の照明は消え、照らし出されているのは壇だん上じようのエリザだけである。

　姫の挨あい拶さつの最中、人々はエリザのスピーチに集中し、黙だまり込んでいた。

　静まり返った会場内には、エリザの涼やかな声だけが聞こえていた。

『第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん後の約50年。暗黒時代ブラツクベールと呼ばれる時代を経て、我等らが人類の祖は、逞たくましくも世界の各地に城じよう塞さい都と市しの建造を始めた。野ざらしの世界で、天使アイオーンの人間狩りや、マモノに怯おびえて暮らす生活から脱却するためであった。人種や思想の違いを乗り越え、人類は再び集結した。そして共に手を取り合って生きていくことを選んだのじゃ。そうして誕たん生じようした城塞都市の１つが、この京きよう都とである。我等の祖先達は人類の未来に希望をもたらすべく、この都を造り上げた。子孫である我等は、いつまでもそのことに感かん謝しやしなければならない』

　エリザは微笑ほほえんだ。

『京都建国の初代王。その２世であり、我が父でもある先代王。そして３世である妾わらわの代まで、この京都は存続することができている。それも皆、人の未来を願ねがう京都の民たみと、忠実なる家臣達の、たゆまぬ努力があったればこそである。この繁はん栄えいと希望を絶やさぬよう、妾は自らの生ある限り誓おう。この国の未来を守り続けることを。この身を盾としてでも、民を守り続けることを。それが今日きようより女王を名乗る、妾が負うべき正義なのだ』

　その言葉はハッキリとしており、エリザが胸中に秘めた覚悟のようなものが感じられた。

　力強い宣言の後、エリザは苦笑して見せた。

『本日この席にお越しいただいた全すべての皆々様方に、感謝と敬意の念を表明させていただきたい。どうか今晩は、最後までご歓かん談だんをお楽しみいただければ幸いじゃ。ご静せい聴ちようをありがとう。妾の話は、これにて終わりである』

　エリザが一礼をすると、会場の人々からは盛大な拍手が贈おくられる。

　拍手喝かつ采さいの中で、エリザはいつまでも微笑んでいた。

　その微笑みは、名な薙なぎには少し寂しそうなものに見える気がした。

「オレと同じくらいの歳としなのに、エリザ女王はしっかりしてるよな」

「アンタが人よりしっかりしてないだけで、普通はみんなあんなもんじゃないのかしら」

「あら。アニカの言う通りだと思うわよ、名薙君。少なくとも私はしっかりしてる方だし」

「ははは。君達は相変わらず自じ重ちようしないよな。少し黙だまっててくれよな」

　小こ馬ば鹿かにしてくるアニカと真ま無なを、名薙は頰ほおを引ひき攣つらせてあしらった。

　拍手が長らく続いた後で、会場内の消されていた照明が、再び輝かがやき始める。明るくなり始めると、止まっていた場内ＢＧＭも再開されたようだった。

　徐々に拍手をする者が少なくなり、音が閑散としてきた頃だった。

　────いつまでも拍手をやめない人物がいた。

「……？」

　名薙のみならず、会場内の誰だれもが、その人物に注目してしまう。

　エリザのスピーチに余程の感銘を受けたのか。それとも嫌いやがらせなのか。その人物はいつまでもペースを緩ゆるめることなく、拍手の音を会場に響ひびかせ続けている。

「何だ、アイツ……」

　まるで壊こわれたオーディオのように、繰くり返し繰り返し、途と切ぎれる気け配はいもない。

　拍手の人物は奇妙な格好をしていた。

　頭部から全身を覆おおう、漆しつ黒こくのローブを目ま深ぶかにかぶっている。顔には、目に細いスリットがあるだけの仮面をしており、素顔は隠されていた。ローブから覗のぞいている逞たくましい腕を見る限り、性別は男性のようだった。

　拍手をやめない異常行動からしても、その仮面の男は不気味だった。

　会場に、ざわめきの声が生じる。

　それも無理はない。仮面の男は明らかに不ふ審しんな人物であり、厳げん重じゆうな警けい備びの敷しかれているこの会場には、相応ふさわしくないように見えたのだ。

　人々は口々に囁ささやき合う。

　いつの間に？　この会場に、最初からあんなヤツがいただろうか？

　会場にいる誰だれもが思っているであろう疑問はそれだった。

　警けい護ごのＰＡ部隊が、場内の不ふ穏おんな動きにいち早く反応する。仮面の男から人々を離はなれさせ、静かに包囲しようと動き出していた。おそらく、仮面の男の身元を調しらべ始めているのだろう。「データベースと照合しろ」というやり取りが微かすかに聞こえた。

　ＰＡ部隊の動きを視界の隅に把握しながら、名な薙なぎは仮面の男に注意を向けた。

　周囲の人々が敬遠の態度を取り始めていることを気け取どってか、やがて仮面の男は、ピタリと拍手をやめた。そうして壇だん上じように立ったままのエリザに向かい、静かに語りかけた。

「良い演説だった」

　シンプルな感想であった。

　だが、それを言うためだけに拍手をしていたわけではないはずだ。

　仮面の男はゆっくりと壇上に向かって歩き出し、そのままエリザに語り続けた。

「過去があり、その上に現在がある、か。人は時の流れの中に身を置き、やがて潰ついえていく存在であったな。諸君の先せん達だつもその例外ではなく、築き上げたこの都市を残し、時の流れの中に消え去っていった。人の命とは短く、儚はかない。ここにいる誰もが同じことだ。誰もが未来に希望を抱いて生きているというのに、誰もが未来によって殺されていく」

「……貴殿はいったい」

「今も昔も、人という種は時間によって殺されている。そうだな。言うなれば私は、その時の呪のろいから解放された者ということになる。過去も、現在も、未来すらもない。ただ目の前には、無限の世界が広がっているだけだ」

　恐る恐る問いかけるエリザに、仮面の男は意味不明な話をするだけである。

　仮面の男はやがて、エリザの眼がん下かにまで近付いた。そのまま躊躇ためらうことなく壇上に上がろうとする仮面の男に慌てた警護のＰＡが、その進路に立ちはだかった。

《申し訳ありませんが、ここから先には立ち入らないでください》

「何な故ぜだ」

《な、何故って……この先は王族のみしか立ち入りできないことになっています。部外者が壇だん上じように上がるのは、ご遠えん慮りよいただいております》

　仮面の男と問答している警けい護ごのＰＡの傍そばに、別のＰＡが歩み寄って行った。

　少し様よう子すがおかしいと名な薙なぎが感じたのは、歩み寄って行くＰＡの武装が、標準的なライフルではなく、腰に携えた日に本ほん刀とうであったからだ。そのＰＡは日本刀をゆっくりと抜き放つと、片腕に刃やいばを下げながら、話に割り込んでいった。

「────王族しか通れぬか。ならば資格は十分であろう」

　目にも止まらぬ速さで、虚こ空くうに白銀が閃ひらめいたように見えた。

　次の瞬しゆん間かん、仮面の男の進路を阻はばんでいたＰＡは、突如その場に両りよう膝ひざを落とす。力なく四肢をだらけさせ、ＰＡはそのまま俯うつぶせに倒れ伏してしまった。動かなくなったＰＡの頭部装甲ヘツドユニツトは、その中身ごと、胴体から斬きり離はなされて床を転がった。

　飛び出る血ち潮しお。

　その返り血を浴びる仮面の男は、微み塵じんも動じた仕し草ぐさを見せない。

「き……きゃああああああああああああああああああ！」

　全すべては刹せつ那なの出来事だった。

　会場は即座に、悲鳴や怒号が飛び交う地獄絵図と化した。

　仮面の男を阻んでいたＰＡの首は、一刀の日本刀によって切り落とされたのである。

　その刀を持った下げ手しゆ人にんは、同じく警護のＰＡではないか。

　仲間を斬り捨てたＰＡの搭乗者は、身に纏まとっていた全ての装甲を解除パージする。外れた装甲が瓦が礫れきのように地面を転がると、剝むき出だしになった装甲内部から、袴はかま姿すがたの男が現れた。

　上半身に羽は織おった着物ははだけており、半裸に近い格好だった。

　ヨレヨレに痛んだ黒の長髪を結んでおり、窶やつれた顔には無ぶ精しよう髭ひげを生はやしている。まるで古風なサムライのような風ふう貌ぼうの男である。

　刀を携えた男が現れた直後、警護のＰＡ部隊は肩にベルトで提げたライフルを使用することはせず、腰裏からナイフを抜き放ち身構えた。

《コード７！　敵てき襲しゆうだ！　客人達を速やかに退たい避ひさせ、各自応戦せよ！》

　会場のみならず、四し聖せい城じようの全フロアで警報が鳴り始める。

　隊長格の命令と共に、警護のＰＡ達は手際良く会場内の人々を外に避ひ難なんさせ始めた。

　瞬またたく間まに、会場内は混乱の渦に巻き込まれてしまう。

「こちらです、総理！」

　避難誘ゆう導どうされている人々の波に混じり、クローニを始めとした東とう京きよう騎き士し団だんの護ご衛えいが、いつの間にか名薙達のテーブル席付近に現れていた。護衛達は総理の左右を固めながら、まるで連行するかのようにその身柄を移動させ始める。

「ナナギさん達も、一いつ緒しよに来てください！」

　総理を避ひ難なんさせようとするクローニは、名な薙なぎやアニカ、真ま無なにも声をかけてきた。言われるがまま、名薙達はその後に続いた。

　だが、混迷する会場内では多くの人々が壁かべのように立ちはだかっており、名薙達の行く手を阻はばんでいる。クローニ達の後に付いていくのは難むずかしい。

「きゃあっ！」

　小さくアニカの悲鳴が聞こえた。

「アニカ！」

　名薙が振り向くと、アニカはその場で尻しりもちを突いてしまっていた。人にぶつかったようである。名薙はアニカに駆け寄り、起き上がるのに手を貸した。そうして気が付いた時には、名薙とアニカはクローニや真無の姿を、人込みの中に見失ってしまう。

「そんな！」

「どこに行ったの、総理達やマナは！」

　蜘く蛛もの子を散らすように、会場からは見る見る間に人の姿が消えていく。

　鳴なり響ひびく警けい報ほうの中、逃げ遅れた名薙とアニカは、行き場を見失ってしまった。慌てて自分のＰＱＣピクシーを使い、名薙は真無の現在座標を検索し始める。ともかく人込みに紛れ、名薙とアニカは会場の外を目指すことにした。




　　　　▼▼▼




　避難する人々の姿に紛れ、壇だん上じようのエリザに向かって懸けん命めいに叫ぶダリルの姿もあった。

「エリザ様、お逃げ下さい！」

　慌てて壇上に駆け上がってきたダリルは、エリザの腕を摑つかんだ。

　目の前の事態を受け止め切れていないのか、未いまだにエリザはその場で硬直してしまっていた。構わずダリルは、立ち尽くすエリザを引ひき摺ずるようにして、壇上から降りていこうとする。

　そんな２人の前に、仮面の男と、サムライが立ちはだかる。

「姫君に退場されては困るというもの。行かせるわけにはいかぬでな」

「くぅ、貴様等らは何者だ！　どうやって騎き士し団だんに紛れ込んだのだ！」

　ダリルが喚わめいたところで、サムライはニタニタと微笑ほほえんでいるだけである。

《姫様とダリル様をお救いしろ！》

　ナイフを手にした警護のＰＡが１機き、エリザ達とサムライ達の間に割り込んできた。

　そのＰＡは、サムライの腹部を抉えぐろうとナイフを突き出す。

　だが、サムライはその突きを軽々と避け、すれ違い様に、ナイフを手にしているＰＡの腕を斬きり落としてしまう。装甲に覆おおわれた腕は火花と血を噴ふき出し、呆あつ気けなく床を転がった。

《うあああああああああああ！》

　耳にこびり付くような絶叫を上げ、腕を切り落とされたＰＡは床の上を転げる。

《ハンクスがやられた！　畜生、あのサムライ野郎を撃うち殺してやる！》

《バカ！　まだ会場の避たい難ひが終わってないのに、銃なんか使うな！》

《射しや撃げき補正アプリを使ってるんだ、そうそう流れ弾で人を殺すかってんだよ！》

　仲間の静止に耳を貸さず、警けい護ごのＰＡの１機きが、サムライ男にライフルの銃口を向ける。すかさず轟とどろく、重々しい発砲音。勢い良く放たれた銃弾だったが、直後、サムライは飛び来る銃弾を斬り伏せて見せた。

「見切れているぞ」

《バカな！　弾を斬っただと！》

「このくらいで驚おどろかれるのは、いささか心外であるな」

　造作もないと言わんばかりに、サムライの男は刀を肩に担いで微笑ほほえんだ。

　飛来する銃弾すらをも斬り伏せる、神がかった太た刀ち筋すじと動き。いくら剣を極めた達人と言えど、生身の人間ではそこまでするのは不可能だろう。

　ここまでのことをされれば、警護の騎き士し団だん達とて、サムライの正体に感付いた。

《その人間離ばなれした動き……まさか〝全身機構サイボーグ〟か！》

「クク。いかにも」

《いい気になるなよ。生きてここから帰れると思ったら大間違いだ》

　すでに会場内から、各国の要人達は退去を終えていた。

　仮面の男とサムライが余裕の態度でいる間にも、警護のＰＡ部隊はそれぞれの配置について、敵の退路を完全に断っていたのである。20機程の人数が素す早ばやい連携で、敵を会場内に閉じ込めることに成功していた。逃げられなくなった仮面の男とサムライは、顔を見合わせてしまう。その様よう子すをしたり顔で見やりながら、警護のＰＡの１機が言った。

《こっちはお前等らを完全包囲してるんだ。たった２人で飛び込んできた根性は褒ほめてやるが、所詮はバカの無計画だったな。ここで息の根を止めてやるよ》

「２人？」

　サムライは疑問口く調ちようで呟つぶやいた。

「拙せつ者しや達が２人だけなのだと考えているのなら、それは想像力の欠如であるな」

《？》

　やがてサムライは、皮肉たっぷりに両肩を竦すくめてから宣言した。

「もう変装を解いても良いぞ、お前達」

　サムライの男が宣言するのと同時である。

　２人を取り囲んでいた警護のＰＡ部隊に異変が起きた。

　部隊の半分程のＰＡが、唐突に身につけていた全すべての装甲を解除パージし始めたのである。

　脱ぎ捨てた装甲の下から現れたのは、異様に長い両腕をダラリと垂らした男達である。

　サムライ同様に袴はかま姿すがたではあっても、その頭部は人ではなかった。人間の身体からだではあっても、首から上は金属製のオオカミである。オオカミ男達は、獣けものの顔でニタニタと微笑ほほえみ、荒く呼吸を刻む口からは、ダラダラとヨダレを垂らし続けている。それはサムライ同様、警けい備びのＰＡの格好で会場に紛れ込んでいた敵勢力だった。

　オオカミ男達の醜みにくい姿を睨にらみ付け、ダリルは言った。

「マモノと人を継ぎ足した〝キメラ〟を手て駒ごまにするとは醜しゆう悪あくな！　おのれ、人外魔ま道どうの化け物共め！　貴様等らが、情報にあったテロリストだな！」

《テロリストとは失敬な。我等は神に仕える聖なる戦士。チンケな人殺し風ふ情ぜいとは違う》

　サムライは腰に手を当て、不快そうな顔をする。

　一方の警けい護ごのＰＡ部隊は、同胞の一部が知らぬ間にキメラにすげ変わっていたことで、動揺を隠せない。互いに疑心暗鬼の眼まな差ざしを向けながら、震ふるえる声で１人が言った。

《仲間が化け物に入れ替わっていたなんて……我々の仲間はどうなったんだ！》

「クク。〝喰くわれた〟に決まっているであろう？」

　サムライは冷笑を浮かべて断じる。

「こうして拙せつ者しや達が目立たずに会場に紛れ込むためには、この装甲衣装を借りる必要があったのでな。その邪魔になる者は、全て殺し尽くしたのよ。当然であろう」

　味方だと思われていた半数近くのＰＡが敵であったこともあり、包ほう囲い網もうは総崩れだった。

　残された警護のＰＡ部隊は、自や棄け気味に喚わめいた。

《畜生！　畜生、畜生！》

《敵かたき討うちだ！　撃うて撃て！》

《殺せ！　皆殺しだ！》

　キメラ達目がけて銃口を構え、騎き士し達は緊きん迫ぱくする。

　今にも火戦が迸ほとばしりそうな修しゆ羅ら場ばだったが────しかし不ふ思し議ぎと銃じゆう撃げき戦せんは始まらない。

　敵に向けて銃口を構えたまま、凍り付いたように硬直しているＰＡ達に気付き、ダリルは異常事態を察知する。部隊が展開している後方から、ダリルは護ご衛えいの兵達に叫んだ。

「どうした！　何をしている、皆の者！」

　ダリルの言葉に、ＰＡ部隊からはノイズがかった言葉が返ってくるだけである。

《そん……な……身体からだが動かな……！》

《どうなって……だ……！》

「キヒヒヒヒ」

　薄うす気き味み悪わるい笑い声が、名な薙なぎ達の頭上の方角から聞こえた。

　見上げると、天てん井じようにトカゲのように張り付いている、不気味な男の姿があった。

　サムライやキメラ達と同じ袴はかま姿すがたではあるが、その容よう貌ぼうはまるで異質だった。頭部には毛髪の１本も生はえておらず、望ぼう遠えん鏡きようを思わせる巨大なレンズがはめ込まれていたのである。

　天てん井じように張り付いていたレンズ男は、そこから華か麗れいに飛び降りてくる。

　そうして唇を舐なめ回しながら、ＰＡ部隊を見渡して宣告する。

「キヒヒ。動けまいて、動けまいて。我が〝指向性妨害波ターゲツトジヤミング〟の前では、人の繰くる機き械かい兵器など無力。動けぬパーソナル・アーマなど、鋼こう鉄てつの棺かん桶おけと同じよ」

　レンズ男とサムライは、仮面の男の前で並び立つ。

　サムライは刀を構え、静かに息を吐き出しながら言った。

「拙せつ者しや等らは天使の軍勢セラフイツク・アルマにおける全身機構サイボーグ。人の生を捨て、機械とマモノの身に昇華し、命ある者から搾さく取しゆする。人外と修しゆ羅らのみによって構成された部隊────名を〝天てん犬けん〟と呼ぶ」

　ダリルは憎々しげに口にする。

「天犬だと……！」

「いかにも。我等２人が束ねる、人外の部隊よ」

　サムライは表情を険しくする。

　その表情は鬼気迫り、文字通りに鬼のようなおぞましい形ぎよう相そうと化していく。

　尋常ではない剣気を帯びた眼まな差ざしで、サムライは名乗りを上げた。

「拙者は〝秘剣〟のイナミ」

[image: ]

　イナミと名乗ったサムライに続き、レンズ男もニヤニヤしながら名乗った。

「我は〝秘見〟のカナギ」

　イナミとカナギ。関節から微かすかな金属音を零こぼしながら、２体の全身機構サイボーグは作り物の顔で、作り物の笑えみを浮かべる。

　カナギと名乗ったレンズ男は、キメラ達に命令を下した。

「キヒヒ。者共────喰くらうが良い」

　途と端たん、キメラ達は大口を開け、身動きの取れないＰＡ達の装甲にかぶりついた。

　装甲を嚙かみ千切れはしないものの、その強力な顎あごの力は、ＰＡの手脚を嚙かみ潰つぶしていく。搭乗者達が発する絶望の悲鳴が、装甲の中で押し潰されていく肉の苦痛を物語っていた。

　瞬またたく間まに壊かい滅めつ状態になってしまった警けい護ごのＰＡ部隊に愕がく然ぜんとしながらも、ダリルは声を荒げて、ＰＱＣピクシーの通信で味方に呼びかけ続けた。

「コード９！　敵戦力はこちらの想定以上だ！　大至急この場に援軍をよこせ！　姫の命に関かかわる大事ぞ！　何をしておる！」

《ダリル様！　こ、こちら１階ロビー！》

　呼びかけに応じたのは、焦った口く調ちようの騎き士しだった。

《現在ロビーは敵戦力と交戦中！　客人達をパニックルームに退たい避ひさせることはできましたが、ああ、なんてことだ！　奴やつ等ら、すごい数で攻めてくる！　いったいどうやってこれだけの戦力が城の敷しき地ち内ないに侵入できたんだ！》

「おい、落ち着いて報告しろ！」

《狙そ撃げき手しゆだ！　奴等、どうしてこうも我々の人員配置の場所を完かん璧ぺきに把握できているんだ！　まるで最初から、こちらの配置がわかってたみたいじゃないか！》

「話を聞かんか、馬ば鹿か者もの！」

《駄だ目めだ！　このままじゃ押し切られるぞ！　とにかく撃うちまくれ！》

「クッ……不覚！　１年をかけた警備計画が、こうも総崩れだとは！」

　非常事態であることを認め、青ざめるダリル。

　サムライは愉快そうにそれを眺めていた。

　警護の兵達の断だん末まつ魔まの中、姫を背後に庇かばいながら、ダリルは苦虫を嚙む。

　駆けて逃げ出しても、サムライがダリルを斬きり捨てる方が遥はるかに早いことを承知していたため、ダリルとエリザは、ただその場に釘くぎ付づけにされてしまっていた。
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　天てん犬けんによって制圧された会場の外。

　無人の廊下で、名な薙なぎとアニカは扉の陰に隠れながら、会場内の様よう子すを伺うかがっていた。

「かなりまずいことになってるわよ、ナナギ！」

「わかってる」

　名な薙なぎは肯定しながら、苦虫を嚙かんでいた。

　逃げ遅れた名薙とアニカが会場から出て、シェルターのある地下階に向かおうとしたところ、エレベータはすでに運転を停止していた。全すべての要人が退たい避ひを終えた後、全てのエレベータは運転を取りやめ、敵に利用されるのを防ぐべく電源を落とされてしまったのである。階段に続く通路もご丁てい寧ねいに緊きん急きゆう隔かく壁へきが下ろされており、通行不可能になってしまっている。

　名薙とアニカは、会場階に取り残されてしまったのだ。

　逃げることもできず、名薙とアニカは先程から、窮きゆう地ちのダリルとエリザを見守っている。

　予期せず、警けい護ごのＰＡ部隊が全滅してしまう展開まで目まの当あたりにしたところで、いよいよ八はつ方ぽう塞ふさがりの状況になっていることを痛感していた。

「このままじゃ女王様が危険だわ。それに、今は敵に気付かれていない私達だけど、気付かれれば命はないわ。何とか逃げる手立てを考えないと、私達もキメラ達の餌えさになるだけよ」

「……」

　そうは言われても、今の名薙はＰＡメサイアに搭乗してすらいない、生身で丸腰の状況である。

　アニカを守りながら逃げることはおろか、自分の身１つさえ守りきれるかわからない窮地なのだ。ましてやダリルとエリザを危き機きから救うことなど不可能だろう。

　時間が経過する程に不利になっていく状況であるのはわかっているが、かといって有効な手立てが思い付かない以上、下へ手たはできない。すぐさま行動を起こそうとしないアニカを見ていても、おそらく打開策は閃ひらめいていないのであろうことは容易に想像がつく。

　焦る名薙は、その場で歯嚙みし続けた。

　だがやがて────決意した。

　名薙は物陰に隠れるのをやめる。

「え、ナナギ!?」

　堂々と会場に乗り込んでいこうとする名薙の行動に驚おどろき、アニカは声にならない悲鳴を上げてしまう。

　そんなアニカを安心させるように、名薙は微笑ほほえんで言った。

「アニカはそのまま隠れていてくれ」

　そうして名薙は、天てん犬けんに占拠された会場内に足を踏み入れる。

　ダリルと対たい峙じしていたイナミが、横目で名薙の姿を捉とらえていた。

「……何者だ」

　イナミとカナギは、凜りんとした眼まな差ざしで歩み寄ってくる名薙に向き直る。

「得え物ものの１つすら持たず、ただの人間が生身でやって来ただと？」

「キキ。死にたいのか、死にたいのか」

「その心意気や良し。しかし無む駄だ死じにというものよ」

　イナミが目配せをすると、キメラの１人が動き出す。

　キメラは大口を開いて、名な薙なぎを嚙かみ殺そうと飛びかかる。

　すると名薙は両手のひらをキメラに向かって突き出した。

「────〝最後の剣アイン・セイバー〟！」

　叫んだ名薙の双そう眸ぼうが、ネオン管のような緑みどり色いろの輝かがやきを発する。

　ぶつけられた名薙の拳こぶしと拳の合間、その虚こ空くうに燦さん然ぜんとした閃せん光こうが迸ほとばしり、次の瞬しゆん間かん、名薙の手の中には白色の美しい刀身が現れていた。

「おおおおおおおおおお！」

　虚空から抜き放った剣で、名薙はキメラを頭から真っ二つに両断する。

　火花と血ち飛沫しぶきを散らして崩れ落ちるキメラの返り血を浴び、名薙はその骸むくろの先に佇たたずむイナミとカナギ、そして仮面の男の３人を睨にらみ付けていた。

「……ほう」

　仮面の男が、小さく感心の声を漏らした。

　イナミとカナギも、口々に驚きの声を上げた。

「人間が〝イデア使い〟だと！」

「キキキ。この人間、過去からの来訪者ヴイジターだ！」

　────イデア。

　血脳化し、脳の全すべての機き能のうを引き出すことに成功した天使アイオーンのみが使える、強力な異能の力である。本来であれば天使アイオーンにしか使えない能力だが、１２５年前からやって来た名薙や真ま無なには、不ふ思し議ぎなことにその力が宿っていた。

　名薙のイデア能力名は最後の剣アイン・セイバー。

　物質のみならず、形のない光や闇やみすらも切断する最強の剣である。

「コソコソ隠れていたって、どうにもならなかった。殺されるのを待つくらいなら、一か八かで立ち向かった方が、まだ納得して死ねるんだよ。戦いに来たぜ」

　名薙は手にした剣を携え、キメラ達が取り囲む死地を、ゆっくりと歩み進む。

　鋭するどい眼まな差ざしに緑色の光りを迸らせている名薙の視し線せんは、ただじっと、立ちはだかる３人の敵に向けられていた。その異様な姿を初めて見るダリルとエリザも、天てん犬けんの人外達と同様に、ただただ啞あ然ぜんとするだけだった。

　名薙は最後の剣アイン・セイバーの切っ先を、仮面の男に向けて言った。

「お前がリーダー格だろう」

「……」

「見ていたからわかる。さっきから天犬の連中は、ずっとアンタを守るような陣取りで攻勢をかけていた。天犬の部隊を率いているのは、そこにいるイナミとカナギとかいう変人２人なんだろうけど、さらにその２人を従えているのが、お前だ。違うか」

「いかにも。私が天てん犬けん部隊を引き連れてきた」

　仮面の男は、名な薙なぎの推測を肯定する。

　名薙は鋭するどい剣けん幕まくで、仮面の男に言った。

「……誰だれなんだ、お前は」

「……」

「いつまで、そんな仮面なんて付けているつもりだよ」

「……」

　仮面の男は、イナミとカナギの背後から、ゆっくりと名薙に向かって歩み出てきた。

「……すまないが、この仮面を理由なし外すことはない。敵であろうと、たとえ味方であろうとも、私の素顔を見せることなどない」

「ならせめて名乗れよ、キザ野郎」

「名乗る？」

　仮面の男は、意外そうに名薙の提案を反はん芻すうして呟つぶやいた。

「……私の名か。そういえば、久しく名乗ることさえなかった」

　呟きながら、仮面の男はふと、エリザとダリルを見やる。

「せめて京きよう都との王族に対しては、最初から礼を尽くすべきだったかもしれない」

　仮面の男に見つめられたエリザは、強こわ張ばった顔で、恐る恐る問いかける。

「……貴殿は何者なのじゃ」

「名を名乗ることを許していただけるか、女王陛下」

　予期せず、礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まってくる仮面の男に戸惑いながらも、エリザは許可を与える。

「許そう」

　その言葉を聞いた仮面の男は、エリザに深々と一礼して見せた。

　仮面は付けたままであったが、男はハッキリとした口く調ちようで告げる。

「大空の彼方かなたをたゆたう王国、静浄の楽園プレロマ。私はそこからやって来た。私はこの世に存在する全すべての天使アイオーンの上に君くん臨りんする統治者。人類に仇あだ為なす者」

　その場にいた人間は、仮面の男が口にした言葉に耳を疑った。

　今、男は何と言ったのか。静浄の楽園プレロマ。それは人類の宿敵たる、天使アイオーン達が住まう場所。軌道エレベータの彼方に位置し、宇宙の暗黒を漂っている孤独の王国だ。

　そこからやって来たということは、まず間違いなく天使アイオーンである。

　だがしかし……ただの天使アイオーンではない。全ての天使アイオーンの上に君臨する統治者？

　つまりそれが意味することは、１つしかないではないか。

「私の名はプロアテル。今宵こよいは〝叡えい智ちの花嫁を貰もらい受けに〟参上した」

　人類の敵たる天使を統すべる王。

　その名が発せられるのと同時に、室内の照明が輝かがやきを弱めたように見えた。

　プロアテルの纏まとったフードの暗がりからは、途と端たんにタダならぬ不吉な気け配はいが溢あふれ出し、名な薙なぎ達に浴びせかけられる。その得え体たいの知れない存在感に気け圧おされ、名薙は、自分の身体からだが無む意い識しきの内に震ふるえだしていることに気が付いた。

　名薙の身体は、本能に刻まれた危き機き察知能力によって、渾こん身しんの警けい鐘しようを鳴らし始めている。

　プロアテルの名乗りに圧倒されたのは、名薙だけではない。ダリルやエリザも同様だ。

　予想もしていなかった強大な敵の登場に、その場の人間は、誰だれしも眼まなこを見開くばかりである。

「お前が、天使アイオーンの王だと……！」

　呻うめきのような名薙の言葉に、プロアテルは何も答えない。

　仮面のスリットの奥、深い闇やみの向こうには、煌こう々こうとした赤の瞳ひとみが覗のぞいているだけだ。

　目の前の仮面の男こそが、この時代の人類を苦しめている、全ての元げん凶きようであっった。
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　プロアテルは周囲のキメラ達に目配せをして言った。

　すると途端に、キメラ達は低い呻うなり声ごえを上げて名薙を取り囲み始めた。

「君のイデア能力は強力なようだ。だがその能力を過信しているようだ。所しよ詮せんは生身。物量で勝るキメラ達に取り囲まれて襲おそわれればひとたまりもない」

　その指摘は正しかった。この会場に飛び込んだ時から、名薙が覚悟していたことではある。

　今の名薙には、何でも切断できる強力な武器があるとはいえ、ＰＡに乗っている時のように高速で動き回れるわけでもなければ、屈強な装甲で身が守られているわけでもないのだ。

　数で攻められたなら手数で負け、致命的である。

　だが名薙は苦笑を浮かべる。

「せめて姫達の逃げ道を作って死ぬくらいのことはしなきゃな！」

　天てん犬けんのキメラ達が名薙に注意を向けている中、名薙は敵陣に背を向ける。

　そして会場の一角────閉ざされた非常扉に向かって、最後の剣アイン・セイバーを振り下ろした。

　すると最後の剣アイン・セイバーの刃先から見えない真空波のようなものが溢れ、名薙のいる位置から一いつ直ちよく線せんに地面を切り裂き、その先にあった非常扉を縦たてに両断する。分厚い金属の扉が容易たやすく斬きり落とされると、その向こうには非常階段が見えた。

「道は作りました！　あとは任せますよ、ダリルさん！」

「かたじけない！」

　キメラ達が名薙に襲いかかるのと同時に、ダリルがエリザの手を引いて駆け出そうとするのが見えた。天犬やプロアテルを振り切って、姫達が非常階段まで辿たどり着けるかなどわからない。おそらく絶望的に低い成功確かく率りつではあっても、挑戦しなければゼロなのだ。

　一か八か。

　その姿を視界の隅に留とどめながら、名な薙なぎは剣を構えて胸中で囁ささやいた。

　────アニカ。何とか、お前も逃げられると良いな。

　名薙は襲おそいかかってくるキメラを３体程、斬きり捨てた。

　だがそこで、背後から抱き付いてきた１体に身動きを封じられてしまう。

　残念なのは、それだけではない。逃げようとしていた姫達の前に、数体のキメラ達が回り込む姿が見えたのだ。やはり脱出は失敗に終わってしまったようだ。

「クソ……！」

　キメラ達の背後で薄うすら笑いを浮かべているイナミとカナギを睨にらみ付けながら、名薙は覚悟を決めていた。諦あきらめた名薙の手の中からは、最後の剣アイン・セイバーの姿が搔かき消える。

　目の前で大口を開けた１体のキメラが、名薙の頭にかぶりつこうとしている光景を目に焼き付け、名薙は最期の瞬しゆん間かんを待った。

　その時────会場に銃声が轟とどろいた。

　直後、名薙にかぶりつこうとしていたキメラが、頭部から火花を散らして倒れ伏した。

　頭部には横殴りの風穴が開いており、そこから微かすかに煙が立ち上っている。

「！」

　名薙達のみならず、イナミとカナギ、そしてプロアテルの注目が１点に集まる。

　会場の入り口だった。そこに佇たたずんでいたのは、東とう京きよう騎き士し団だんの量りよう産さん機き、ＰＡミリガスである。

　そのＰＡミリガスが突き出した手には、大振りなハンドガンが装備されている。

《────危機一髪やな、ナナギくん！》

　ＰＡミリガスから発せられたのは、聞き覚えのある関かん西さい弁べんの少女の声だった。

　名薙は歓喜の思いで、搭乗者の少女の名を呼んだ。

「ミレイア！」

　銃口から白煙を棚引かせながら、ＰＡミリガスはピースサインを名薙に見せつけていた。

　現れたのはミレイアだけではない。

　名薙は、ＰＡミリガスの背後に立っている、もう１機のＰＡの存在に気が付いた。

　腰に帯剣している、ボロボロのフードマントを纏まとった白色のＰＡである。

　その白色のＰＡは、見紛うことなく名薙の愛機、メサイアである。

　誰だれが乗っているのか、ＰＡメサイアはブンブンと腕を振って、名薙に呼びかけてくる。

《ナナギさん、それに姫達もご無事で！》

「その声、クローニ神父ですか！」

《ピンポンです！　こうしてナナギさんのＰＡを持って来たわけですよ！　いやはや、よくもこんなピーキーな機体を普ふ段だんから乗りこなしているものですね、アナタは》

「ど、どうして２人がここに！　総理や真ま無なを連れて逃げたんじゃないんですか！」

《総理のご命令です》

　クローニが搭乗するＰＡメサイアの背後から、見知った２つの顔までもが現れる。

「ベイゼル総理！　それに真ま無なまで！」

　いつものムッツリ顔で、ベイゼルは名な薙なぎに向かって言った。

「私は君に賭かけているのだ。ここで君を失うわけにはいかない。それに、この状況を打破するためには、この機き体たいを君に届ける必要がある。そう判断したまでだ」

「本当のところをハッキリ言ってあげなさいよ、総理」

　ベイゼルの言葉に続けて、面めん倒どうそうな口く調ちようで真無が言った。

「逃げたのは逃げたけど、名薙君とアニカがいないことに気付いて待っててあげたのよ。そうしてる内に、客人用のパニックルームの入り口が完全閉鎖ロツクされたの。私達は避ひ難なんが遅れて、入れて貰もらえなかったのよ。まったく名薙君達のせいで私までこんな窮きゆう地ちに立たされてるじゃない」

「そういうわけだ、ナナギリョウガ。ロビーは敵に制圧されていて退路もなかったのでな。やむなく戻って来たというわけだ」

「外は敵だらけだけど、親玉を叩たたけば少しは大人おとなしくなるかと思ったの。こうなった以上、しっかり私の身を守りなさいよね」

《そこで逃げ隠れしないあたりが相変わらずとんでもないね、君達は……》

　名薙達のやり取りを聞いていたプロアテルが口を開いた。

「僅わずかな加勢の登場で、ずいぶんと楽らつ観かん的てきなことだ」

　プロアテルの言う通り、ミレイアやクローニの加勢勢力が現れたところで、名薙達が有利になったわけではない。天使アイオーンの王に、全身機構サイボーグ、キメラ達。敵の力は強大なままだった。

　だが、状況は一転する。

「────加勢はそれだけじゃないわよ！」

　周囲一帯に、いきなり元気の良い少女の声が響ひびき渡った。

　次の瞬しゆん間かん、会場内に数え切れない銃声と銃火が瞬またたく。

　いつの間に現れたのか、京きよう都と騎き士し団だんのＰＡ達が、携えたＸＭー９でキメラ達を掃射し始めていた。それは天てん犬けんの部隊が、会場に潜もぐり込むために搭乗していたＰＡ達である。乗り捨てられたＰＡ達は、搭乗者がいないというのに勝手に動き出し、攻こう撃げきを仕掛けているのだ。

　激はげしい銃火に晒さらされたキメラ達は、火花と血ち飛沫しぶきを撒まき散らして、その場に崩れ伏していく。一方、プロアテルと全身機構サイボーグ達は、涼しい顔で銃弾を避け続けてはいたが、さすがの弾幕を目の前にしては、弾の回かい避ひだけで手一杯の様よう子すだった。

　敵を釘くぎ付づけにし、得意気に腕を組んで会場内に現れたのは、アニカである。

「フフン！　間に合ったわね！」

《これ、アニカの仕業か！　どうなってるんだ！》

「アンタが１人で格好つけてる間に、色々と仕込んだに決まってんじゃない」

　アニカは余裕の笑えみだった。

「周りに無人のＰＡがいっぱい転がってたわけでしょ。コンピュータをリモートで、並列起動させてるの。無人状態だから人が乗ってる時と同じくらいに多彩なことはできないけど、手持ちの銃弾をありったけ敵に叩たたき込むくらいの制御はできるわけよ」

　どうやら無人のＰＡ達が動き出したのは、アニカがハッキングしたためらしい。

　軍用のＰＱＣピクシーを搭載しているＰＡにハッキングをかけるのは、並大抵の技術では不可能なはずだ。しかしアニカは以前にも、ＰＡメサイアのコンピュータに軽々と侵入したことがあった。そして今は、これだけたくさんのＰＡ達を１度に制御しているというのだから、その技能は尋常ではないのだろう。

　────業火の翼ブリユーナク。

　それこそが、インターネットの世界で囁ささやかれるアニカの名である。

　無む人じん機き達が一斉に天てん犬けんと交戦を始めたことで、姫達の存在から、敵の注意を一時的に逸そらすことができた。大理石の柱の陰に避ひ難なんしていたダリルはその隙すきを見逃さず、エリザを連れて、名な薙なぎが作った逃げ道に向かおうとする。

　だが行く手は、銃弾が飛び交う激げき戦せん区くに変わり果ててしまっていた。

「突破は無理か……！」

「こっちです！」

　どさくさに紛れて姫達の傍そばに近付いてきていた名薙が、声をかける。

　名薙は姫達と合流し、大理石の陰から陰へと移動し、ミレイア達のいる会場出入り口付近に辿たどり着いた。そうしてＰＡ部隊と共に弾幕を展開するミレイアの背後、その大理石の裏で、ベイゼルや真ま無な、アニカに落ち合う。ダリルはアニカを見るなり、豪快な笑えみを浮かべて言った。

「助かりましたぞ、アニカとやら！」

「思いっきり感かん謝しやしてよね！」

　感謝するダリルの言葉に、アニカはＶサインをして見せる。

　クローニはＰＡメサイアの装甲を脱ぎ捨て、機体を名薙に明け渡す。

　名薙はＰＡメサイアに搭乗し、クローニとダリルは、手近に乗り捨てられていた無人のＰＡに乗り込んで臨りん戦せん態勢に入る。

　天犬と無人機達の入り乱れる戦場の渦中を、２つの影かげがゆっくりと闊かつ歩ぽしてきていた。

　飛び交う銃弾の中、刀を肩に担いでいるイナミ。

　顔のレンズをしきりに調ちよう節せつしているカナギ。

　２体の全身機構サイボーグは、ニタニタと微笑ほほえみながら名薙達に歩み寄ってくる。

「ククク。ここにきてようやく、歯は応ごたえのありそうな相手が登場のようであるな」

「キヒヒ。大混戦。楽しみ、楽しみ」

　高揚しているのか、イナミとカナギの顔に浮かぶのは、狂喜である。

　キメラ達がアニカの操あやつる無む人じん機きと戦っている間に、名な薙なぎ達の脅威になるのは、目前の２体の全身機構サイボーグと、天使アイオーンの王だ。いずれも強敵だが、人数的には拮きつ抗こうしつつある。

《ようやく、状況が五ご分ぶになってきたかな》

　異質な喜びに打うち震ふるえている２体に相あい対たいし、名薙は騎士剣ナイツソードを手に取った。




　　　　▼▼▼




　クローニとダリルのＰＡが、イナミとカナギに向かって発砲する。

　するとカナギは高く跳ちよう躍やくして天てん井じように張り付き、イナミは手にした刀で弾丸を斬きり伏せる。

　２体を分ぶん離りできたところで、名薙のＰＡメサイアはイナミ目がけて飛び出した。

《おおおお！》

　ＰＡメサイアの手脚には、小型急加速器シヨツト・バーニアと呼ばれる機構が装備されている。圧あつ縮しゆく空気を吐き出すことで、小型急加速器シヨツト・バーニアは、搭乗者である名薙の身体からだの動きを急加速させるのである。投げ出されたような加速を感じながら、ＰＡメサイアは凄すさまじい速度で突とつ撃げきする。手にした騎士剣ナイツソードを、下段に構え、放たれた矢の如ごとく、イナミに斬りかかった。

　しかしその途中────ＰＡメサイアの視界が砂すな嵐あらしのようなノイズによって霞かすんだ。

《！》

「やらせぬ、やらせぬよ」

　天井に張り付き、会場を見下ろしているカナギの仕業である。顔から生はえ出た巨大なレンズは、ＰＡメサイアに向かって視し線せんを送ってきていた。その一ひと睨にらみだけで、ＰＡメサイアの小型急加速器シヨツト・バーニアは機能不全に陥り、各関節の反応までもが鈍にぶくなる。

《何だよ、これ！　急に身体が動かしにくく……！》

　まるで唐突に、水中に投げ込まれたかのように身体が重い。

　威勢良く飛び込んだＰＡメサイアは、イナミを目前にしながら、ノロノロと歩き出してしまう。

　隙すきだらけになったＰＡメサイアの首を刎はねようと、イナミの日に本ほん刀とうが横よこ薙なぎに繰くり出された。

　しかしその刀を、ミレイアが放った銃弾が弾はじき返す。

「チッ」

　舌打ちするイナミに向かって、クローニ達の弾幕が襲おそいかかる。自らを直ちよく撃げきする軌道の銃弾を次々と斬り伏せながら、イナミは背後に後退して行った。

《無む闇やみに突っ込むのは危険やで、ナナギくん！　あのギョロ目は、電子戦仕様の全身機構サイボーグみたいや！　睨まれたら今みたいに動きにくくなるで！》

　ハンドガンの弾倉マガジンを交換しながら、ＰＡミリガスに乗ったミレイアが警けい告こくしてくる。

　言われて名薙は理解した。

　先程、京きよう都と騎き士し団だんのＰＡ部隊も、カナギに見つめられただけで急に身動きが取れなくなり、殺されていったではないか。あの時、カナギは「指向性妨害波ターゲツトジヤミング」と言っていた。こうして自分がその術中にハマって初めて、その言葉の意味を理解する。

《アイツに見られた機き体たいは、電装系がイカレるってことかよ！》

　技術的な理屈などわからないが、カナギの顔に生はえたあのレンズに見つめられると、ＰＡやＰＱＣピクシーなどの電子器機は動きを鈍どん化かさせられ、最悪の場合は完全停止してしまうようだ。

　電子戦。

　そんな戦い方を仕掛けてくる敵を相手にするのは、初めてである。

　イナミに斬きり捨てられるのは回かい避ひできたものの、カナギに見つめ続けられているＰＡメサイアは、未いまだに思うように身体からだが動かせないでいる。名な薙なぎはカナギを見上げ、苦々しく毒突いた。

《なるほど〝秘見〟ってのはそういうことか》

　カナギがＰＡメサイアを足止めしているのを見やり、イナミは呟つぶやいた。

「先に周辺の邪じや魔ま者ものを片付けるとしよう」

　刀を構え、イナミは手近にいたクローニとダリル目がけて駆け出した。

　目視できたのは駆け出す前動作までである。

　イナミの姿は虚こ空くうに消えるように消失した。ダリルが叫ぶ。

《いかん、クローニ殿！》

　あまりにも速いその疾走にクローニが反応できたのは、ＰＡのコンピュータが、かろうじて敵の接近を感知センシングできたためである。

《くうっ！》

　クローニはＰＡの腰裏からナイフを取り出し、その刃でイナミの一撃を受け止めていた。

「反応するとは見事。だが」

　天てん井じようのカナギがＰＡメサイアから視し線せんを外し、今度はクローニとダリルの姿を捉とらえる。

　途と端たん、クローニとダリルのＰＡはその場で身動きを封じられ、隙すきだらけになってしまう。

「逝いくが良い」

　動かなくなった２機のＰＡに、イナミは上段から一撃ずつ叩たたき込もうとする。

　イナミがクローニ目がけて渾こん身しんの力で振り下ろした刀を────ギリギリで駆け付けたＰＡメサイアが受け止めた。

《させるかよ！》

「ほう、味方の窮きゆう地ちに間に合うとは！　一いつ瞬しゆんで拙せつ者しやの懐ふところに飛び込んできたか！」

　クローニとイナミの間に割り込むべく、名薙はＰＡメサイアの小型急加速器シヨツト・バーニアの最大加速を使った。その甲か斐いあってクローニの致命傷になるところだった一撃を防ぐことはできたものの、ＰＡメサイアもカナギの視界の中に飛び込んでしまう形となってしまった。

　クローニとダリル同様、名薙も身動きがとれなくなってしまう。

「一いち網もう打だ尽じん！」

　必殺の横よこ薙なぎをＰＡメサイアの胴に叩たたき込もうとするイナミ。

　それを回かい避ひする術すべはなく、名な薙なぎの背筋に冷や汗が流れ落ちた。

《させへん！》

　ミレイアのＰＡミリガスが、天てん井じように張り付いていたカナギ目がけて銃弾を浴びせた。

　その弾幕に堪たまらず、カナギは思わずＰＡメサイア達から視し線せんを逸そらしてしまった。

　身体からだの自由を取り戻したＰＡメサイアは、イナミが放った一いち撃げきを寸前のところで受け止めることに成功する。続けざまにＰＡメサイアは、下段からイナミの胸元を斬きり上げようとする。しかしイナミは背後に跳ちよう躍やくし、その攻撃を避ける。

「くかかかか！　楽しませてくれる！」

　ミレイアやクローニ達がカナギに弾幕を仕掛けている内に、ＰＡメサイアはイナミと対たい峙じする。

　落ち着いてイナミの相手ができると思った矢先、瞬まばたきをした直後には、すでにイナミの姿は名薙の視界から消えていた。

《速い！》

「貴公が遅すぎるのだ」

　声が発せられたのは、ＰＡメサイアの真横である。

　ＰＡメサイアは防御姿勢を取る間もなく、大慌てで声とは逆方向に跳躍しようとした。

「遅し」

　間近に接近し終えていたイナミは、目にも止まらぬ剛ごう刃じんの突きをＰＡメサイアに繰くり出した。その突きはＰＡメサイアの喉のど元もとに向かって、易やす々やすと装甲ごと貫きかねない速度で迫る。

《っつ！》

　ＰＡメサイアは寸前のところで身を捩よじり、背を反らしてその突きを回避する。イナミの刀はＰＡメサイアの喉元の装甲を浅く傷付けた。傷付いた肩部装甲から火花を散らし、ＰＡメサイアはイナミから距きよ離りを取った。すかさず自らの剣先をイナミに向けて対峙する。

　イナミは刀を構え直し、ニヤニヤと嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる。

「良い反射神経をしている。貴公が並みの兵であったなら即死であった」

　名薙は、改めてイナミが手にしている長刀を観かん察さつした。

　刀身は黒光りする鋼はがねのようであり、微かすかに羽音に似た振動音が聞こえてきている。

《高周波振動する日に本ほん刀とうってところか。その刀が相手じゃ、ＰＡの装甲は粘土同然か》

「良い切れ味であろう。プロアテル様より授かりし我が愛刀〝白しら氷ごおり〟は」

《おかしなサムライ気取りが、酔狂で〝秘剣〟を名乗っているわけじゃないわけかよ》

「我が太た刀ちの前に立つは、すなわち死を意味する。努ゆめ々ゆめ、忘れるなかれ」

　警けい告こくするイナミは、ますます強い剣気を帯びていく。イナミの放つ眼がん力りきは鬼気迫り、ＰＡの装甲越しにすら圧迫感を与えてくる程である。

　名薙は歯は嚙がみする。

　先程のイナミの立ち回りの速さからして、イナミが動き始めてから斬きりかかってくるまでの時間は刹せつ那なである。おそらくＰＡメサイアが、手にしている剣を振り上げるだけの僅わずかな時間で、イナミはＰＡメサイアの間合いに踏み込んで斬り付けてくるはずだ。

　人間の筋力を遥はるかに上回る全身機構サイボーグであるからというだけではない。

　大層な通り名を名乗るだけの剣技を持っており、無む駄だを限界まで削ぎ落とした練度の高い動きは、手て練だれのものである。

　ただでさえ強力なイナミに、厄やつ介かい極まりないカナギの視し線せん。

　その上、リーダー格のプロアテルは、まだ戦場の真ん中で沈ちん黙もくしているときている。

《今までで１番キツイ戦いかもな……！》

　名な薙なぎは苦々しい顔をする。

　小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かし、ＰＡメサイアは持ち前の機き動どう力りよくでイナミに斬り込んでいく。イナミに劣らず、ＰＡメサイアも素す早ばやさなら負けはしないのである。勢いで圧倒しようと、連れん撃げきを繰くり出すＰＡメサイアだったが、やはりイナミは一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。

　イナミは手にした刀の腹で、ＰＡメサイアの攻撃をことごとく受け流してしまう。

　ＰＡメサイアの隙すきを見て刀を上段に構えたイナミは、抑えきれない喜びに心こころ躍おどらせて告げた。

「御免」

　ＰＡメサイアの頭部を両断しようと、イナミは頭上から刀を振り下ろす。

　あまりにも速い刀の振りではあったが、ＰＡメサイアもイナミの真ま似ねをし、騎士剣ナイツソードの腹で、その一撃を受け流した。受け流したというのに────その一撃は重い。

《なんて馬ば鹿か力ぢからだよ！》

　強力な破は壊かい力りよくと速度を兼ね備えたイナミの攻撃を脅威と判断し、名薙はＰＡメサイアの【予測演算】アプリを起動した。すると名薙の視界に、複雑な数式が現れては消えていく。

　ＰＡメサイアに搭載されたトライアル・アプリケーション。

　数秒後の危険地帯を予測する機能である。

　イナミの攻撃は驚きよう異い的てきな速度で繰り出されるが、【予測演算】は、相手の数秒後の攻撃位置を予測することができるのである。イナミの胴回りを中心に、赤い円弧のＣＧ映像が現れる。そこが、イナミが次に繰り出してくるであろう太た刀ち筋すじの予測軌道なのだ。

《避けるのは、不可能じゃないんだよ！》

　イナミはＰＡメサイアに斬りかかった。

　続けざまに放たれる太刀は、いずれも風を呻うならせる剛ごう刃じんである。だがＰＡメサイアは小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かし、その数々の攻撃を華か麗れいに回かい避ひして見せる。小型急加速器シヨツト・バーニアによって急加速と急停止を繰り返すＰＡメサイアの動作は、まるで短たん距きよ離りの瞬しゆん間かん移動を繰り返しているかのように高速だった。

「クク。楽しい！　殺し合いが楽しいぞ！」

《こっちからもいくぜ！》

　イナミの攻こう撃げきをかわし続けていたＰＡメサイアだったが、騎士剣ナイツソードを振り上げてイナミに斬きりかかった。しかしその攻撃を、イナミは紙一重で軽々とかわしてみせる。

　諦あきらめず、立て続けにＰＡメサイアは横よこ薙なぎや突きを繰くり出した。

　しかしいずれの攻撃もイナミには掠かすりもしない。

　ＰＡメサイアはイナミから距きよ離りを取り、少し離はなれて対たい峙じする。

　イナミは肩を竦すくめ、怪け訝げんそうな顔をしていた。

「拙せつ者しやの太た刀ち筋すじを回かい避ひするのには驚おどろかされたが……はて、転じて打ち込んでくる太刀筋は素人しろうとそのもの。欠伸あくびが出る程に単たん調ちようで刺し激げきがない攻撃ときている。手て練だれと素人が入り交じったような、奇妙な力量の戦士であるな、おぬし」

　今の攻防だけで、イナミは名な薙なぎの実力を測れたと言わんばかりの物言いだった。

　言われた名薙は、ある可能性に気が付いてしまう。

　背筋を寒くしながら、思わず呟つぶやいてしまった。

《……剣の達人からしたら、オレの攻撃は素人同然。だとしたらオレは攻撃をかわせても、〝攻撃を当てられない〟ってことなんじゃないのか……！》

　羽音のような音と共に、名薙の視界に砂すな嵐あらしのようなノイズが走る。

　ＰＡメサイアの各関節が軋きしみ、動きが鈍どん化かしてしまった。

《また電子戦野郎か！》

「キヒヒ。いかにも、いかにも！」

　いつの間にかカナギが、ＰＡメサイアを天てん井じようから見下ろしている。その視し線せんに睨にらまれたが最後、電子機き器きはまともに動かなくなってしまう。ＰＡメサイアのコンピュータは対電子戦用のコーティングが施されているらしく、名薙の視界には「Anti Noise」の文字が表示されている。そのおかげで完全機能停止に陥ることはなかったが、カナギの指向性妨害波ターゲツトジヤミングは強力である。まともに身動きが取れない。

「またもや隙すき有り」

　イナミはＰＡメサイアに向かって踏み込んでくる。

　動きが鈍化したＰＡメサイアでは、攻撃を予測できても回避できる程の機動力を発揮できない。

　やられる！

　名薙が受け身の姿勢を取ろうとした直後、ＰＡメサイアの背後で銃声が轟とどろいた。

　仕掛けてきたイナミの正面に向かって、ミレイアのＰＡミリガスが放った銃弾が飛んでくる。イナミは即座にＰＡメサイアへの攻撃を取りやめ、ミレイアの銃弾を斬り払う。

　再びイナミは、ミレイアの援えん護ご射撃によって攻撃の機会を失した。

　その僅わずかな隙に、クローニとダリルが天井に張り付いていたカナギに向かって弾幕を浴びせた。重量のある銃弾の雨が、天井の壁へき面めんに突き刺さる。しかしカナギは身を捩よじり、素す早ばやくそれらを回かい避ひしていた。

　天てん井じようから飛び降りたカナギの視し線せんが、ＰＡメサイアから外れる。

　機き動どう力りよくを取り戻したＰＡメサイアは、カナギの視線の呪じゆ縛ばくから解放され、身軽になった。

　ＰＡメサイアは、すかさず横よこ薙なぎを繰くり出してイナミに斬きりかかった。

　イナミはＰＡメサイアの攻こう撃げきを太た刀ちで受け止める。高速振動する刃やいば同士がぶつかると、甲かん高だかい金属音と火花が飛び出た。

　その頃ころには、天てん犬けんのキメラ達と無人機達との戦いにはすでに決着が付いていた。

　無人機は残り数機を残し、キメラ達は全滅していた。

　会場内にはキメラ達の死し骸がいが無数に転がり、まだ戦っているのは、名な薙なぎ達と２体の全身機構サイボーグだけとなっていた。

　ふと、それまで黙だまっていたプロアテルが呟つぶやいた。

「────飽いたな」

　プロアテルが呟くと、イナミとカナギの動きが止まる。

　敵の異変に気が付き、思わず名薙達も攻撃の手を緩ゆるめてしまった。

　否いや応おうなくプロアテルに注目が集まったところで、再びプロアテルは口を開いた。

「投降しろ。そうすれば天犬に矛ほこを収めさせ、諸君を生きて帰そう」

　唐突なプロアテルの提案に、名薙は困惑する。

《……投降だって？　何を言っているんだ》

　すぐに続けて、皮肉った。

《奇妙なことを言うじゃないか、天使アイオーンの王。お前達はそもそも、人類を根絶やしにしようとしているんだろう。それなのに、オレ達に投降を促して助けようっていうのか。そんな言葉、到底信じられるわけがないだろ》

「……」

　鵜う吞のみにできなかった。

　ウマイ話ではあるが、理にかなわないのだ。

　滅ぼそうとしている人類あいてを、天使アイオーンが見逃す理由など皆無なのだから。

　しばらく無言で名薙を見つめていたプロアテルだったが、唐突に会場の壁へき面めんを指差した。

《……？》

　最初、その行為の意味は、誰だれにもわからなかった。

　だが数秒後、誰もがその意味を理解することになる。




　────大だい爆ばく発はつが起きた。




　プロアテルが指差した壁かべは、外側からの力によって一気に砕け散る。土砂流のような勢いで名薙達に飛来する壁の建材。その破片の向こうから、赤黒い灼しやく熱ねつの爆炎が現れる。

　炎の塊は、暴ぼう風ふうのように会場内に吹き付ける。会場内の飾り付けやテーブル、盛り付けられた料理やボトルが、炎の渦中に吞のみ込まれていく。

　会場外の廊下にいたアニカと真ま無な、そしてエリザは、物陰に隠れてその爆ばく炎えんをやり過ごす。

　一方、名な薙なぎ達は会場に残ったままだったが、ＰＡに搭乗しているので、炎の高温は脅威ではなかった。だが、爆発の衝しよう撃げきの方は問題である。吹き付ける熱ねつ風ぷうの衝撃の中で、名薙達の機き体たいは立っていられずに床の上を転げる。

　爆発によって、会場の壁かべには大きな風穴ができあがっていた。

　場内に立ち込めていた黒煙は、勢い良くその穴から放り出され、夜空に撒まき散らされて霧む散さんしていく。そうして炎の暴風と黒煙が晴れると、会場は黒く煤すすけた無残な姿に変わり果てていた。壁や床のあちこちでは、未いまだに焚たき火びのように小さな炎が燻くすぶっている。

　黒煙に包まれた会場内で、ＰＡメサイアは即座に立ち上がって周囲を見渡した。煙の中から現れたのは、少しだけ衣類が煤けた全身機構サイボーグと、そして無傷のプロアテルである。

《……何ということだ》

　口にしたのは、ダリルだった。

　ダリルのＰＡが見ている先には、黒炭と化したエリザの玉座があった。

　その向こう、破は壊かいされた壁の遠くには夜空が広がっている。

　ダリルが思わず声を漏らしたのは、その空に、常軌を逸したものが存在していたからだ。

　────虚こ空くうに浮かぶ巨大な島。

　名薙にはそのように見えた。

　その巨大な浮遊物が都市上空に現れたせいだろう。街のあちこちから光の柱が天に伸びており、けたたましい警けい報ほうが鳴なり響ひびいている。無数のスポットライトに照らし出された浮島の底部は、金属質の光こう沢たくを放っていた。

　それは無数の砲塔が突き出た金属の塊だ。

　それが巨大な〝空中戦せん艦かん〟の底部であることに気が付いたのは、その砲塔が、下界の街に雨のような砲撃を降らせ始めてからだった。

「やめよ！　やめよおおおおおお！」

　再び会場内に戻って来たエリザが、堪たまらず悲痛な叫びを上げた。黙だまって見ていられなかったエリザは、崖がけっぷちと化している会場端に駆け寄ろうとする。

《いけない、姫様！》

　そんなエリザの腕を、ダリルのＰＡが摑つかんで引き止めた。

　空中戦艦からの容赦ない砲撃によって街は爆炎に包まれていく。

　ビルは倒とう壊かいし、目に見える建物は紅ぐ蓮れんの炎を上げて燃もえ始めた。地上から遠く離はなれた45階の会場にいても、人々の上げる嘆きの声や、叫び声が微かすかに聞こえた。

　戴たい冠かんの日に愛すべき国を焼かれ、エリザの双そう眸ぼうからはボロボロと涙がこぼれ落ちた。




　　　　▼▼▼




　途方に暮れているエリザの悲しい背中を、名な薙なぎは引き裂かれるような心境で見守っていた。

　誰だれもが言葉を失っている最中、口を開いたのはクローニだった。

《────戦略級空中戦せん艦かん〝バルディウス〟。まさか実物を目にすることになるとは》

　クローニは続けた。

《……第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せん前、アメリカと呼ばれる国が開発していた、空中戦艦が存在していたそうです。人類の敗戦後、それは天使アイオーンの王が戦場に出向く際の専せん用よう機きとなったそうで。暗黒時代ブラツクベール以降の近年になってからも、７つの城じよう塞さい都と市しを壊かい滅めつさせた際に、その姿を現したそうです。つまりあの戦艦が、７つの都市を壊滅させた兵器なのでしょう。とんでもないものが出てきたものです》

　ＰＡの装甲の陰で、クローニがどんな表情をしているのか、名薙からは見えない。

　だが名薙に説明するクローニの言葉の端々からは、名薙と同じような怒りを汲くみ取ることができた。いつも飄ひよう々ひようとしているクローニですら、怒りを隠しきれないようだ。

　名薙は拳こぶしを握にぎり締しめ、毒づいた。

《この会場を攻こう撃げきしたのも、あの空中戦艦かよ……！》

　その言葉を肯定するかのように、プロアテルは無言だった。

　名薙は困惑し、思わず頭を抱えて言った。

《今日きようの京きよう都とは、いつにも増して厳げん重じゆうな警けい備びだったんだろ！　なんであんなデカブツが都市上空に簡かん単たんに侵入して来れたっていうんだよ！》

《余程に高性能なステルス機き能のうを有しているか、もしくは……上空警備の時間や、警備空域の〝情報が漏らされていた〟かでしょうね》

　クローニの口から出た予期せぬ発言に、名薙は押おし黙だまる。

　既視感があったのだ。

　以前にも、名薙は似たような経けい験けんをした。

　１週間程前に、名薙は黒の森シユバルツバルトと呼ばれる未踏の地の調ちよう査さ任務にあたっていた。現地に向かう途中、名薙達の部隊はエクレシア教会の奇き襲しゆうを受け、前ぜん哨しよう基地に囚とらわれたのである。

　事前の衛えい星せい偵察では、そんな前哨基地の存在は確かく認にんできなかった。安全だと思われていたルートで待ち伏せを受けたのだ。隊長のクローニは、内通者の存在を疑っていた。

《東とう京きよう騎き士し団だんの中に、天使アイオーンのスパイがいるってことかよ……！》

　プロアテルは、名薙に向かって語り始めた。

「見ての通り。私達は、この京都を焼き払うだけの十分な戦力を率いてやってきた。諸君等らは懸けん命めいにこの場での戦いに勝利しようと抵抗を試みているようだが、大局を見れば、それは無む駄だな抵抗に過ぎないことがわかるだろう。すでに決着している。これ以上の戦せん闘とうは無意味だ」

　淡々とした口く調ちようのプロアテルに、名な薙なぎは歯は嚙がみする。

《だからって、投降すれば助かるなんて思えないんだよ。今の攻こう撃げきは何だって言うんだ。今お前達は……無抵抗な人達をいきなり攻撃して虐ぎやく殺さつしたんだぞ！》

「不本意だが、諸君等らに戦いをやめさせるためには仕方がなかった。こちらの提案に従えば、今の攻撃が最初で最後だ。私は、この国を今ここで滅ぼすためにやってきたのではない」

《何を言っているのか、オレにはサッパリだ！　天使が攻撃してきたっていうのに、滅ぼす気はないだと！　ふざけるのも大概にしろよ、プロアテル！》

　プロアテルは断じた。

「私の目的は、あくまで〝叡えい智ちの花嫁〟を貰もらい受けること。それ以外にないのだ」

《！》

　叡智の花嫁。

　その言葉が意味しているのは、エリザの王命であり、あるいはアニカのことだ。

　それを貰い受けるのが目的とは、どういうことなのか。

《……オレにもわかるようにモノを言えよ。状況からしてつまり、天使アイオーンの王が、エリザ姫を誘拐するために、これだけの部隊を引き連れて直じき々じきにやって来たとでも言いたいのか》

「その通りだ」

　あまりにも妙な理由に、名薙は辟へき易えきする。

《馬ば鹿かげてるだろ。人間の王族を１人拉ら致ちするために、こんな騒さわぎを起こして、街に戦せん艦かんまで持ち込むなんて。血脳化しているくせに、考える頭がないのかよ！》

　喚わめく名薙に、プロアテルは淡々と答えた。

「この城の普ふ段だんの堅けん牢ろうな警けい備びをかいくぐり、姫君を秘密裏に誘拐することは難むずかしい。しかし今日きように限っては、この城の警備状況は筒抜けだった。正面からねじ伏せるには絶好の機き会かいだ」

《その結果が、この大騒ぎかよ！》

「戦艦を持ち込んだのは、可能な限り少ない流血で目的を達成するためだ。アレは侵攻のためではなく、私達が撤てつ退たいする時の脱出手段だ。現にこうして威い嚇かくに使えば、諸君等は、これ以上の抵抗を続けられないだろう？」

《……くっ》

「過って叡智の花嫁を殺してしまいかねない以上、最初から持ち出すことはできなかった。叡智の花嫁を無傷で拉致するため、この潜せん入にゆう破は壊かい工こう作さくと同時に、制空権を握る。その結果が、この状況なのだ」

《……そうまでして何な故ぜ、天使アイオーンの王はエリザ姫が欲しいんだ》

「……」

　名薙の疑問が、核心に触れる。

　だがプロアテルは、その質問には答えない。

　代わりに、プロアテルは警けい告こくした。

「バルディウスを持ち込んだのは、君達から選択肢を奪うためだ。私も王たる者。自軍の無む駄だな犠ぎ牲せいは避けたいと思っている。だから君達や人間の兵とは、可能な限り交戦を避けたい。このまま姫を私達に差し出し、見逃せば良い。そうすればバルディウスはこれ以上の攻こう撃げきを止やめ、大人おとなしく京きよう都と上空から引き下がろう。僅わずかな犠牲で、この都は存続できる。悪い話ではないはずだ」

　プロアテルの話を聞いた名な薙なぎは、納得がいかない。

《……何を企たくらんでるんだよ、アンタ。自分の方が有利な状況だっていうのに、人類の敵が、人類との戦いを避けたいなんて話、信じられるわけがないだろ》

「……」

　名薙は続けた。

《そもそも奇妙なんだよ。エリザ姫を無傷で手に入れるために、パーティーに潜もぐり込んできたというところまではわかる。けど今の状況は圧倒的に天使アイオーン勢力に有利だろ。エリザ姫の身柄を、ほぼ確かく保ほしたも同然の今なら、これからでも総攻撃を仕掛けることだってできる。お前達が大人しく帰る理由なんてないはずだ。姫を差し出したところで、本当にお前達が大人しく帰るなんて思えない。何を企たくらんでいるんだ？》
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「……」

　プロアテルは、肯定も否定もしない。

　その態度が、ますます疑惑を色いろ濃こくしていく。

　油断させて不意を突いてくる。その可能性が捨てきれない。

「────理由は知らぬ」

　発言したのは、焼ける都を見ていたエリザである。

　エリザは、ゆっくりとプロアテルを振り返って言った。

「だが目的は妾わらわの身１つなのだろう、天使アイオーンの王よ」

「いかにも」

「ならばこの身、民たみ達のためにくれてやるのは惜しくないぞ」

《エリザ姫！　何を言ってるんですか！》

　エリザの言葉に驚きよう愕がくし、名な薙なぎ達はエリザに注目する。

《コイツ等らの言うことなんて信用しちゃいけませんよ！　姫が大人おとなしく投降したところで、本当に京きよう都とから撤てつ退たいする保証なんてないんですよ！》

　訴えかける名薙に向かって、エリザは微笑ほほえんだ。

「このような未み熟じゆく者ものではあるが、妾も王じゃ。天使アイオーンの王が言う、民や自軍の犠ぎ牲せいを可能な限り避けたいという気持ちはわかる。ナナギ殿の言う通り、今やこの京都は、いつ総そう攻こう撃げきを仕掛けられてもおかしくない窮きゆう地ちじゃ。制空権まで抑えられた今、差し違えることはあっても勝利することはないじゃろう。それでも多くを生かすことを考えるのが、王の務めじゃ」

　その眼まな差ざしには、凜りんとした力強さが宿っていた。

「今すぐに戦せん艦かんを退去させよ、天使アイオーンの王。妾は────投降する」

　名薙達の傍かたわらを通り過ぎ、エリザはプロアテルに向かって歩いていく。

　プロアテルの提案を受け入れ、自らの身と引き替えに、京都の人々や名薙達を救う。それがエリザの願ねがいだった。堂々と胸を張って犠牲になろうとするエリザの背中を見ていられず、名薙はその背中を引き止めようとする。

　その時、ダリルの声が通信で囁ささやいてきた。

《────敵に気付かれぬよう、黙だまって吾わが輩はいの話を聞いてくだされ》

　いきなりダリルの声に話しかけられ、名薙達は驚おどろいた。

《状況は不利。態勢を立て直して出直す必要があるでしょう。今こうして吾輩達がいる場所から、プロアテル達を挟んだ反対側。あそこに王族専用のエレベータが見えますかな》

　ダリルに言われ、名薙はプロアテルの立つ向こう側を見やった。そこにはダリルが言う通り、王族専用のエレベータ扉が見えている。それは以前、エリザの部へ屋やに向かう際に乗ったことがあるエレベータである。確たしか、エリザの生体認証で稼か働どうする特殊なエレベータだった。

《あのエレベータは、緊きん急きゆう時じに地下の避ひ難なん路ろに直通となっております。吾輩が時間を稼かせぐので、どうか姫様を連れて、エレベータに乗ってお逃げくだされ》

　そう告げるダリルの真意を確たしかめようと、名な薙なぎが口を開こうとした瞬しゆん間かんだった。

　ダリルはいきなり飛び出すと、エリザの腕を摑つかんで引き止める。

「な、ダリル！」

《行かせませんぞ、姫！》

　ダリルはエリザの身体からだを無む理り矢や理り持ち上げ、そして名薙のＰＡメサイア目がけて放り投げた。

「きゃあああ！」

《姫！》

　ＰＡメサイアはエリザの身体を抱きとめる。

　それを確かく認にんしたダリルは、腹底に渾こん身しんの力を込めて声を荒げた。

《今だ！》

　ダリルの有無を言わせぬ迫力もあり、名薙達は指示された通りに動き出す。

　プロアテル達のいる場所を迂う回かいし、そうして王族専用のエレベータに向かって駆け出した。

　名薙達の意図を察知したプロアテルと全身機構サイボーグ達は、名薙達の行く手を阻はばもうと身を乗り出す。だがその３人に向かって、怒号を上げるダリルが正面から突とつ撃げきして行った。

《我が姫君に、貴様等らの指一本触れさせはせぬぞおおお！》

　イナミとカナギは名薙達の対応を後回しにし、先に飛びかかってきたダリルから、プロアテルを守ろうとする。ダリルの目前に立ちはだかり、その動きを止めようとした。

　カナギの視し線せんが、ダリルのＰＡの電装系を攻撃する。

　動かなくなろうとする機き械かいの関節を、ダリルは持ち前の筋力で無理矢理突き動かした。

　イナミの刀が、ダリルのＰＡの装甲を貫き、腹部を貫通する。

　焼けるような痛みを嚙かみ殺し、だがダリルは咆ほう哮こうを上げた。

「こやつ、止まらぬのか！」

　野や獣じゆうのような気迫で突撃するダリルを止めることができず、イナミとカナギは舌を巻く。

　ついにダリルは全身機構サイボーグの２人を突破し、その背後に控えていたプロアテルに向かって飛びかかった。プロアテルに向かい、ダリルは吠ほえた。

《姫様の盾にもなれず死ぬなど、このダリル＝グレイア、あの世で先代王のハイネル様に会わす顔がないというもの！　老骨の身なれど、敵の行く手に立つことくらいはできる！」

　プロアテルは、ＰＡに乗ったダリルによって羽は交がい締じめにされる。

《くぅ、何という頑丈な身体であるか！》

　ダリルはそのまま、プロアテルを圧殺するつもりだった。

　ＰＡの強力な力で生身の身体を締め上げられれば、通常の人間なら、そのまま圧力で身体を潰つぶされ、死んでしまうところである。しかしＰＡに羽交い締めにされたプロアテルの身体は、潰れることなどない。痛みに喘あえぐことすらない。

　だが、プロアテルの動きを止めることはできた。

　それだけでも、ダリルは良しとする。

《姫様、吾わが輩はいがプロアテルを引き止めておきます故、今のうちにお逃げ下さい》

　王族専用のエレベータに辿たどり着いていたエリザと名な薙なぎ達に告げた。

　エリザは泣きじゃくりながら、ダリルに懇こん願がんした。

「できぬ！　京きよう都とは今、窮きゆう地ちに陥っておるのだぞ！　お前が命を懸かけて戦っている中、妾わらわ１人だけでノウノウと逃げられるか！　執政官のお前を残してこのまま────」

《御おん身みはこの国の未来を背負って立つ身、それを忘れられたか！》

「！」

　プロアテルを拘こう束そくしたまま、ダリルはエリザを叱しかり飛ばした。

《本当に人々のことを思うのなら、吾輩の命など切り捨てる覚悟を持ちなさい。この国の最後の１人になるつもりで、毎日を生き続けなさい。エリザ様さえ生きていれば、民たみは希望を失わずに済む。古き時代の人間である吾輩よりも、生きるべきは未来を担う若者達。人類の生き残りをかけた未来の戦いに必要なのは、吾輩ではなく、エリザ様だ》

「ジイ……！」

　エリザだけではない。

　名薙達にも、この時になれば察しは付いていた。

　ダリルは────捨て身の覚悟で、名薙達を逃がすつもりなのだ。

《自らの身を挺ていし、民を守ろうとする高こう潔けつな意志。小さかった幼子が、立派になられましたな》

　ダリルをプロアテルから引ひき離はなそうと、イナミがダリルを背後から斬きりつける。イナミの刀は易やす々やすとＰＡの装甲を引き裂き、ダリルの背中を深々と傷付けた。名薙達から見えない装甲の陰で、ダリルは唇から赤々とした血を流した。

《しかし１つだけ進言しておきましょう。今日きよう逃げたなら、明日あしたもまた逃げなければならなくなる。たとえ今日、京都が滅ぼされようとも────明日のために我等らは戦うべきです》

「ジイ！　いやじゃ！　ジイ！」

《今までありがとうございました。ジイはこれより……長いお暇をいただきます》

「ジイいい！」

　エリザの背後で、エレベータの扉が開く。

　ベイゼルと真ま無なが最初に乗り込み、その後に、クローニとミレイア駆け込んだ。

　その場から去るのを拒こばむエリザを、名薙は無む理り矢や理りエレベータに引きずり込んでいく。非情かもしれないが、今はただ、ダリルの意志を無む駄だにしたくない一心だった。

　エレベータに乗り込んでいないのは、残すところアニカだけだった。

《アニカ、早く乗れ！》

「……」

　名な薙なぎの言葉に、アニカは何も答えない。

　その態度を奇妙に思ったものの、名薙は待っていられず、エレベータ内に引っ張り込もうと、アニカの腕に手を伸ばした。しかしアニカは名薙がのばした腕を────振り払った。

《？》

　アニカはエレベータから離はなれ、プロアテルの方角に向かって歩いて行く。

　去って行こうとするその背中を、名薙は愕がく然ぜんとした心境で見守った。

「……ようやく目が覚めたのかい。待っていたよ、ソフィア」

　唐突に声を発したのは、ダリルに羽は交がい締じめにされたままのプロアテルである。

「君はその娘の身体からだの中で、深く眠っていた。けれど今は彼の窮きゆう地ちだ。こうして目覚めざるを得ないだろう。何せ、君は〝彼を見捨てられない〟。そういう風に生まれついているんだ。その宿命からは、決して逃れられないんだ。私と同じで」

　誰だれ１人、何が起きたのかわからなかった。

　ただ次の瞬しゆん間かんには、プロアテルはアニカの目の前に立っていた。

《────え？》

　ダリルの拘こう束そくを軽々と解き、プロアテルは瞬間移動していたのである。プロアテルはアニカの前で、片かた膝ひざを突いて跪ひざまずく。そして小さな手を取り、アニカの愛らしい顔を見上げていた。

「この国には、叡えい智ちの花嫁が〝２人いた〟。１人はエリザリア＝エレオノール。そして２人目は君だよ、アニカ＝アルスコット」

「……」

　プロアテルは愛いとおしそうに目を細め、アニカの華きや奢しやな手を見つめて言った。

「知っていたさ。君達のことは、君達が生まれた時から知っている。一昨日おとといが君の誕たん生じよう日びであることもだ。私はこうして、君のことも迎えに来た。15歳になった君達を貰もらい受けにね」

《アニカから離れろ、プロアテル！》

　名薙はアニカの背中に向かって、懸けん命めいに呼びかけた。

　しかしアニカの焦点は定まっておらず、夢うつつの惚ほうけた眼まな差ざしで、プロアテルを見下ろし続けているだけである。

《アニカ、どうしたんだ！　ソイツに何をされたんだよ！》

　仮面の奥から、アニカの瞳ひとみを覗のぞき込むプロアテル。

　その眼差しに魅み入いられ、アニカは暗示にかかったように朦もう朧ろうとしていた。

　プロアテルに何かされているのか、アニカは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　飛び出そうとするＰＡメサイアの肩を、クローニのＰＡが摑つかんだ。

《やめなさい、逃げ遅れてしまいます！》

《離せよ！　アニカがプロアテルに捕まっているんだ！》

《これ以上は待てません！　ダリル殿が命がけで作ってくださった脱出の機き会かいが失われる！》

　クローニの口く調ちようは苦々しかった。

　おそらく名な薙なぎと同じくらいに、アニカのことを救出したくてたまらないのだろう。

　しかしその思いを懸けん命めいに抑え込み、必死に耐えようとしていた。

　だが名薙は自制できない。

《オレはここに残る！　逃げたいなら、オレ以外で脱出しろよ！》

《冷静になってください、ナナギさん！》

　クローニは名薙を説得した。

《事情は私にも詳しくわかりませんが、プロアテルが狙ねらっている叡えい智ちの花嫁とは、エリザ姫だけではなく、アニカちゃんのことでもあったようです。最初から狙いは２人だったということになるわけですよ！　だからここにアニカちゃんを残しても、すぐに殺されることはありません。けれど我々は違うでしょう！　彼等らに我々を生かしておく理由はありません！　残れば無む駄だ死じにするだけですよ！》

　クローニの言うことはもっともだった。

　だがわかってはいても、アニカを置き去りにすることを了承したくはなかった。

　アニカを凝ぎよう視ししたまま、名薙は渋っていた。そんな名薙に、クローニは続けた。

《必ず戻ってきましょう。生きてさえいれば、救出作戦にだって参加できる。けれど、死んでしまえばそれまでです。ナナギさんは、欠かせない大きな戦力なんです》

《……クッソォ！》

　名薙は叩たたき付けるように、エレベータの扉の閉へい鎖さボタンを押した。

　イナミとカナギが仕掛けてこようとする姿が、閉ざされていく扉の向こうに見えていた。

　だが攻こう撃げきを受ける前に、エレベータの扉は完全に閉ざされた。

　動き出したエレベータの階層表示は、見る見る間にカウントダウンを始めていく。

　誰だれ１人口を開かないエレベータ内は静まりかえっており、聞こえるのは、エリザが啜すすり泣く声だけだった。

　ダリルの犠ぎ牲せい。

　アニカの置き去り。

　名薙は、守りたい全すべてを守りきることができなかった。

　その怒りや悲しみもさることながら、今の名薙の胸中を震ふるわせていたのは、アニカを失うのではないかという不安である。

《……必ず助けてやるからな、アニカ》

　名薙は自分に言い聞かせるように呟つぶやき、ただただ拳こぶしを静かに固めた。
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　上も下もわからない。

　常に天地が入れ替わり続け、重力の変化に弄もてあそばれているような感覚だった。

　目の前を塗ぬり潰つぶしている漆しつ黒こくの向こうに、微かすかな明かりが見えてきている。

　闇やみの中を泳ぐようにして、少女は光を目指して藻も搔がいてみた。

　すると、徐々に光は少女の視界の中で大きくなっていく。視界いっぱいに満ちていく光は眩まばゆくて、思わず少女は、固く瞼まぶたを閉ざしてしまう。眩くらんだ目の痛みが引いていった頃ころ、再び瞼を開いてみる。

　気が付けば、少女は部へ屋やの中にいた。

　壁かべは白く、床は緑がかった色のリノリウムである。

　家財と呼べるものは何１つない部屋だった。白いレースのカーテンが付いた窓が１つだけあり、窓の向こうには、見たこともない街の景色けしきが広がっている。少女の目に見えていた光の正体は、窓の向こうから射さし込んでいた陽光であったらしい。

　何な故ぜ、自分がこんな場所にいるのか。

　ここはどこなのか。

　何もわからない。

　ただ少女が見つめていたのは、部屋の中央に置かれた１つのベッドである。

　ベッドの上で、小さな男の子が眠っていた。全身、痛々しい包帯だらけの姿であり、人工呼吸器や点滴の管などが、少年の身体からだに取り付けられている。それだけではない。ベッドの横には、心電図や、何に使うのかわからない物々しい医い療りよう機き械かいが設置されている。

　ここが少年の病室であるということに気付くまで、それ程の時間は要しなかった。

　その少年は、見るからに重体であった。

「かわいそうにね」

　病室の外。

　廊下から病室内を覗のぞくことができるガラス壁へきの向こうに、世間話をしている２人の看かん護ご師しが立っていた。２人は廊下から、病室の少年を見やりながら憐あわれんでいた。

「夏休みに、家族で帰省する途中だったんですって。高速道路で衝しよう突とつ事故なんて……」

「一家全員で事故に巻き込まれたんでしょう？　奥さん、助からなかったそうよ」

「旦だん那なさんも、病室で憔しよう悴すいしちゃっててね。見てられなかったわ。娘さんは歩けなくなって、一生車くるま椅い子すだそうだし。息子むすこさんも、あれじゃあね……」

「かわいそうに……。先生の話じゃ、息子さんも危険な状態らしいわよ。今はああして生いき繫つないでいるけれど、もう長くはないんじゃないかって」

「奥さんだけじゃなくて、息子むすこさんまでもなんて。酷ひどい話よ、本当に」

　看かん護ご師し達は、ベッドで眠り続けている少年をしばらく眺め、やがて廊下の向こうに去って行く。その話を聞いていた少女は、改めて少年の痛々しい姿に目をやった。

　理由はわからなかった。

　ただ言い様もなく……少年のことを愛いとおしいと感じていた。

　今にも消え入りそうな少年を見ていることが悲しくて。

　少年を愛おしいと感じている胸が切なくて。

　胸底を搔かきなじりたくなる程に心が不安定で、少女は我慢できず、少年のベッド脇わきまで歩み寄った。その少年の顔を見下ろし、気が付けば少女は、涙してしまっている。

「どうして私、こんなに悲しいんだろう」

　自分のことであるのに、他ひ人と事ごとのようだった。

　ただ傷付いた少年から目を離はなすことができず、悲しいと思う気持ちが強くなる一方だ。

「この子、どこかで会ったことがある……？」

　少女は少年の顔に見覚えがある。

　だがそんなはずはない。

　知らない少年なのだ。

　それなのに少女は、その少年の面おも影かげが誰だれかに似ていると感じていた。

　そして思い当たる。

　もしかしてこの幼い少年は────
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　飛び起きた。

　荒い心拍と呼吸。肌寒い冷や汗。

　それらを懸けん命めいに整ととのえながら、アニカは目覚めた。

　目が覚めた場所は、先程までいた病室ではない。高級家具が並び、豪ごう華か絢けん爛らんな装飾を施された室内である。純白のシーツに覆おおわれた広いベッドの上で、アニカはドレス姿のままで眠っていたらしい。ガラス壁へきの向こうからは、色白い朝あさ陽ひが眩まぶしく射さし込んで室内を照らし出している。

「……夢だったの、今のって？」

　行ったこともない病室で、見たこともない重体の少年を見ていた。

　夢にしてはディティールまで詳細だった。それにアニカは、妙な既視感を感じ、それが拭ぬぐい去れずにいる。気色の悪い目覚めに表情を歪ゆがめ、アニカは改めて周囲を見渡した。

「……ここ、どこなの？」

「ここは四し聖せい城じようの49階。京きよう都と王族の寝室だ」

　予期せず、呟つぶやいた疑問に答えが返ってきた。

　それに驚おどろき、アニカは声の主を室内に探した。

　いつからそこにいたのか。あるいはずっとアニカの傍そばにいたのか。

　仮面の男が、部へ屋やの暗がりに佇たたずんでいた。先に会った時のローブ姿ではなく、今は洒落しやれたタキシード姿である。

「アンタは……プロアテル……！」

「名前を覚えてくれていたか。光栄だ」

　目覚めたアニカに相あい対たいしたのは、天使アイオーンの王。

　人類を根絶やしにしようとしている異能者達の頂点であり、そしてアニカの一族を皆殺しにした仇かたきでもある。人の前に姿を現したという記き録ろくはほとんどないが、今、こうしてアニカの眼がん前ぜんに立っており、会話をしている。

　その異様な状況に、アニカは緊きん張ちようせざるを得なかった。

　逃げだそうかとも思ったが、どうやらアニカの手脚は、鎖くさりによってベッドに拘こう束そくされている。ベッド上で動き回る分には問題はなかったが、ベッドから離はなれることはできないだろう。

「わかっただろう。逃げることは不可能だ」

「いったい何の真ま似ねよ、これは……！」

　憎しみの眼まな差ざしを向けてくるアニカに、プロアテルは涼しい口く調ちようで答えた。

「少なくとも、君を仲間達の許に帰すつもりはないということだ」

「私を殺すつもりなんでしょう」

「そんなことはしない。君は我々、天使アイオーンにとって貴重な存在だ。死なれては困るんだよ」

「そんなの噓うそよ。だってアンタ、私の一族を皆殺しにしたじゃない！　私が貴重な存在ですって?!　なら何でお父とうさんやお母かあさんと一いつ緒しよに、私を殺そうとしたのよ！」

「君の家族の件があったか……そうだったな」

　プロアテルはゆっくりと暗がりから出て、アニカに歩み寄る。

　身体からだを強こわ張ばらせて身構えるアニカの傍まで来ると、プロアテルはベッド脇わきにあった椅い子すに腰掛けた。

「信じて貰もらえないかもしれないが、私には君を殺すつもりなど微み塵じんもなかった。だからこうして、君は今も生きているのだ。……ただ君のご両親は〝知ってはいけないこと〟に気付きつつあった。それが知られてしまえば、下へ手たをすれば我々の種は潰ついえてしまいかねない。だからこそ、口を封じる必要があった」

「知ってはいけないこと？」

「叡えい智ちの花嫁についてだ」

　プロアテルは、アニカの質問に素直に答えた。

「このことは、限られた者しか知ることを許されていない。我が忠実なる配下である終焉の騎士ナイツオブエンドですら、知っているのは断片的な情報だけだ。これまで私は、彼等らにすら真実を悟られることがないように行動してきた。だからこうして直接、事態に対処するためにやって来ている」

「何なのよ、その叡えい智ちの花嫁っていうのは」

「君達のことさ」

　プロアテルの意味不明な説明に、アニカは苛いら立だった。

　不快感を顕あらわにしているアニカには構わず、プロアテルは話を続けた。

「我々の種は、イデアという強大な力を誇り、血脳化した肉体は人類を超越している。記き憶おく能力と演算能力においては、人の身でありながらコンピュータを上回る程の性能を秘めているだろう。天使アイオーンは、人類の後継たる完かん璧ぺきな種なのだ」

「自慢話でもしてるわけ？」

「自慢？　いいや違う。憐あわれんでいるのさ」

　プロアテルが、仮面の裏で嘆息を漏らすのが聞こえた。

「我々がいなくなれば、人類には未来が拓ひらかれるだろう。だが逆に人類がいなくなれば、我々の未来は閉ざされる。単独では未来を持てない種。それが我々だ」

「……何を言っているの」

「血の呪のろいだ。結局のところ、私は彼女の模造であり、彼女なしには生きられない者なのだ」

　そこまで話したプロアテルは、黙だまってその場で立ち上がる。

　そしてベッドの上のアニカに這はい寄った。

「ちょ、ちょっと！　何を────」

　アニカの唇を手のひらで塞ふさぎ、プロアテルはアニカをベッドに押し倒した。

　羞しゆう恥ち心しんで頰ほおを赤く火ほ照てらせ、アニカはのしかかってくるプロアテルを押し返そうと必死に足あ搔がいた。しかしプロアテルの力は強く、アニカの華きや奢しやな身体からだから繰くり出される力では、抵抗の余地もない。

　片手でアニカの唇を塞いだプロアテルは、もう片方の腕で、アニカの内ももに触れる。

「！」

　他人に触られたことのない部位を触られ、アニカは青ざめた。

　そのままプロアテルは、アニカの身体のラインを指先でなぞり、下腹部に手のひらを当てた。

「秘密を教えよう」

　赤面し、泣き出しそうなアニカの耳元で、プロアテルは囁ささやいた。

「我々が種として存続するためには────〝君達の卵〟が必要だ」
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　穏おだやかな朝あさ陽ひが、京きよう都との上空から注いでいる。

　それなのに今け朝さは、笑え顔がおの人々を見かけることはなかった。

　遠く向こうに見えるビル群は、酷ひどく破は壊かいされており未いまだに黒煙を上げている。その上空には巨大な空中戦せん艦かんが浮遊しており、京都の人々を恐怖の底に突き落としていた。

　朝陽を浴びて煌きらめく戦艦は、まるで巨大な貝殻のような形状をしている。昨夜は暗くて全ぜん貌ぼうを見ることはできなかったが、明るくなってみると、その姿は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　都心中央部から離はなれた、京きよう都と騎き士し団だん北部基地。

　その滑走路に１人立ち、名な薙なぎは黒煙を立ち上らせている四し聖せい城じようを眺めていた。

　四聖城の傍そばに貼はり付いているかのように、空中戦艦バルディウスが配置されている。容易に近付くことはできなさそうだった。

「おはよう、名薙君」

　背後から話しかけてくる少女の声が聞こえた。

「真ま無なか」

　振り向かず、名薙は四聖城を見つめながら返事をした。

　名薙の素っ気ない態度に構わず、真無は言った。

「さっき、会かい議ぎ棟とうで総理から情報を貰もらったわ。昨日きのうの被害が判明してきたそうよ」

「どうだった？」

「酷いものよ。四聖城を警けい備びしていた騎士４００名は、天てん犬けんの奇き襲しゆうでほぼ全滅。続いて、バルディウスの砲撃を受けた京都西部地区は、損壊率が70パーセント近いそうよ。民間人の推定死傷者数は70万人。警察も西せい部ぶ騎き士し団だんも壊滅状態。おまけに各国の貴き賓ひんが、護ご衛えいの騎士達と共に、まだ四聖城地下のパニックルームに閉じ込められたままよ。下へ手たをしたら人質に取られかねないわ。敵の奇襲攻撃は、あまりに見事に決まってしまったと言わざるを得ないわね」

「酷いな……」

「同感よ」

　苦々しい顔の名薙に、真無は淡々と続けた。

「プロアテルは、京都のテレビ局をジャックして要求を訴えているわ。名薙君も見たと思うけど、内容はシンプルよ。────24時間以内に、エリザ姫の身柄を引き渡すこと」

「……」

「そうすれば、大人おとなしく京都から去るのだと言っているわ」

「信じられないな」

「それも同感ね。彼等らが京都に来た目的は、エリザ姫やアニカの身柄の確かく保ほかもしれない。けれどそれ以前に、彼等らの大目的は人類種の抹まつ殺さつ。その要求に応じてしまった後、彼等が私達を生かしておく理由なんて微み塵じんもないわ。彼等の要求に応じるのは利敵行為なのよ」

「エリザ姫の身柄を渡そうが渡すまいが、どちらにしろ戦いは避けられないんだろう」

「その通りよ。エリザ姫を引き渡さない方が、こちらにも分ぶがある状態で戦えると思う」

　真ま無なは苦笑し、名な薙なぎの意見を認めた。

「エリザ姫は、残った京きよう都と騎き士し団だん全隊に動員をかけ始めているわ。間もなくこの基地や周囲一帯は、京都のＰＡ部隊でごった返すことになるわね。そうしたら、総攻撃が始まるわ。この京都で生きる人達の、存続を懸かけた戦いが」

「……」

「私が訊ききたいのはね。名薙君はどうするつもりなのかってことよ」

　真無は、少し寂しげに双そう眸ぼうを細めた。

「あの巨大な空中戦せん艦かん、バルディウスがその気になれば、京都は簡かん単たんに火の海と化すわ。制空権が敵に握られている以上、それを取り戻すために、京都騎士団にもかなりの犠ぎ牲せいが出る。それだけじゃない。天てん犬けんの部隊に占拠された四し聖せい城じようには、強力な全身機構サイボーグと……プロアテルが控えている。プロアテルは、あの強力な終焉の騎士ナイツオブエンド達を従えている存在よ。その力は誰だれも知らないし、想像も及ばない」

「真無は何が言いたいんだ」

「これは負まけ戦いくさよ、名薙君。参加すれば、ほぼ確かく実じつに死ぬことになるわ」

「……」

　名薙は黙だまって拳こぶしを固めた。

「オレは、戦うつもりだ」

「アニカのため？」

　問われた名薙は、ようやく真無を振り向いて言った。

　その瞳ひとみには、揺らがぬ決意のようなものが宿っていた。

「ああ、そうだ」

　ハッキリと、名薙は真無の目を見据えて肯定した。

「前にさ。ゼインのオッサンに言われたことがあるんだ。守りたいと思うものをたくさん見つけろ。好きなモノには好き。嫌いなモノには死ね。自分が正しいと思うことを、ハッキリ口にし続けろって」

「……」

「強くなりたがっていたオレに、ゼインがくれたアドバイスさ」

　言いながら名薙は、真無に向かって苦笑する。

「オレには守りたいものがたくさんできたよ。正しいと思うこともハッキリ口にしてきたつもりだ。けど、それで強くなれた気はしないんだ。むしろ弱くなっていく一方なんじゃないのかとさえ思ってる」

　名な薙なぎの言葉を聞きながら、真ま無なは微笑ほほえみもせずに腕を組んだ。

　厳きびしい真無の眼まな差ざしに怯ひるむことなく、名薙は言った。

「ここでアニカを見捨てて、生き延びることが強いってことなら、オレは強くなんかなくたって良いんだ。オレは守りたい者のために戦いたい。たとえ向かう先が勝ち目の薄うすい戦いだったとしても、この気持ちはもう変えられない」

「……」

「もうすぐこの国は戦場になる。真無は京きよう都とを離はなれるんだ。ベイゼル総理と一いつ緒しよに東とう京きように戻れ。お前まで、この戦いに付き合う必要なんてないよ。生き残れたら、またその時に会おうぜ」

「……本当にバカね」

　名薙の意見を冷ややかに蔑さげすむ真無。

　相変わらずキツイその態度を、名薙は苦笑混じりで肯定する。

「かもな」

「違う。そういう意味じゃないわ」

「？」

　真無が言わんとすることが理解できず、名薙は怪け訝げんそうな顔を返す。

　真無は照れくさそうに頰ほおを染め、唇を尖とがらせて俯うつむく。

「……もう十分に強くなってるじゃない」

　囁ささやく真無の小声は、名薙には届かない。

　プイっと、真無は拗すねたように名薙に背を向けた。

「名薙君の言うとおり、私と総理は東京に戻ることにするわ。こんな勝ち目のない戦い。参加するだけ無む駄だ死じにだもの」

　真無は肩を怒らせ、立腹した様よう子すで名薙から遠ざかって行く。

　名薙の許もとから去りながら、真無はうっすらと涙を溜ためた双そう眸ぼうを拭ぬぐった。

「……バカ。ホント、私より頭が悪い男ってムカツク」

　苛いら立だち、思わず呟つぶやいてしまう。

　だがその苛立ちの理由は、真無自身にもよくわからない。ぶつけどころのない怒りが湧わき上がり、ただ胸中を切なく締しめ上げるだけだった。
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『作戦を説明する』

　京きよう都と騎き士し団だん長ちようであるスコットが、多目的ホールの壇だん上じようで宣言する。

　ひな壇状になったホール内には、京都騎士団の各隊の隊長が参席しており、その数は１００にも及ぶ人数であった。

　ＰＱＣピクシーのネットワーク経由で、バーチャル会かい議ぎに参加している別基地の隊長達も含めれば、総数は３００にも及ぶ大人数での会議である。

　壇だん上じようから壮そう観かんな顔ぶれを見渡し、スコットは自身の喉のど元もとのタッチパネルに触れ、虚こ空くうに巨大なＣＧ映像を表示させる。それは四し聖せい城じようを中心とした京きよう都との俯ふ瞰かん映像であり、その模型の上空には敵てき艦かんのバルディアスが飛んでいるところまで再現されていた。

『諸君等らも承知の通り、京都は、今まさに天使アイオーン達の脅威の直下にある』

　余裕のない表情で、スコットは続けた。

『昨晩、２０２２。京都中ちゆう央おう区くに位置する四聖城が、天使アイオーンの部隊による襲しゆう撃げきを受けた。部隊の名は〝天てん犬けん〟。イナミとカナギを名乗る２人の全身機構サイボーグをリーダー格とした、キメラの部隊である。四聖城は現在、敵の制圧下にあり、西部地区は壊かい滅めつ状態となっている。敵の空中戦艦に深々と懐ふところに潜もぐり込まれており、制空権も奪われているのが現実だ。我々は国家存続の危き機きに瀕ひんしている』

　各隊長達は、誰だれ１人として発言しようとしない。

『我々、京きよう都と騎き士し団だんは総力をもって、これから京都西部及び、四聖城の奪だつ還かん作戦を行う』

「しかし騎士団長殿！」

　騎士の１人が、敬礼をして立ち上がった。

「我々の厳げん重じゆうな警けい備び態勢が、容易たやすく破られてしまったのです。我々の人員配置状況が、敵に漏ろう洩えいしていたとしか思えない状況です。この中にスパイがいるかもしれない……そんな中でこのような作戦会議など、自殺行為にしか思えません。またも我々の行動は、敵に筒抜けかも知れないのですよ」

　その騎士の意見は、他ほかの騎士達も同様に考えていたことのようである。

　ホール内の騎士達は、皆お互いに疑惑の眼まな差ざしを向けていた。

　その不和な状況を見やりながら、スコットは続けた。

『敵がどのようにして、我等の警備態勢をこれ程にまで容易く打ち破れたのか、現在調ちよう査さ中ちゆうだ。だが今言われたとおり、判明している事実から推理するに、おそらくは内通者による、敵への情報漏洩があったのではないかと考えられる』

「やっぱりスパイ野郎のせいで、我々は窮きゆう地ちに立たされたということですか！」

『うむ』

　騎士の１人から出た発言を、スコットは肯定する。

『スパイの素性は、現在も調査中だ。わかっている事実から察するに、昨晩の記念パーティーの人員配置状況、上空警戒態勢を知ることができた人物だろう。四聖城の構造にも詳しい』

　スコットは言いながら、ホール内の人々を見渡して断言する。

『安心しろ。スパイは〝今この中にはいない〟のだ』

「どうして、そのようなことがわかるのですか！」

　ホール内から、質問が出た。

　スコットは嘆息をしてから答える。

『情報を精査したからだ。敵が把握していたであろう情報から察するに、スパイはクラス４以上の情報を知ることができた人物だろう。しかしエリザリア様を狙ねらって仕掛けてきた敵達は、エリザリア様を逃してしまった。王族用のエレベータに緊きん急きゆう脱出モードがあることを知らなかったからだ。対するに、そのことはこのホールに集まっている人間には周知の事実だ。つまりクラス５以上の情報を知る京きよう都と騎き士し団だんには、スパイは存在しないということだ』

「ということは……！」

『スパイは、クラス４までの情報を持ち、クラス５以上の情報は持たない者。だとすれば〝他国の騎士団の上級騎士〟がスパイだということになる』

　会場内は僅わずかにどよめいた。

　スコットは改めて同胞達を見渡した。

　どよめいていた騎士達だったが、すぐに静まり、暗い顔をしていた。

　自分達の中にスパイがいないことを理解しても、逼ひつ迫ぱくした状況のせいで前向きになれずにいるのだろう。沈ちん黙もくの騎士達の反応を確かく認にんしながら、スコットは眼まな差ざしを鋭するどくした。

『暗い顔をするな、馬ば鹿か者もの共！』

　ホール内にスコットの檄げきが飛び、陰いん鬱うつな面持ちだった騎士達はハッとする。

『西部地区は、ほぼ攻略されたに等しい。だがまだ東部、南部、そしてこの北部の騎士団勢力は無傷で温存されている。いきなり手痛い先制攻こう撃げきを受けてしまったが、決してまだ巻き返せない状況ではない。我等らにはまだ勝しよう機きが残されているのだ』

　スコットの力説を聞き、１人の騎士が挙手をした。

　発言をスコットが許可すると、その騎士は敬礼の後に意見を述べ始めた。

「勝機と仰おつしやいますが、制空権を握られたのはかなりの痛手であると考えます。本来ならあの空中戦せん艦かんは、都市上空域に入る前に迎撃しなければならなかった。ナイフで心しん臓ぞうを貫かれてから、ようやく抵抗を始めるのに等しい状況です。騎士団長殿が仰る通り、我等京都騎士団には、まだ戦うだけの戦力は残されています。しかし……戦場となるのはこの国の領土内。戦いに勝てたとしても、守るべきはずの都市は、壊かい滅めつ的てき打撃を受けるものと思われます」

『ふむ』

「この国を守るために戦う。それが騎士団の存在理由であります。守れないことがわかっている都のために、命を賭として戦うのはどうなのでありましょう。いっそ、この都市を放棄し、人々を避ひ難なんさせることこそが、国のためとなるのではないでしょうか」

『撤てつ退たいこそ良策ではないか、ということだな。良い意見だ』

「ハッ！　恐きよう縮しゆくであります！」

　発言を終えた騎き士しは、もう１度だけ敬礼をして着席する。

　その意見に賛さん同どうする騎士達は多いようで、ホール内は僅わずかにざわめき始めた。

　スコットは小さく咳せき払ばらいをしてから、不敵に微笑ほほえんだ。

『心配はいらん。都を守り、人々を救う。その秘策ならある』

　断言するスコットの言葉に、ホール内の騎士達は注目した。

　ホール内が静まり、全員が集中しているのを確かく認にんしてから、スコットは話を続けた。

『妙な話ではあるが……今回の敵は天使の軍勢セラフイツク・アルマでありながら、実際に攻め入ってきている敵兵の中にプロアテル以外の天使アイオーンが見当たらない。偵察カメラで得た情報によると、バルディウスの艦かん制御に至るまで、ほとんどがキメラだけで編へん成せいされている人外の部隊であるようだ。敵中に最大の脅威であるイデア使いが見当たらないのは、不幸中の幸いであると言えるかもしれない。重要なのは、敵勢力の主力がキメラであるという点だ』

　スコットは、四し聖せい城じように攻め入ってきたキメラの立体像を表示させる。

『まず基本的なことではあるが、キメラの性質についてだ』

　咳払いをし、続けた。

『キメラ。マモノと別生物の肉体を繫つなぎ合わせて作った怪物だ。通常のマモノと同様で、普ふ段だんは野や獣じゆうに等しい生活をしているが、天使アイオーンから血液を与えられると、その天使アイオーンの命令を理解し、従うようになる。いわゆる血液制御ブラツド・ハツクが可能な生物だ。マモノと明めい確かくに違う点は、継つぎ接はぎの生き物であることから、マモノ以外の生物の特徴を利用できるということだ。わかりやすく言えば、今回のキメラの場合、マモノと人の継ぎ接ぎだ。野獣のような性質を備えてはいるが、天使の命令で、人間同様に器用な行動もさせられるということになる。銃を撃うったり、爆ばく薬やくを仕掛けたりということができるマモノ、そんなところだ』

　そこまでスコットが話すと、虚こ空くうに表示されていたキメラの数が増えていく。

　瞬またたく間まに数十になったキメラのＣＧ映像を見やりながら、スコットは言った。

『キメラが組そ織しき立だって攻めてきているのは、天使アイオーンに血液制御ブラツド・ハツクされているからだ。つまりは、キメラ達を操あやつっている天使アイオーンが存在しているということに他ほかならない。ならば、その天使アイオーンはどこにいる。敵の中に天使アイオーンの姿はほとんどない。確認されているのは、四聖城に控えている１人だけだ』

　スコットは断言した。

『天使アイオーンの王、プロアテル。ヤツを叩たたけば、キメラ達は制御を失うだろう』

　ホール内にどよめきが生じた。

「しかし騎士団長殿！」

　また別の騎士が声を上げる。

「プロアテルを倒せば良いとは言え、奴やつは城で守りを固めております。城の階層移動に使用するエレベータ制御はすでに押さえられているでしょうし、各階の防御隔かく壁へきも下りています。これらを突破しなければ、そう簡かん単たんに近づくこともできないかと。周辺空域の制空権さえ奪われていなければ、いっそのこと城ごと砲ほう撃げきして火力で押し切ることもできようものですが……」

　どよめきの中、スコットは答えた。

『クラス７の情報だが、今は非常時。開示しよう。城のセキュリティシステムの制御室は敵の手中に陥落してはいるが、それとは別の、予備制御室が存在している』

「予備制御室……！」

『テロリストによる城の乗っ取りという、本来ならばあってはならない今のような状況に備えて設置されたものだ。この予備制御室は、パニックルーム内から出入りすることができる。囚とらわれの人質達と交信し、彼等らに協力して貰もらえば、隔かく壁へきの解除も、エレベータの稼か働どうも可能だ』

　騎き士し達の表情に、期待の笑えみがこぼれる。

　それを見逃さず、スコットは捲まくし立てた。

『我等はこれより総攻撃を仕掛ける。叩たたくべき敵勢力は、大きく分けて２つだけだ。１つは制空権を支配している戦略級空中戦せん艦かんバルディウス。もう１つは四し聖せい城じようだ』

　スコットは宣言する。

『バルディウスへの攻撃と同時に、城のセキュリティを解除。精せい鋭えい部隊を四聖城に送り込む。四聖城の天てん犬けんを突破し、プロアテルを倒すことさえできれば────敵は総崩れだ』

　スコットの作戦を聞いた騎士達は、目を輝かがやかせ始めていた。

　誰だれもが勝しよう機きを感じ、誰もがその可能性を感じていた。

　騒さわがしくなりつつあるホール内のざわめきを耳にしながら、スコットは小さく嘆息を漏らした。騎士達に説明した作戦には自信があった。立案した作戦通りにいけば、この国の平和を取り戻すことができる確かく信しんもあった。

「……だが、あくまで作戦通りにいけばという話だ」

　スコットには１つだけ、自分が立てた作戦に懸け念ねんがあった。

　倒すべき相手────プロアテル。

　その実力は未知数であり、果たして京きよう都との精鋭達だけで相手ができるのか。情報が少なすぎて、予想することも困こん難なんだった。いずれにせよ、プロアテルは突破しなければならない人類の敵。戦うしかない相手なのである。

「……勝てるのか」

　自らの呟つぶやきでありながら、スコットは苛いら立だった。
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　北ほく部ぶ騎き士し団だんの基地では、滑走路で炊たき出だしが行われていた。

　バルディウスの砲撃によって火の海と化した街から、逃げてきた一般市民達が避難しているのである。武器弾薬のケースが山やま積づみとなった格納庫内にも、避ひ難なん民みん達が犇ひしめいていた。

　格納庫の準２階。

　その手すりの前に、名な薙なぎとエリザの２人は立っていた。

　次々と格納庫を訪れる避難民達を見下ろしながら、話を始めたのはエリザの方だった。

「……ダリルは、妾わらわにとって父代わりの存在であった」

　名薙の隣となりで手すりに寄りかかっていたエリザは、憂うれいの眼まな差ざしをしていた。

「父が亡き後、妾には家族と呼べる者が１人もいなかった。周りには、国の舵かじ取とりについて思惑を巡らす大人おとなばかりじゃったよ。誰だれ１人として、妾個人のことを気にかけてくれる者はいなかった」

「でも、ダリルさんは違った。そうなんですね」

　名薙が言うと、エリザは苦笑した。

「いつまでもベソベソと女め々めしく泣くな。そう怒られたよ。妾は女であるというのに、全くもってデリカシーのないヤツじゃと思ったわ。けれど、あれは嬉うれしかった。妾のことを王族というモノであるかのように扱う大人達ばかりだったのに。ダリルは妾のことを、自分の子供であるかのように接してくれた。妾が無条件に信頼できる他人は、ダリルだけだった」

　言いながら、エリザの頰ほおには涙が伝う。

　音もなく静かに流れ落ちるその雫しずくは、エリザが手にしていた手すりに滴したたった。
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「こうして妾わらわが泣いていたら、またあの時のように、女め々めしく泣くなと怒るのだろうか。もうダリルは、妾の傍そばにいてはくれぬのだな」

「……」

　エリザの涙を、名な薙なぎは無言で見つめていた。

　やがて名薙も手すりに寄りかかり、エリザに向かって言った。

「明日あしたのために、今日きようを戦え。厳きびしいことを言われてしまいましたよね」

「そうじゃな」

　エリザは泣き顔に笑えみを作り、名薙を肯定した。

　名薙に、エリザは言った。

「力になってくれるのだというナナギ殿の申し出はありがたい。だが、本当に良いのか」

「どういうことです？」

「貴殿の身柄は東とう京きよう騎き士し団だんの所属。京きよう都とに何ら由ゆ縁えんのない身でありながら、命を懸かけた作戦に参加しても良いのかと。そう訊きいておる」

　エリザの質問に、名薙は少しだけ考え込んでしまった。

　僅わずかに間を置いてから、名薙は答えた。

「……エリザ姫の身柄を渡して。そうして敵に見逃して貰もらったところで、明日はどうなる。ダリルさんは、オレ達にそう言いたかったんだと思ってます」

　１つだけ嘆息する。

　そして名薙は、エリザに微笑ほほえんだ。

「この時代で、漠然と天使アイオーンの相手をし続けるのも大変ですよ。四し聖せい城じようには敵の親玉がいるわけですよね？　いつかは戦わなきゃいけない相手と戦うのが、今日なのか明日なのか。その違いだけでしかないですよ」

「そうか。かたじけないな」

「それに、プロアテルが欲しがる姫やアニカの身柄、つまり叡えい智ちの花嫁っていうものの正体についても、知っておきたいんです」

　真相は、何かを知っていそうなプロアテルから聞き出す以外にない。

　だからこそ、名薙はもう一度会わなければならないのだ。

　天使アイオーンの王に。

　エリザは涙を拭ぬぐって言った。

「命知らずな騎士よの、ナナギ殿は。長生きできぬタイプじゃな」

「長生きできそうにないから、こうしてここに残っているんですよ」

　名薙の言葉を聞いたエリザは、呆あつ気けに取られた顔をした。

　だが小さく噴ふき出し、肩を揺らして笑って見せた。

　ようやく笑え顔がおになったエリザを見て、名薙の表情も綻ほころんでしまう。

「妾わらわは総そう攻こう撃げきに向けてやることが残っておる。ナナギ殿も、戦いに備えておいた方が良いじゃろう。作戦開始の日没は、あと３時間後くらいにまで迫っておる」

「調ちよう整せいなんて器用なこと、オレにはできませんよ」

「……よく今まで生き残ってこれたものじゃな」

　呆あきれた口調で皮肉ると、エリザは名な薙なぎに背を向け、その場から去って行く。

　エリザは小さく手のひらを振って見せていた。

　そうしてエリザを見送っていた名薙の背後から、ふと男が話しかけてきた。

「────ここにいたのか、ナナギリョウガ」

　現れたのは、白いスーツ姿の人物。東とう京きようの総理大臣、ベイゼル＝ブルックナーであった。

「総理じゃないですか。真ま無なと一いつ緒しよに、東京に戻ったんじゃなかったんですか」

「そのつもりだ。だが出しゆつ立たつする前に１度、君と話しておきたくてな」

　ベイゼルは腕うで時ど計けいで時刻を確かく認にんしながら、名薙に尋たずねた。

「今、少し時間を取れるか」
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　ベイゼルに連れ出されて向かった先は、炊たき出だしが行われている滑走路である。

　騎き士し達が設営したテントには行列ができており、食器を持った人々が配給を待っていた。

「話って、何ですか」

　日が傾き、暮れ始めている空。

　そこを並んで歩きながら、名薙は隣となりのベイゼルに尋たずねた。

　ベイゼルはポケットに手を入れたまま話し始めた。

「大した用事ではない。君にここの人々の姿を見せたかったのだ」

「ここの人々って……避ひ難なんしてきている人達のことですか」

「ふむ。まあ、そんなところだ」

　ベイゼルの意図が摑つかめず、名薙は怪け訝げんな表情をしてしまう。

　ふと、ベイゼルは立ち止まり、テントの１つを指差した。その指先に促され、名薙が顔を向けた先には、人々にオニギリを配っている、エプロン姿のエリザの姿があった。

「ええ？　姫が配給係をやってるんですか？　総攻撃前にやることがあるって言ってたけど、配給係のことだったのか」

「面おも白しろい姫だろう」

　ベイゼルは真顔で言う。

「執政者としては年相応に未み熟じゆくではあるが、人望に関して言えば、私など足下にも及ばない程の人気であるかもしれない。王族であるくせに、妙に庶民的なのだよ。件くだんの姫君はな」

「庶民的……何となくわかる気がしますよ、それ」

　名な薙なぎは、配給係をやっている姫の姿をマジマジと見てしまう。

「姫が働いているところを見せたかったんですか？」

「それもある」

　ベイゼルの言わんとすることは予想できなかった。

　そんな名薙に構わず、ベイゼルは続けた。

「不ふ思し議ぎだとは思わないか。プロアテルは、エリザ姫の身柄を引き渡せば、京きよう都とから去ると宣言しているのだ。姫さえ渡せば良い。そう考える人間がいてもおかしくはないだろう。だがどうだ。私達の周りに、姫を差し出せと騒さわぐ者の姿が見えるか？」

　ベイゼルに言われて、名薙は驚おどろいた。

　言われてみれば、確たしかに奇妙なのだ。

「理由は簡かん単たんなのだろう。姫が人々から愛されているということもあるのだろうが、姫を差し出したところで、自分達が助からないであろう現実を、誰だれしもがわかっているのだ」

「……」

　言われて名薙は、改めて避ひ難なんしてきた人々の表情に注目した。

　配給に並んでいる人達。生き残った者同士で身を集め、語らう人達。いずれの表情にも笑え顔がおはなく、どこか諦あきらめに似た感情が透けて見えるようだった。

「この場にあるのは、どうせ助からないという悲ひ観かん主義だ」

「悲観主義、ですか」

「数え切れない程の諦めと、絶望が満ちている。こうした状況は、今日きようの京都だけではない。東とう京きようも、どこの城じよう塞さい都と市しも同じさ。いつか天使アイオーンが攻めてきて、自分は殺されてしまう。そんな絶望的な未来ばかりが現実的で、希望なんてどこにも見当たらない。誰しも、未来を信じることに疲れてしまっているのさ。この時代では」

「疲れてしまったって……」

「投げやりに生きているのだ。期待して裏切られるよりも、最初から期待しない方が楽なのだ。この時代の人類が抱えている心理的な病びよう巣そうとは、それであるのだと私は思っているよ」

　ベイゼルは名薙を見やり、言った。

「このままなら、この戦いは負けるぞ、ナナギリョウガ」

　断言された。

「プロアテルを倒せば勝利。単純な作戦だ。だが肝心のプロアテルの戦力は未知数。これまで直接、自らが戦せん闘とうに介入したことがない相手だ。保持しているイデア能力の内容も不明。だがその強大さを推測するのは簡かん単たんだ。単独で城塞都市を攻略しかねない実力を持った、終焉の騎士ナイツオブエンドを束ねている大物だぞ。確かく実じつに第６階かい梯ていレベルの実力者だ。そのうえ京きよう都と騎き士し団だんの騎士達の士気は下がっている。拠点である四し聖せい城じようが簡単に制圧された上、頭上にはあの巨大戦せん艦かんが常じよう駐ちゆうしているのだ。騎き士しだけでなく、市民だって滅め入いった気持ちになるさ」

「……真ま無なからも聞きましたよ、同じ話。勝てないだろうって」

「だろうな。彼女だって、そう言うだろう。私同様に〝君には死んで欲しくない〟と考えているのだから」

　真無の言葉を意外とも思わず、ベイゼルは名な薙なぎの話を肯定する。

「端的に言えば、私は、君がソフィア文書に書かれている救世主であるのだと信じている。簡かん単たんに死んで欲しくはない。君を死なせずに済むのなら、何であれ力になり、助言をするつもりだ。だからこうして頼むのだ。この戦いから手を引いてくれと」

　ベイゼルの予期せぬ申し出に、名薙は驚おどろいた。

「私は一国の長だ。私の命は、すでに自分だけのものではなくなっている。ここに残って、戦いの結末を見届けるリスクを取ることはできない。攻こう撃げきが始まる前に、この京きよう都とを去るつもりだ。キサラギマナも私と来るだろう。君も私と来い」

「お断りします」

「何な故ぜだ」

　即答する名薙に、ベイゼルは驚いた顔も見せずに真顔で尋たずねる。

　名薙は、少し考えてから答えた。

「オレのことを心配してくれる総理や、真無の気持ちは嬉うれしいです。けれどオレは、アニカを置いていけない。エリザ姫や、この京都の人達のことだって放っておけないんです」

　そう言う名薙に、ベイゼルは渋い顔をする。

「以前、私に、他人のためには戦えないと言っていた君の発言とは思えないな」

「そうですね。今回の戦いは、自分のためだけじゃない。オレを信じてくれる人達や、オレが力になりたいと思う他人のためでもある」

「迷いなく発言するようにもなった。君はこの僅わずかな期間に変化したようだ」

「そうかもしれません。自分ではよくわからないんですけどね」

　ベイゼルの好意による申し出は、名薙に断られてしまった。

　しかし断られたベイゼルは────不ふ思し議ぎと微笑ほほえんだように見えた。

　普ふ段だんから無表情な頰ほおは固く、動きはぎこちない。

　だが確たしかな笑えみを浮かべて、ベイゼルは言った。

「他人の暗い顔を見るのは、どんな気分だ、ナナギリョウガ」

　いきなり奇妙な話をされて、名薙は怪け訝げんな顔をする。

「どんな気分って、良くはないですよ」

「そうか。ならば傷付き、悲しんでいる者を見るのはどうだ」

「……」

　ベイゼルは空を見上げた。

　暮れなずむ空に陽ひは落ち始め、次第に闇やみが近付いてきているのが窺うかがえた。だが眩まばゆい太陽が未いまだに落ちきっていないのを見上げ、ベイゼルはその眩さに喜びを感じた。

「こんな時代だが、人々に未来を期待させるものがある────英雄の存在だ」

「……」

「マモノの脅威に怯おびえ、天使アイオーンに殺される。そんな毎日が当たり前だった人々の前に、その英雄は突然現れた。剣だけであらゆる強敵を退しりぞけ、剣だけで弱い者達を守り抜く。いつか天使アイオーンを打ち破り、人類を行き場のない絶望から救い出す救世主と信じられているよ。だがその英雄は、すでに死んだ。人々の胸中に、叶かなわぬ未来の希望だけを残して」

　ベイゼルは目を細めた。

「私はこう思うのだ。今や人々は疲れきってしまっている。だが彼等らが未来を諦あきらめない限り、まだ希望は潰ついえずにいられる。つまり、その英雄も同じなのだ」

「……」

「今その希望は、ボロ切れのようなフードに覆おおわれ、隠されている。今もこの基地の格納庫で、静かに待ち続けているはずだ。自らの姿を、再び白日に晒さらすべきその瞬しゆん間かんを」

　ベイゼルは、名な薙なぎに告げた。

「進言しておこう。君が生き残るためには、この戦いに勝つ必要がある。そしてこの戦いに勝つつもりなら、不可欠なものがある。人々には希望。士気を失っている騎き士し達には、強敵に立ち向かう勇気。そして君には、天使アイオーンの王を倒す最強の剣だ」

「……」

「君は、自分が英雄の名に相応ふさわしくないと思っているのかもしれない。では相応しい者とは、どんな人間なのだ。資格を持った者とは誰だれだ。答えなどあるのか？」

　ベイゼルは皆まで言わず、その場を後にした。

　難なん民みん達に紛れ、名薙は改めて空を見上げた。

　落ちきらぬ陽を見て、ベイゼルは何を思っていたのだろう。

　それを思いながら、名薙は格納庫に向かった。

　格納庫の中では、パイロットスーツに着替え終えた、京きよう都と騎き士し団だんの騎士達が慌ただしくしていた。整せい備び士しと話し込んでいる者。搭乗して機き体たいの反応を確たしかめている者。大型のクレーンやジャッキで、自機に飛行ユニットを取り付ける作業中の者もいた。

　もうすぐ始まる総そう攻こう撃げきに備え、各自が搭乗するＰＡの調ちよう整せいに余念がないようである。

　死地に向かい、命を賭として戦おうとする人々。

　名薙が生まれ育った時代では、こんな光景を見る機会などなかった。

　今まで名薙は、こうした光景に現実感を感じてこなかった。自分の生きていた時代とは別の時代。別の世界。関係ない人々。自分はこの時代を傍ぼう観かんしている第三者なのであり、この時代の全すべては、自分とは切きり離はなされているものだと考えてきたからだ。

　けれど、今は違う。自覚しているのだ。

　この時代を生きる人間の１人であることを。

　この時代で足あ搔がいている命の１つなのだということを。

　戦わなければ生き残れない。間違いなく自分は今、その瀬せ戸と際ぎわに立っているのだ。

　気が付けば、名な薙なぎは見み慣なれた機き体たいの前に立っていた。

　ハンガーに吊つられている機体だった。あまりにも有名なその機体を隠すために、名薙はクローニに頼んで、フードマントを取り付けて貰もらった。機体の正体を、誰だれにも気付かれたくなかったのだ。その機体に乗って戦うことで、人々の期待を背負いたくなかったからである。

　ボロボロになったフードに隠されているのは、剣１本で武装した白色の機体。あまりにも有名な英雄が、生前に搭乗していた伝説の機体だ。

　その機体は、見る者に希望を与える。

　その機体は、共に戦う者に勇気を与える。

　人類に希望を与えるそれを、このまま名薙の気持ち１つで隠し続けていられるだろうか。名薙に勇気がないせいで、人々から希望を奪い続けていて良いのだろうか。

「……いつか、言っていたよな」

　黙だまったまま名薙を見下ろしている機体に向かって、名薙は語りかけた。

「英雄になるための条件なんてない。英雄は、なろうと思ってなるものじゃない。……そう望まれた時になってしまうもの。あの時、オッサンが言ってくれたこと、今ならわかる気がするぜ」

　拳こぶしを固め、目前の機体の胸部を殴り付けた。

　硬質な金属の感触を拳の先に感じ、重たい反動が名薙の肩を抜けていく。

　その鈍にぶい痛みに歯を嚙かみ、名薙は呟つぶやいた。

「……この痛みは現実だ。紛れもなく、ここがオレにとっての現実なんだ」

　俯うつむいたまま、名薙は不敵に笑えんだ。

「オレはヘタレだし。バカだし。ガキだよ。アンタの代わりが務まる器うつわじゃないだろうさ。けどオレ以外には、乗れるヤツも、乗ろうと思うヤツもいないんだろう？　ならオレが乗り続けることを許して欲しいんだ。英雄を死んだままにはしておけない事情ができたんだよ」

　その機体の胸元に押し付けていた拳を離はなし、名薙は頭上を見上げた。

　格納庫内を照らす眩まばゆいドラム照明の光を見上げ、懇こん願がんするように呟いた。

「力を貸してくれ、オッサン。ぶっとばさなきゃならないヤツがいるんだ」

　消え去った面おも影かげに向けられた言葉に、答えはなかった。
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　作戦開始時刻まで、残り僅わずかとなった。

　滑走路には犇ひしめくように京きよう都と騎き士し団だんのＰＡが立ち並び、上空には飛行ユニットによって浮遊している空くう挺てい師団が控えていた。京都北部を守しゆ護ごするＰＡ部隊の全員が、滑走路に設けられた特設の壇だん上じように注目していた。

　スポットライトに照らし出されているのは、１機きのＰＡである。

　羽は織おられた着物のような形状の装甲。絢けん爛らんな装飾が施されたその機体は、女性に似たフォルムをしていた。巨大な薙なぎ刀なたを背負っており、さながら武家娘の出いで立たちである。

《────かつて、この世界に１３０あった城じよう塞さい都と市しの数は、72となってしまった》

　ＰＡ部隊に向けて語りかけるのは、エリザの声だった。

　壇上に立っていたのはエリザの専用ＰＡ、シラユリである。

《妾わらわ達の祖先達が、不断の努力によって建造した城塞都市。しかしそれら城塞都市は、やはり我等らが宿敵の天使アイオーンの侵攻によって、これまでも幾度となく滅ぼされてきたというのが歴史。そして今、その歴史の１つになろうとしているのが、この京都である》

　大部隊の注目にも怯ひるまず、エリザは雄々しく演説を続けた。

《天使アイオーン達が幾度となく人の都を破は壊かいし、滅ぼしてきたのは事実じゃ。だがそれだけが全すべてではない。未いまだに存命している72の都市で、人は抗あらがい、戦い、危機的な状況を退しりぞけてきた。幾度となく負け、幾度となく勝ってきたのも、また人の歴史じゃ。この京都は、今日きようまで勝ち続けてきた都市の１つである》

　エリザが搭乗しているＰＡシラユリのマニピュレータは、拳こぶしを形作り、それを頭上に掲げた。

《妾達は負けぬ！》

　明朗な声で断言する。

《この戦いは、かつて先代王であるハイネル王が乗り越えた戦いと同じである。７年前、我が国は今日と同じく危機的な状況にあった。しかし今日の皆と同じように立ち上がった勇者達により、この国は守られた。あの強力な天使アイオーンの軍勢を退けた。この国には、間違いなく天使アイオーンを凌しのぐ力が存在しておる。今宵こよいは再びその力を呼び起こし、各おの々おのが愛すべき者や、この国の民たみ達のために揮ふるって貰もらいたい。彼等らを守れるのは、妾達以外におらぬのだ》

　エリザの言葉に、地上にいたＰＡの部隊は姿勢を正して敬礼をする。

《敵は妾の身１つを差し出せば、この国から撤てつ退たいすると言ってきておる。だがその約束を、敵が守る保証などどこにもない。仮に戦わずして生き延びたところで、その先の未来に何が残されるというのか。いつか再び敵が攻めてきて、殺される。民達はその悪夢に苛さいなまれ、やがてその悪夢が現実に訪れるのを待つだけになるじゃろう。戦わずして生きるというのは、そういうことなのじゃ》

　掲げていた拳を解き、ＰＡシラユリは背負っていた大きな薙なぎ刀なたを取り出した。それを片手に持ち、柄つかの部分を床に叩たたき付けた。その音は鼓つづみのような弾力をもって、周囲一帯に響ひびき渡った。

《妾わらわの身は、妾が愛する民たみ達の明日あしたを摑つかむ戦いのために捧ささげる。そう決めたのじゃ。だからこそ、こうして出陣することにした。もはやこの戦いには身分の違いなど関係ない。この国に生きる１人の人間、エリザリア＝エレオノールとして、貴公等らと共に命を賭とす所存である！》

　エリザは呼びかける。

《戦おう、大切な人々が理不尽に殺されていくのを、我々が黙だまって見過ごすことはない！》

　声こわ高だかに、宣言する。

　その宣言に呼応するように、ＰＡ部隊からも雄お叫たけびが上がる。

《戦おう、我々は戦わずして敗北することなどしない！》

　薙刀の分厚い刃やいばを天に掲げ、エリザは星空を示した。

　京きよう都と騎き士し団だんの騎士達は、自分達の胸部装甲を叩たたいて呼応する。

《そして勝とう！　天使アイオーン共にわからせるのだ！　この国は、今日きよう滅びはしないのだと！》

　周囲一帯を沸わかす雄叫びが轟とどろく。

　騎士達は口々に、「装甲姫」の名でエリザの名を呼んだ。

　自らの演説で猛たける頼もしい騎士達を見渡し、エリザの胸中の闘とう志しも、沸き立つように思えた。数的には、京都騎士団の方に分ぶがある状況なのだ。都市西部の制空権を取られているのは手痛いが、北部、東部、南部の３方向にも、今エリザが見渡しているような大部隊がそれぞれに展開しているのだ。遠えん距きよ離り空中戦を仕掛け、包囲攻こう撃げきを行えば勝しよう機きはある。

　まだ戦えるのだ。

　その手て応ごたえを感じ、エリザは双そう眸ぼうを鋭するどくして鋭えい気きを高めていた。

　しかし────エリザの恐おそれていた事態は起きてしまう。

《……今回は、無理ですって！》

　全隊通信に強制的に割り込んできたのは、１人の騎士の発言である。

　その騎士の声は、雄叫びを上げる騎士達の耳元に否いや応おうなく届いた。

　冷や水をかけられたかのように、その場の声が徐々に静まっていってしまう。

　どこから発言された声なのか、すぐには特定できなかった。

　だが全隊通信に割り込んできた声は、１人や２人ではなかった。

　彼等は次々と発言を始め、全隊に言い聞かせ始めたのである。

《今回、俺おれ達の国を攻撃してきたのは、あ、天使アイオーン達の親玉なんだろ？　たった１機で、たくさんの城じよう塞さい都と市しを滅ぼしてきた終焉の騎士ナイツオブエンドを率いてる化け物なんだ！　終焉の騎士ナイツオブエンドにさえ勝てないのに、その親玉にどうやったら勝てるっていうんだ！》

《数的には分があるのかもしれないけれど、相手にそんな化け物がいるんじゃ、本当は勝ち目なんてないんじゃないか！　このまま戦えば、俺おれ達は死ぬことになるんじゃないのか！》

《撤てつ退たいするべきなんだよ！　俺達は憎まれ役覚悟で、戦いが始まる前に、こうして呼びかけてる！　この戦いは勝ち目がない戦いなんだ、死ぬのがわかってて戦うなんて無意味だろ！》

　全隊通信に呼びかけているのは、どうやら総そう攻こう撃げき作戦に反対する勢力のようだった。

　飛び交う否定的な意見に、騎き士し達は動揺を始めてしまった。どよめきが漏れ、徐々にその声は大きくなっていくばかりだ。

　エリザはＰＡシラユリの装甲の陰で、寂しげに笑った。

　……誰だれかがそれを言い出すことは、十分に予測していたことだ。

　京きよう都と騎き士し団だんに分ぶがあるというのは人数と装備を加味しての話であり、プロアテルという特殊な存在については考こう慮りよされていないのである。

　プロアテルは終焉の騎士ナイツオブエンド同等のイデア使い。

　その可能性は高い。

　断定するだけの情報はないが、その通りだとすれば、京都騎士団はプロアテル１人を相手に、勝てるかどうかすらわからない劣勢だろう。作戦反対派の意見は、ある意味で現実的なのだ。

　だが、そうだとして戦いが避けられる事態だろうか。

　エリザが演説で口にしたことは本音である。

　戦わずして生き残るのは、これからの未来を怯おびえて暮らすことなのだ。

　プロアテルの存在は不ふ穏おんではあるが、その危険性を恐れて、戦況に分があるこの状況で京都を放棄するのは間違っている。数百万の人々を守りながらの撤てつ退たい戦せんを展開したなら、おそらく被害の規模は、京都の全滅同然の痛手を被こうむることになるだろう。

　だからエリザは、戦うことを選んだのだ。

　作戦反対派の意見は続いていた。

《今回の作戦で、プロアテルに対抗できそうな騎士がいるか！　いないだろ！　そ、そんな状況で、勝ち目なんて本当にあるのかよ！》

《……それは》

　少し苦しげに、エリザは言葉を続けようとする。

　だがその時、作戦反対派の通信に、さらなる別人の声が割り込んできた。

《────勝つさ》

　少年の声だった。

　すっかり騒さわがしくなり、混迷を極めそうになっていた騎士達の耳元に、少年の声は確たしかに届いた。微み塵じんの迷いもなく。微塵の躊躇ためらいもなく。断じられたその勝利宣言に、騎士達は思わず耳を貸してしまう。

　並び立った騎士団の隊列の後方から、歩み寄ってくる１機きの白いＰＡがいた。

　ボロ切れ同然のフードマントを目ま深ぶかにかぶっており、その腰には一振りの騎士剣ナイツソードが提げられている。一切の銃火器を持たず、剣だけで武装したその姿は異様だった。

　一身に注目を浴びながら、そのＰＡは壇だん上じように立つＰＡシラユリの傍そばまでやって来た。

　すると遠えん慮りよすることもなく、壇上に飛び乗り、壮そう観かんな騎士団の大部隊に相あい対たいした。

《……敵は強力だ。誰だれ１人死なずに帰ってくるなんてことはありえないだろう》

　壇だん上じように上がり、何を述べるのかと思えば、その口を突いて出たのは作戦反対派と同じ見解だった。強気でもなく、人々を鼓こ舞ぶさせるわけでもない。

　ただ淡々と現実を告げるだけの発言である。

　そのＰＡは少年の声で続けた。

《これは死ぬ確かく率りつの方が圧倒的に高い作戦だ。俺おれには全員生き残れだの、死ぬなだのなんて、都合の良い言葉は易やす々やすと口にできない。死ぬ時は死ぬし。生き残れる時には生き残れる。それが現実だろ》

　少年は腰の剣を取り出し、それを目前に掲げた。

《俺から言えるのは一言だ。死ぬのが怖い奴やつは今すぐ逃げろ。必ず死ぬから》

　臆おく病びよう者ものは去れ。

　騎き士し団だんを相手にそう告げる少年の言葉に、誰もが苛いら立だちを感じた様よう子すだった。

　全隊通信には次々と、「何様だ」、「くたばれ」という罵ののしりの反応が現れ始める。その不ふ穏おんな動向を壇上で見ていたエリザは、思わず不安な顔をしてしまう。

　戦う前に総崩れになりそうな京きよう都と騎き士し団だんを見渡し、少年は言った。

《オレは死なない。死ぬつもりがないからだ。生きる意思があり。守らなければならない人々がいる。そして、取り返さなければならないものだってある》

　少年は、かつて英雄から言われた言葉の１つ１つを思い出していた。

　装甲に隠れたその表情には、不敵な微笑ほほえみが生まれる。

《相手が勝てそうにないような強敵だったなら────オレ達は未来を諦あきらめられるのか？」

　英雄が息も絶え絶えになりながら、少年に告げたことを口にする。

《人間は誰だって、戦うための〝力〟を数多く持っている。けれどそれを使おうとする人間は少ないんだ。ここにこれだけの騎士達が集まっているのに、その力を信じず、ただ逃げ出そうとする者達がいる。どんなにたくさんの騎士が集まっても意味がない。それぞれに立ち向かう勇気が、戦う意志がなければ、それは決して強さにはなり得ないんだよ》

　少年は語りかけた。

《お前達にだってあるだろう。帰りたい場所だって、譲ゆずれないものだって、すでにたくさん持っているはずじゃないか。誰もに戦う理由があるから、オレ達は強くなれる》

　そこまで言い終えた少年は、自らのＰＡを覆おおうフードマントの胸元を摑つかんだ。

　それをどうするべきか、すでに答えはわかっている。

　僅わずかに躊躇ためらった後、少年は決断した。

　────フードマントを脱ぎ捨てた。

　壇だん上じようを照らすスポットライトに照らされたのは、美しいまでに白い機き体たいだ。

　西せい洋よう甲かつ冑ちゆうのような金属装甲の手脚。胸元に分厚いブレストプレートを装備し、襟えりを立てたトレンチコートのような形状をした装甲を羽は織おっている。

　少年の行動の意味を、騎き士し達はすぐには理解できなかった。

　だが光の中に佇たたずむその機き体たいの正体に、間もなく誰だれもが気付き始める。

　数え切れない都市を守り、数え切れない人々を救った。終焉の騎士ナイツオブエンドと対等に戦い、幾度となく退しりぞけてきた。この時代に生きる人々の希望であり、人類の未来を切きり拓ひらくことを期待された、伝説にして最強の騎士。

《共に戦ってくれ────この〝剣聖〟と》

　少年、名な薙なぎ綾りよう月がは、その名を背負うことにした。
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　木陰の下で寝そべり、木こ洩もれ日びの心地ここち良よさに目を細めていた。

　麗うららかな緑の葉は擦ずれを聞きながら、草の匂においが香る芝の上に２人の男女がいた。

「幸せだね」

　呟つぶやいた女は、ワンピース姿だった。

　その隣となりの男が、言葉短く女性の言葉を肯定する。

「ああ」

　２人が黙だまると、再び葉擦れの音がする。

　青空を緩ゆるやかに流れる雲を見上げ、２人は夢見心地だった。

　しばらくして、女は寂しげに言った。

「でもね……私は知っているの。このまま何もしなければ、この幸せが消えてなくなってしまうことを」

「……」

「それは全すべて私のせい。そうならないように、一いつ生しよう懸けん命めいに努力している。けれど、なかなか上う手まくいかなくて……私、未来が怖い」

「大丈夫だよ。オレ達なら、きっと未来を変えることだってできるはずだ」

　男は身体からだの向きを変え、傍かたわらに寝そべる女の腹に触れた。

　彼女の赤い双そう眸ぼうを見つめながら、男は優やさしく微笑ほほえんで見せる。

「君に見えるオレ達の未来は、いつも変わり続けているんだろう。良い未来になるように、君もオレも、毎日努力し続けている。良い方向に向かっているんだ。悪いことにはならないよ。それに今はこうして、天から授かった命もあるんだ」

「……ええ」

　女は破顔し、頰ほおを僅わずかに赤く染めて同意する。

　そうして再び空を見上げ、呟いた。

「この子達の未来が、末永く幸せであるように。心の底から、そう思ってる」

「オレもだ」

　２人は空を見上げながら、互いの手を握った。

　その血の通った温かみと、お互いの脈動を感じながら、肺一杯に青草の匂いを吸い込む。

　世界は平和で、未来は不ふ確たしかで。

　それでも今、２人は確かに幸せだった。
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　焦こげ臭い匂においが充満する、広大な広間だった。

　辺り一面は煤すすけており、ポツリと中央に椅い子すが置かれているだけの寂しい場所だった。

　黒焦げの玉座。

　そこに仮面の男が腰掛けていた。タキシード姿の正装であり、その席の傍かたわらには、ウエディングドレス姿の少女を控えさせている。

　男は玉座で頰ほお杖づえを突いており、壁かべに空いた大穴の向こうを見下ろしていた。

　夜風が吹き荒れる穴の向こうには、巨大な空中戦せん艦かんが浮かんでいる。四方にサーチライトの光こう線せんを放っており、それに照らし出された地上には、人々の姿は見受けられない。自らの指示で焼け野原になった京きよう都と西部の街並みを虚むなしく見つめながら、プロアテルは呟つぶやいた。

「グノーシスにおけるソフィア神話では、ソフィアとは最下位の落ちこぼれの天使アイオーンだった」

　虚こ空くうに向かって、プロアテルは静かに語り始めた。

「神たるプロパトールを理解し、愛そうと必死だった彼女は、神に近付くという禁きん忌きを犯してしまった。その罰として彼女は楽園を追放され、地上に堕おとされた。そこで彼女が産み落とした娘達は、やがて地上の人類の魂を救済し、再生させるのだと言われている。遥はるかな太古の時代に作られた神話であるというのに、ずいぶんと今の状況になぞらえられているように思わないか。それも当然だろう。この世界には過去も未来もない。無限に続く現代を移ろっているだけなのだ。今この時が、過去に影えい響きようした結果なのかもしれないな」

「……」

「これは全すべて、私達が始めたことだよ、ソフィア」

　プロアテルの言葉は、傍らに佇たたずんでいるアニカに向けられていた。

　語りかけられたアニカは、何も答えない。穴から広間に吹き付ける夜風に、ウエディングドレスの裾すそをはためかせているだけである。その表情はもの悲しそうであり、プロアテルの言葉を、どこか上うわの空そらで聞いているようにも見えた。

　無言のアニカには構わず、プロアテルは続けた。

「君に話したことは、全て真実だ。天わ使れの秘密も。この時代の成り立ちも。そして、私達が為なすべきことも。それを知った今、君はどうする」

　プロアテルが問いかけると、アニカは俯うつむいてしまった。

　その赤い眼まな差ざしは陰り、今にも泣き出してしまいそうだった。

　遠くから、大気を揺さぶる砲音が聞こえた。

　直後、プロアテルとアニカが見つめる先で、戦艦の側面に爆ばく発はつが起きる。

　紅ぐ蓮れんの炎と装甲版の破片を噴ふき上げて揺れる戦艦を、２人はただ無言で見つめていた。

　数え切れない京きよう都と騎き士し団だんの空くう挺ていＰＡ部隊の機き影えいと共に、無数のロケット弾が、遠方より飛来して戦せん艦かんに向かってくる。やがて戦艦からの対空砲火が始まり、激はげしい空戦が開始された。

　赤々と燃もえ始める暗くら闇やみの空。

　それを見つめる２人の表情は変わらない。

「始まったな」

「……」

　爆ばく音おんが轟とどろく空を玉座から見守り、プロアテルは呟つぶやいた。

　時折、夜空に炸さく裂れつする閃せん光こうが、暗い広間に２人の影かげを刻みつける。

　殺し合いの空は、まるで花火のように幻想的だった。

「彼は、ここに来るのだろう？」

「……」

　アニカは何も答えなかった、それでもプロアテルには確かく信しんがあった。

「私を殺すことができる者がいるとすれば、それは彼だけだ。だから君は、彼をこの時代に送り込んできたのだろう。まさか彼に託すとは……残酷なことをさせようとするものだ」

　プロアテルは小さく、嘆息を漏らした。

　そしてアニカに言った。

「君の望み通り、ここで彼を待つことにするよ」

「……ごめんなさい」

　ようやく、アニカは口を開く。

　その謝しや罪ざいを聞いたプロアテルは、仮面の下で小さく微笑ほほえんだ。

「構わないさ」

　２人だけの広間から見上げる空は、燃え盛る。

　京都騎士団と天使の軍勢セラフイツク・アルマの攻防戦は、今まさに火ひ蓋ぶたを切って落とされた。
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　未いまだに炎の燻くすぶる、焼やけ焦こげた街。

　その上空では、暗く冷たい夜の風が吹き荒れていた。

　闇夜の中を飛行する数十の機影があった。

　鳥カゴのようなゲージをぶら下げたまま、ゆっくりと空を飛行しており、そのゲージからは時折、虫のようなフォルムの無人機が飛び出して行く。

　鳥カゴが空になると、虚こ空くうを飛ぶ騎士達は、お互いに通信で状況を報告し合う。

《こちら第11飛行小隊。目標地点αアルフアからΣシグマに偵察カメラを散布完了》

《第５飛行小隊だ。こちらでの散布も完了した。いつでも次の作戦に移れるぜ》

《第25飛行小隊。カメラの散布を完了した》

《こちら作戦本部ＨＱ。各隊、報告を続けろ》

　空を飛んでいる騎き士し達から、遠く離はなれた空。

　そこには巨大な空中戦せん艦かんが浮遊している。

　高速戦せん闘とう機きやＰＡによって編へん成せいされた攻こう撃げき大隊が、すでに交戦を始めている様よう子すである。戦闘空域では、爆ばく炎えんや対空砲火の閃せん光こうが迸ほとばしっているのが見える。大気を揺るがす爆音の中、通信の声はクリアに届けられていた。

《作戦本部ＨＱだ。各隊よりカメラ設置の報告を受信した。各隊、続けて地上部隊の援えん護ごに回れ》

《了解。各員、航空支援兵装に換装しろ》

　各隊の隊長の指示に従って、ＰＡの飛行部隊はぶら下げていた鳥カゴを投下する。

　身軽になったＰＡ達の、背後に背負っていた円筒状の砲身が変形する。煙突のように生はえていた砲塔は、ＰＡ達の腰の位置に移動し、銃身は眼がん下かの地表に向けられた。

《偵察カメラより、敵位置情報を捕ほ捉そく。地上部隊に送信》

　飛行部隊が見下ろす先には、焼け野原になった住宅街が広がっていた。

　そこに押し寄せるのは、四し聖せい城じように乗り込むべく侵攻している地上部隊であった。

　京きよう都と騎き士し団だんのＰＡ部隊を乗せた輸ゆ送そう装甲車の大隊。その最前列を走るのは、無人多脚戦車マシン・タンク達である。身長４メートル程に及ぶ、機き械かい仕じ掛かけの巨人と呼ぶに相応ふさわしい造型フオルムをしたロボット達だった。４脚歩行する下半身ユニットにはそれぞれタイヤが付いており、地面の上を転走している。大型の回転機銃や、砲塔を装備した上半身が載っており、その姿はまさに戦車である。

　ＰＡ達が突っ切ろうとしている住宅街エリア。そこを越えて、先にある都心部を抜ければ、やがて四聖城に辿たどり着く。距きよ離りにすれば、６キロ程だった。

　飛行部隊の騎士の１人が、眼下の景色けしきを見て思わず呟つぶやいた。

《おうおう、奴やつこさん達、ゾロゾロと姿を現し始めやがったぜ》

　焼け崩れた家々の残ざん骸がいの陰から、呻うなり声ごえを上げて姿を現す怪物達がいた。人の身体からだでありながら、オオカミのような形状をした鋼こう鉄てつの頭部を持つ怪物。

　キメラ達である。

　その手には各おの々おの、対ＰＡ用のライフルや高速振動ナイフを持っており、今まさに近付いてきている京都騎士団の地上部隊を迎撃しようとしていた。

　地上部隊から飛行部隊に通信が入る。

《敵の数が多すぎる。まるで前方に、化け物達の塊でできた壁かべがあるみたいだ》

《上からの眺めも汚ねえもんだぜ。ヨダレ垂らした獣けものヅラが、ごまんと並んでやがるんだから》

　冗じよう談だん交じりに、地上部隊の騎士の１人が言った。

《道を開けてくれ。この渋滞じゃ、城に着く頃ころには年が明けちまう》

《交通整せい備びなんてやってる暇はないってんだ。やるなら空からの大掃除だな》

《そりゃあ良い。京きよう都との飛行部隊には、綺き麗れい好ずきが多いって聞いてるぜ》

《地上部隊からのリクエストだ。まずは１発、花火をかましてやるぞ、野郎共！》

　各隊の隊長の命令で、飛行部隊のＰＡは、両肩、両脚に取り付けられていたミサイルポッドを開け放った。そこから覗のぞいた赤い弾頭が、それぞれの標的を自動でロックオンする。

《大掃除の始まりだ！》

　号令と同時。一斉に発射されたミサイルは、飛行しているＰＡ達から白煙の尾を引いて地上に向かって解き放たれる。発射されたのは、自律誘導爆弾ドローン・ミサイルである。

　通常のミサイル程の弾道速度は持たないが、速度が出ない分、変則的な軌道での小回りが可能な代しろ物ものである。１つ１つが高い追尾能力を持っており、建物の裏側にいる標的にも直ちよく撃げきさせることができるミサイルだ。

　自律誘導爆弾ドローン・ミサイルは、地上に犇ひしめくキメラ達の頭上を目がけて、次々と着弾した。

　地上部隊の向かう先で、派は手でな爆ばく発はつと炎が立て続けに起こり、地面を揺らす。

　遮しや蔽へい物ぶつの陰にいる敵も、建物の屋内に潜ひそむ敵も、容赦なく自律誘導爆弾ドローン・ミサイルの直撃を受けて爆裂四散していく。敵の出で端ばなを挫くじいたところに、飛行部隊は駄だ目め押おしの機き銃じゆう掃射をキメラ達に対して行った。飛行部隊が撃うち漏らしたキメラは、地上部隊を先せん導どうしている無人多脚戦車マシン・タンクが始末していく二重の火力押しである。

　猛烈な火力と弾幕によって蜂はちの巣にされていくキメラ達を見やり、装甲車に乗った地上部隊達は歓声の声を上げていた。

《タリホー！》

《ははは！　派手にかましてくれてんじゃねえかよ、北部飛行大隊の連中！》

《空の紳士達が、お上品にエスコートしてくれた道だ！　城のケツまで一気に突っ込むぞ！》

《おうよ！》

《後は俺おれ達に任せておきな！　姫様の城は、必ず取り返してみせるからよお！》

　地上部隊が敵陣を突破していくのを見送りながら、飛行部隊は燃ねん料りよう補給のために一時撤てつ退たいすることとなった。遠ざかって行く装甲車の大隊に敬礼をしながら、飛行部隊の騎き士し達は微笑ほほえみ、口々に言った。

《我等らが命運、剣聖と共に》

《剣聖と共に！》

《剣聖と共に！》

《ご武運を》

　地獄のような戦いが始まったばかりであるというのに、騎士達の表情にはもう、恐れも不安も、残されてはいなかった。
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　瓦が礫れきの街並みを走る装甲車の中は、酷ひどく揺れ続けていた。

《とんだ隠し球を持ってたもんやな、ナナギくんは》

　目の前の席に腰掛けていた、ミレイアのＰＡミリガスからの通信だった。

《まさか今いま頃ごろになって素性を明かして、京きよう都と騎き士し団だんの士気を取り戻すなんて。策士にも程があるあざとさやないか。うちも驚おどろいたでホンマ！》

　ミレイアは腕を組み、ウンウンと深く頷うなずいて言う。

《剣だけで武装したＰＡで、天てん犬けん部隊の全身機構サイボーグとも渡り合えたわけやし。今思えば、あの黒の森シユバルツバルトの調ちよう査さ任務の時におかしいと思ってなあかんかったのやろうけど、フードマントの下が、まさかメサイアやったなんて……いったい何で、ナナギ君がその機き体たいに乗ってるん？》

　ＰＡメサイアに搭乗していた名な薙なぎは、ミレイアと同じように座席に腰掛けていた。

　ミレイアに訊きかれた名薙は、どう答えたら良いものか考えてしまう。

　だが、取とり繕つくろうこともせず、正直に話すことにした。

《……託されたんだよ、死んだ剣聖から》

《え……剣聖が、死んだ?!》

《剣聖ゼインは、オレの身代わりになって死んでしまった。その時にゼインから、この機体を託されたんだ。代わりに英雄をやってくれ、そう頼まれているように感じたよ》

《……》

《怖かったんだ。オレはただの高校生でしかなくて、いきなり人類の英雄の代わりをやれだなんて言われても、無む茶ちやだと思うだろ。やってはみても、みんなの期待通りにできなかったらどうしようって、そればかり気にしてた。けど今は違うんだ。認められなくても良い。蔑さげすまれたって良い。ただ〝剣聖〟という名前が、オレの大切な人達を守るための力になるのなら、オレは名乗りたいと思った。ようやく覚悟が決まったとでも言えば良いのかな》

　装甲に隠れた名薙の苦笑いは、ミレイアには見えない。

　しかし見えなくとも、ミレイアは名薙の苦心を感じていた。

　やがて、装甲車は停車する。

　戦いの時が、今まさに訪れたのだ。

　間もなく、地上部隊の騎士達が駆けて行く足音が聞こえてきた。

　各隊の隊長から突とつ撃げきの合図が飛び、車の外ではいきなり激はげしい銃撃戦が始まる。

　けたたましい銃音の大合唱を耳に、ミレイアのＰＡミリガスは静かに立ち上がった。

《四し聖せい城じようまで、残り１キロ地点。敵陣のど真ん中まで来たようやな》

《……ああ》

　肯定しながら、ＰＡメサイアもその場で立ち上がる。

《良かったのか、クローニ神父だけじゃなく、ミレイアまで残るなんて。総理や真ま無な達と一いつ緒しよに東とう京きように戻っても良かったのに》

《放っておけないやん。うちの友達なんやで、アニカちゃんは！》

《……そっか》

　名な薙なぎは苦笑する。

　２人はどちらからともなく動き出し、装甲車後部の出しゆつ撃げきハッチに向かった。

　ＰＡミリガスは、車しや壁へきにあるコンソールを操そう作さし、ハッチを開く。

　上下に開いていくハッチの向こうは、黒炭と化したビル群が立ち並ぶ滅亡の街であった。飛び交う火か線せんの向こうには、天高く聳そびえる四し聖せい城じようのシルエットが見えている。

《英雄の代わりか》

　名薙は嚙かみ締しめるように呟つぶやいた。

《必ず勝たないといけないじゃないか》

　腰に下げていた騎士剣ナイツソードを取り出すと、羽音のような微振動音が溢あふれ、やがて収束する。マモノの鋼こう鉄てつの身体からださえ斬きり飛ばす高速振動剣を構え、ＰＡメサイアは後部ハッチから飛び出した。
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　傾き、崩れかけた黒炭のビル群。その残ざん骸がいの陰から、異い形ぎようの人ひと影かげが滲にじみ出てくる。

　頭部が鋼鉄のオオカミとなっている人影だった。それらは各おの々おのに銃器で武装しており、京きよう都と騎き士し団だんの地上部隊が現れると共に、瓦礫の陰から射撃を始めた。

　暗くら闇やみの中、四方で数えきれない銃火の閃せん光こうが瞬またたいた。

　敵の弾幕の最中で、先陣を切っていた１機きが、薙なぎ刀なたを手にして突撃する。

《各員、【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを起動するのじゃ！　暗闇での戦せん闘とうで肉眼を頼るな！　センサーと、偵察カメラの映像で敵位置を捕ほ捉そくせよ！》

　薙刀を持ったエリザのＰＡ、シラユリから指示が出る。

　地上部隊はＰＡの喉のど元もとに付いているタッチパネルを操作し、件くだんのアプリを起動した。するとソナー信号のように、自分中心に光の波動のようなものが発せられる。直後、周囲50メートルの範はん囲いに亘わたって、壁かべの向こう側の間取りまでもが透けて丸見えになった。

　味方の識しき別べつ信号を出しているＰＡは青。敵てき影えいは赤のＣＧで表示される。

　地上の各隊は、赤い敵影に向かって照準を束ねていく。

《行くぞ！》

　かけ声と共に、エリザは手にした薙なぎ刀なたで、近くにいたキメラを胴どう薙なぎに両断した。

　断だん末まつ魔まと血ち飛沫しぶきを上げながら崩れ落ちるキメラの死体を蹴けり転がし、次の獲え物ものを探し始める。

　けたたましい銃音の中に紛れて、通信でエリザに呼びかける声があった。

《無む茶ちやしないでください、姫！》

《スコットか！》

　見れば、ＰＡシラユリの傍そばには騎き士し団だん長ちようのスコットが搭乗する機き体たいがあった。

　エリザに声をかけながらも、スコットは手にした振動ナイフをキメラの頭部に突き立てる。

《危険ですから、あまり前ぜん衛えいに出ないで！　ただでさえ、姫のご出陣には反対だったというのに、近接武器で敵陣に斬きり込むなんて見ていられません！》

　スコットが案じている傍から、ライフルを構えたキメラ部隊が、エリザのＰＡシラユリに狙ねらいを付けていた。即座、キメラ達はエリザ目がけて運動徹甲フレシエツト弾の弾幕を浴びせている。

　運動徹甲フレシエツト弾はＰＡの装甲や、マモノの鋼こう鉄てつの身体からだでも容易たやすく貫通する強力な弾丸である。

　被弾すればＰＡシラユリの装甲など貫通され、搭乗者のエリザに致命傷を負わせることは間違いないだろう。

　しかし────銃弾はＰＡシラユリに届く前に軌道が逸それる。

《フフ。案ずるな、このシラユリならば大丈夫じゃ！》

　ＰＡシラユリに向かって飛び来る銃弾は、全すべてＰＡシラユリの直前で90度近く方向転換し、あらぬ方角に飛んで着弾した。それはまるで、ＰＡシラユリの周囲に見えない壁かべが存在しているかのようだ。

《妾わらわの機体に届く攻こう撃げきなどない。この〝空間負屈折壁アシンメトリツク・シールド〟がある限りな》

《過信はいけません、姫。その専用機体は称号持ちエリスネーターの機体と同様に異常性能イレギユラースペツクではありますが、空間に展開するバリア機能の性質上、エネルギー消費が激はげしい。酷使しないで、やはり後衛でですね！》

《ええい！　やかましいぞ、スコット！　良いから貴殿は、作戦本部ＨＱと飛行部隊を指揮して、しっかり空中戦せん艦かんを足止めしておくのじゃぞ！　妾達は戦艦の眼下におるのじゃ！　これ以上、頭上から火力を集められてはかなわん！》

　地上部隊の敵は、目前のキメラ達だけではない。

　時折、頭上の空中戦艦が行う航空支援掃射や、空対地ミサイルの攻撃が降ってくる状況である。飛行部隊の陽動攻撃により、戦艦は全砲門を地上に向けられないが、それでも火力は強烈だった。地面を揺るがし、土煙を巻き上げ、次の瞬しゆん間かんには砲撃で砕け散った騎士達の亡なき骸がらが飛び散る地獄絵図である。

　空も地上も、爆ばく炎えんと煙だらけ。

　流星雨のように空を横切る対空砲火の火戦を見上げ、エリザは声を上げた。

《このままなら押し切れる！》

　言い聞かせるように断じて、エリザが率いる地上部隊は四し聖せい城じようを目指した。

　敵陣を突破し、エリザ達は四し聖せい城じように続くメインストリートに出る。片側４車しや線せんの幅広い道路上には、砕けて落下してきたのであろう、近きん隣りんビルの鉄骨の残ざん骸がいや、看板などが転がっていた。その通りの先には城門が見えており、プロアテルの許もとまであと少しである。

　勇んで通りを駆け抜けようとしたエリザ達だったが、進軍の足がふと止まってしまう。

《……何ということじゃ！》

　道路に向かって傾き、倒れかけている建物。その暗くら闇やみの中から、呻うなり声ごえが聞こえてくる。

　これまでに地上部隊が蹴け散ちらしてきたのとほぼ同数のキメラ達が、暗闇に潜ひそんで待ち構えていたのである。四聖城まであと少しだというのに、ここに来て敵の大増援に出くわしてしまった。

　決して退しりぞけられない勢力ではないが、退けるためには時間がかかってしまう。

　この総そう攻こう撃げき作戦の鍵かぎは時間なのである。飛行部隊が空中戦せん艦かんを引き留めておける間に、四聖城に乗り込み、プロアテルを倒す。どれだけ早く四聖城に辿たどり着けるかが胆きもであるというのに、その目もく論ろ見みを阻はばむように、現れたキメラ達はエリザ達を睨にらみ付けている。

《ええい、構っておる暇などないというのに……！》

　薙なぎ刀なたを構え直し、今にも発砲しようと銃器を構えるキメラ達と対たい峙じする。

　交戦が始まろうとする直前だった。

《────退どいていろ》

　エリザ達の後続から飛び出す、１機きの白いＰＡがいた。

　剣１本だけで武装したＰＡ────メサイア。

　ＰＡメサイアは各関節に仕込まれている小型急加速器シヨツト・バーニアから、砲のような圧あつ縮しゆく空気を放つ。その反動によって加速された行動速度は、もはや常人の目では追えない超高速であった。

　飛び出したかと思われたＰＡメサイアは、即座にエリザ達の視界から消失していた。

　気が付けばＰＡメサイアは、暗がりに潜むキメラの敵陣に深々と踏み込んでおり、立たち塞ふさがる敵を一いつ瞬しゆんにして両断していく。まるで短たん距きよ離りを連続で瞬間移動しているかのような速度で、何が起きたかも理解させぬまま、ＰＡメサイアはキメラ達の頭部を斬きり飛ばして回る。

　暗闇の中で、ＰＡメサイアの小型急加速器シヨツト・バーニアから放たれる青白い光が瞬またたいて見えた。

　火花と血ち飛沫しぶきを散らして突撃するＰＡメサイアによって、エリザ達の前に現れたキメラの大群は、その数を半数近くにまで減らしてしまう。

《ナナギ殿……何という速さと強さじゃ！》

　絶句する京きよう都と騎き士し団だんの前で、ＰＡメサイアは尋常ではない速度で敵陣を崩していく。

　キメラ達は、ＰＡメサイアに半数近くの味方を減らされたところで、ようやく反撃に転じることができた。キメラ達が各おの々おのに手にしているマシンガンの銃口は、全すべてがＰＡメサイアに向けられる。凄すさまじい弾幕の嵐あらしがＰＡメサイアを襲おそうと、ＰＡメサイアはコンクリートの支柱の裏に身を隠した。

　近距離戦用の武装しか持たないＰＡメサイアの弱点は、近付かなければ攻撃できないという点である。火力を集められると反はん撃げき不能に陥ってしまうのだ。持ち前の起動力で銃弾を回かい避ひすることはできても、あまりにも多くの弾を集められては逃げようもない。

　敵の強力な弾幕を前に足止めされたＰＡメサイア。

　その窮きゆう地ちを救おうと、地上部隊が敵陣の横よこっ面つらから攻撃を仕掛ける。

　しかしキメラ達は、ＰＡメサイアへの攻撃を止やめようとはしなかった。地上部隊の数を減らすよりも、ＰＡメサイア１機きを落とした方が優ゆう位いに立てると判断したためである。マモノよりも知恵が働く、キメラ故の状況判断能力であった。

《────剣聖に続け！》

　追い詰められたＰＡメサイアの後方から、京きよう都と騎き士し団だんの重武装ＰＡ部隊が姿を見せる。

　両肩と両脚には自律誘導爆弾ドローン・ミサイルを満載したミサイルポッドが装備されており、腰の左右には２門の速射砲が突き出ている。両腕には大振りな二挺ちようのハンドガンだ。

　通常のＰＡの積せき載さい能力であれば、まともに歩くことさえ困こん難なんな重量の重武装である。強化フレームを着込んだ重武装部隊は、地じ響ひびきを立てながら敵陣に歩み寄って行った。

　騎士達の視界には、次々とロックオンカーソルが現れる。

　その１つ１つが、丹念にキメラ達の頭部に照準を付けていった。

《吹き飛ばせ！》

　隊長格が告げると、各ＰＡに取り付けられていた全すべての武装が一斉に発射された。

　自律誘導爆弾ドローン・ミサイルはキメラの群れをことごとく吹き飛ばし、肉と鉄の塊に変える。速射砲は大口径の銃弾を光こう線せんのように吐き出し、射線上に立っていた全てのキメラをバラバラに砕いた。ＰＡ部隊から放たれた航空爆ばく撃げき並みの火力によって、キメラ達は跡形もなく絶命する。

　残ったキメラの残党を見やる名な薙なぎの眼めには────緑みどり色いろの輝かがやきが灯ともっていた。

　ＰＡメサイアの周囲の空気までもが、仄ほのかに緑色に輝き出す。

　ＰＡメサイアは、敵陣に向かって両腕を突き出した。

　左手を開き、右手で拳こぶしを作り。その両手を目前で付き合わせる。

　するとＰＡメサイアの両手首が、虚こ空くうより出現した無骨な鎖くさりによって雁がん字じ搦がらめにされてしまう。その鎖は名薙の四方の空間へと展開され、ＰＡメサイアの両手を虚空で縛しばり付けていた。

　その光景を確たしかめながら、名薙は力強くその名を口にする。




《────〝最後の剣アイン・セイバー〟────》




　名薙が口にしたのは、自らに宿るイデア能力の名である。

　ＰＡメサイアは両腕を拘こう束そくする鎖を引き千切った。

　まるで見えない鞘さやから剣を抜き放つように、付き合わせた両手をゆっくりと左右へ引ひき離はなしていくと、ＰＡメサイアの目前が白い光に包まれていく。

　名な薙なぎの両手の間からは、ゆっくりと一振りの剣が姿を現し始めた。その眩まばゆい光によって、名薙の両腕を封じていた鎖くさりは跡形もなく消し飛ぶ。現れたのは────白色の刀身である。その剣の刃先は、金属ではなく、青く透明なガラス細工の刃やいばのようになっている。

《邪じや魔まだああああああ！》

　咆ほう哮こうと共に、名薙は抜き放った剣で虚こ空くうを横よこ薙なぎする。

　大気を揺るがす呻うなりが、周囲に音となって叩たたき付けられる。

　その剣先にいたキメラ達は、周囲に聳そびえていたビルごと、見えない刃で斬きり払われたかのように上下に両断されてしまう。血ち飛沫しぶきと火花を散らして崩れ落ちるキメラの軍勢。それを踏み越え、ＰＡメサイアは突き進んで行った。

　地上部隊の騎き士し達は、興こう奮ふんして口々に言った。

《これじゃあどっちが化け物か、わからないじゃないかよ……！》

《これが剣聖の戦いなのか……！》

　今の攻こう撃げきで怯ひるんだ敵陣に向かい、再び斬り込んでいくＰＡメサイア。

　ＰＡメサイアが蹴け散ちらした敵陣の向こうには、四し聖せい城じようへの道筋が出来上がっていった。




　　　　▼▼▼




　城に入るためには、堀に架けられた開閉橋を渡り、城門をくぐらなければならない。

　京きよう都と騎き士し団だんの侵入を阻はばむため、城門も橋も閉ざされているものだとばかり予測されていた。しかし実際に間近まで来てみると、そんなことはない。

　橋は架かっているし、城門は開け放たれていた。

　まるで来訪者である名薙達を待ち構えていたかのように、道は開かれていた。

　しかし待ち構えているとしても、城じよう壁へきの向こう側はあまりにも静かである。迎撃してくるキメラ達の姿もなければ、ＰＡの姿もない。四聖城に辿たどり着くまでの市街地エリアには、数多くのキメラが待ち伏せしていたというのに、城は、かなり手て薄うすな警けい備び状況となっていた。

　橋を渡り、最初に城の敷しき地ち内ないに足を踏み入れたのは、ＰＡメサイアであった。

　周囲一帯は、以前と変わらぬ広大な日に本ほん庭てい園えんである。水を湛たたえた池の中には錦にしき鯉ごいが泳ぎ回り、城内道路の脇わきには石いし灯どう籠ろう。広場には柳や、手入れをされた松が生はえているのが見える。そんな日本庭園の中には、いくつかの日本屋や敷しきが建っており、さながら村のような雰囲気が漂っていた。

　ただそこには、先の天てん犬けんの襲しゆう撃げきによって倒された、騎士達のＰＡも転がっていた。

《……酷ひどい有あり様さまだ》

　倒れ伏し、跪ひざまずいた格好のまま動かないＰＡ達は、未いまだに黒煙を噴ふき上げているものや、千切れた電装系から火花を散らしているものもいる。騎士達の骸むくろが転がるその庭園の先には、四聖城の入り口のロビーが見えていた。

　そのロビーに向かう途中、ＰＡメサイアの歩みは止まる。

　ロビーの前に佇たたずむ、２つの人ひと影かげがあったのだ。

《やっぱり、ただじゃ通してくれないってことか》

　名な薙なぎは呻うめいてしまう。

　サムライ風の長刀の男、イナミ。

　電子戦を得意とするレンズ顔の男、カナギ。

　２人は額ひたいにハチマキを巻いており、さながら合かつ戦せんに臨のぞむ武将のような格好をしていた。

　日に本ほん庭てい園えんに姿を現したＰＡメサイアを見つけるなり、イナミがニタリと微笑ほほえんだ。

「ククク。ここまで来る強つわ者もの共よ、待まち侘わびていたぞ」

　イナミに続いて、カナギもニタニタと微笑んで言った。

「キヒヒ。フードを取ったのか。最初に来るのはやはり、またお前。お前だったか」

　イナミは長刀を肩に担ぎ、カナギは両手でライフル銃を持って歩み寄ってくる。

《構っている暇がない時に、顔を出してくれる２人だな》

　名薙は【チャット】アプリを立ち上げ、味方に呼びかけた。

《予想通り、連中が出てきましたよ。クローニ神父、準備は良いですか》

《いつでもＯＫです》

　名薙は騎士剣ナイツソードを構えながら、祈るような気持ちで言った。

《お願ねがいしますよ。ＰＡメサイアの電装系に電子戦対策のシールドを施してきたとは言っても、あのカナギの視し線せんにいつまで耐えられるかわかったもんじゃないですから》

　クローニが配置に付いていることを確かく認にんした名薙は、次に背後を一いち瞥べつする。

　そこには手て筈はず通り、エリザの搭乗するＰＡシラユリが駆け付けてきていた。

《何とか間に合ったかの》

《すいませんね。こんな危険な役割を引き受けて貰もらって》

《気にするでない。この京きよう都とでも、妾わらわは屈指のＰＡ乗り。だから妾も出しゆつ撃げきすると言った時、スコットも止められなかったのじゃよ》

《心強いです》

　名薙は、迫り来るイナミとカナギに鋭するどい眼まな差ざしを向けた。

《攻撃の主軸はイナミ。その支援がカナギ。明めい確かくに役割分担をして連携を組むのが、アイツ等らの戦せん闘とうスタイル。コンビネーションがよくできています》

《妾がナナギ殿に加勢すれば────２対２じゃな！》

《相手は見た目通りの異常者です。おそらく、自分達の親玉が身柄を要求している姫だからといって、手加減をしてくれはしないはずです》

《出陣の時より先刻承知じゃ。妾は必死の思いでこの戦場に臨のぞんでおる。いまさら腕や脚の１本がなくなろうと、殺されようとも文句はない。民たみのために戦って死ねるのならば本望》

　自ら前戦に出て、危険な全身機構サイボーグとの戦いに臨のぞもうとする一国の姫。

　エリザが装甲姫の名で呼ばれるのは、その出いで立たちからだけではないだろう。

　鋼はがねに包まれているかのように、固い意思を曲げない姫だ。言い出したら聞かない。

　戦場だろうが、どこにでも首を突っ込んでくるじゃじゃ馬である。

　ユラユラと身体からだを揺らして近付いて来る２人を睨にらみ、名な薙なぎは言った。

《上等ですよ、エリザ姫！》

　その時だった。

　遅れて来た京きよう都と騎き士し団だんの地上部隊が城門をくぐって突とつ撃げきしてくる。

　多勢が雪崩なだれ込こんできているというのに、イナミとカナギはそれが嬉うれしいことであるかのようにニヤついている。イナミは顎あごを擦さすりながら言った。

「せっかくの決けつ闘とう。邪じや魔ま者ものが多くては興きよう醒ざめというもの。外野には、こちらの手勢の相手をして貰もらうとしよう」

　すると庭園内にある日に本ほん家か屋おくから、キメラの大群が出現した。城内に控えていたその大群こそが、おそらく敵の最終防ぼう衛えい勢力なのだろうと推察できた。

《正念場じゃな》

　エリザが呟つぶやいている間に、飛び出してきたキメラ達と、京都騎士団との銃じゆう撃げき戦せんが開始された。

　その戦火を尻しり目めに、仕掛けてきたのはイナミだった。

　動き始めの動作すら気け取どらせず、数歩の踏み込みだけで、即座にＰＡメサイアとの間合いを詰めてくる。イナミが上段に構えた長刀を振り下ろしてくるのを、名薙は咄とつ嗟さに騎士剣ナイツソードの刃やいばで受け止める。その一撃は、重量のある鉄塊をぶつけられたかのように重たい。

《ぐっ！》

「さあ、この決闘を楽しもうぞ！」

　慌てて名薙は、ＰＡメサイアの【予測演算】アプリを起動する。

　イナミの斬きり込みは達人のように速く、常人の動体視力しか持たない名薙では反応するのは不可能だった。アプリによって攻撃位置の予測を行わなければ、瞬まばたきする間もなく鱠なます斬ぎりにされてしまうだろう。

　ＰＡメサイアに搭載された量子コンピュータが、イナミの次手を素す早ばやく算出する。コンピュータが視界に描き出すＣＧ警けい告こくに従い、名薙は小型急加速器シヨツト・バーニアを吹かして、イナミの攻撃を回かい避ひした。

　胴どう薙なぎ、小こ手て狙ねらい、イナミが繰くり出す鋭えい利りな必殺の数々を、ＰＡメサイアは何度となくかわし続ける。

「カカカ！　素早い！　よくぞ拙せつ者しやの太た刀ちに反応するものよ！」

《くっ、攻撃している暇がない！》

「楽しい！　楽しいぞ！　拙者の太刀の前で１分以上生きていられる者がいるとはな！」

　唐突に、ＰＡメサイアの動きが鈍にぶくなる。

　水中に放り込まれたかのような鈍どん重じゆうな四肢の反応に、名な薙なぎは即座に状況を理解した。

《カナギ！》

「キヒヒ」

　灯とう籠ろうの上に佇たたずむカナギが、指向性妨害波ターゲツトジヤミングによってＰＡメサイアの電装系を狂わせている。

　砂すな嵐あらしになりそうなＰＡメサイアの視界に、イナミが横よこ薙なぎを繰くり出してくる姿が映った。

　────やられる！

　名薙がそう思った直後、ＰＡメサイアの目の前に１機きのＰＡが割り込んできた。

《させぬ！》

　エリザの搭乗するＰＡシラユリが、振り下ろした薙なぎ刀なたで、イナミの刀の腹を叩たたく。

「クッ！　この声、女だと！」

　刃先を叩き落とされたイナミはよろけ、体勢を立て直そうと後退した。

　それと同時。ＰＡシラユリの腕部装甲の下から、仕込み銃の銃身が現れる。それを灯籠の上のカナギに向けて撃うつ。

「キキ！」

　予期せぬＰＡシラユリの発砲で、カナギは肩に１発の銃弾を受けて悶もん絶ぜつした。

《見たか、ナナギ殿！　当てたぞ！》

《喋しやべってる場合じゃない、イナミが来るぞ！》

　カナギの視し線せんの束そく縛ばくから解放されたＰＡメサイアは、飛びかかってきたイナミの一いち撃げきを刃やいばの腹で受け流す。立て続けザマに放たれる斬ざん撃げきを、ＰＡメサイアはことごとく騎士剣ナイツソードで受け流した。

　そんなＰＡメサイアとイナミの攻防の最中、横からＰＡシラユリが介入してくる。

　ＰＡメサイアがイナミと刃を交わしている時には、ＰＡシラユリが。

　ＰＡシラユリがイナミと刃を交わしている時には、ＰＡメサイアが。

　イナミがいかな達人レベルの剣士であろうとも、使い手である２機を相手にしては、攻撃に勢いがなくなってしまう。お互いに攻守を交代しながら攻める名薙とエリザのコンビネーションに、イナミは圧倒されてしまう。

「くぬっ！　連携攻撃であると！」

《おおおおおおお！》

《たああああああ！》

　かけ声を上げて同時に斬きりかかってくる２機を前に、イナミは後退する。

　その後退を逃さず追いかけようとしたＰＡシラユリの動きが、いきなり前触れもなく停止する。

　即座に、名薙はその理由を理解した。

《カナギだ！》

　竹ちく林りんの中に身を潜ひそめているカナギの仕業であろう。どこからか、ＰＡシラユリに対して視線を送っているに違いない。動けなくなったＰＡシラユリに襲おそいかかろうとするイナミに気付き、ＰＡメサイアがイナミを牽けん制せいする。苛いら立だった名な薙なぎは、イナミと剣を交わしながら叫んだ。

《カナギを何とかしてください、クローニ神父！》

《言われなくてもですよ！》

　答えたクローニのＰＡは、城じよう壁へき外がいの廃ビルの中に潜ひそんでいた。名薙達が戦せん闘とうを繰くり広げる庭を狙ねらえる場所に陣取り、スナイパーライフルを構えていた。

《電子戦の有効射程外からの一いち撃げき必殺。避けられたら元も子もありません》

　銃身に取り付けられた望遠カメラの映像に【空ス間キ索ヤ敵ン】アプリを重ねがけし、林の木々の向こうに潜む、カナギの姿を捜していた。周囲の風速や温度が、靄もやのようなＣＧアニメーションによって表示される中、クローニはようやくカナギの姿を完全に捉とらえる。

　顔からレンズが突き出た男は、ニタニタと笑いながらエリザのＰＡシラユリを見ている。

　その横よこっ面つらに照準を構え、クローニは呟つぶやいた。

《いただきです》

　引き金に指をかけ、クローニは冷たい眼まな差ざしで宣告した。

《死ね》

　ＰＡの肩装甲越しに、スナイパーライフルの発射反動が伝わってくる。

　クローニの放った必殺の銃弾は、カナギの頭部を容赦なく左から右に射い貫ぬく。

　カナギの顔に生はえていたレンズは砕け、その奥からは火花と血ち飛沫しぶきが噴ふん出しゆつした。

「くけえええっ！」

「おお、カナギ！」

　異変に気が付いたイナミは、ＰＡメサイアと剣を交えたままで驚きよう愕がくする。

　カナギの視し線せんの呪じゆ縛ばくから解き放たれ、ＰＡシラユリは自由を取り戻した。

　すかさずＰＡシラユリは、ＰＡメサイアと斬きり結んでいるイナミの側面から、その隙すきだらけの頭に一撃を振り下ろそうとした。

　しかしイナミは────近くでキメラと交戦していた１機のＰＡを摑つかまえる。

　いきなり装甲の襟えり首くびを摑まれた騎き士しは、驚おどろいて悲鳴を上げた。

《なっ、うあああ！》

　イナミはその騎士を、自分の盾代わりにして、ＰＡシラユリの薙なぎ刀なたを受け止めようとする。

《卑ひ怯きような！》

　ＰＡシラユリは咄とつ嗟さに、振り下ろそうとした薙刀を寸止めした。

　羽音のような音を纏まとって振動している刃やいばは、盾にされた騎士の眼前で静止する。

　攻撃を寸止めしたことで、ＰＡシラユリは隙だらけになってしまった。それを見逃すことなどせず、イナミは鍔つば迫ぜり合あいをしていたＰＡメサイアの身体からだを蹴けり飛ばす。そうして即座に長刀を下段に構え直し、ＰＡシラユリの首を斬り飛ばそうと斬り上げる。

《姫！》

　蹴けられて突き放されたＰＡメサイアは、ＰＡシラユリの援えん護ごに間に合わない。

　回かい避ひ不可能なイナミの一いち撃げきが、今まさにＰＡシラユリの首を刎はねようと迫った。

　────イナミの一撃の軌道が逸それる。

　ＰＡシラユリを斬きるはずだったイナミの長刀は、突然あらぬ方角に刃先の向きを変え、頭上に空からぶってしまう。

　まるでＰＡシラユリの周囲に見えない球状の壁かべがあり、イナミの刃やいばはその表面を滑ったようだった。

「何な故ぜだ！」

　空間負屈折壁アシンメトリツク・シールド。

　それはＰＡシラユリに搭載されたバリア機き能のうである。

《────ジイの仇かたきじゃ》

　刃を頭上に空ぶったことにより、イナミの胴部の守りがガラ空きになっていた。

　そこにすかさず、ＰＡシラユリは薙なぎ刀なたの刃を突き込んだ。

「ぐぬうああ！」

　腹部をＰＡシラユリの刃に貫かれ、イナミの身体からだからはオイルとも血ともわからぬ赤い液体が噴ふん出しゆつした。火花を散らす腹部を片手で押さえながら、イナミはその場に片かた膝ひざを突いた。

　片膝を突いてしまったことにより、イナミの隙すきはさらに大きくなる。

　イナミの目の前には、すでに騎士剣ナイツソードを構えているＰＡメサイアの姿があった。

　その姿を見上げ、イナミはニタリと笑えんだ。

「見事！」

《────終わりだ》

　ＰＡメサイアが放った騎士剣ナイツソードの水平斬りは、呆あつ気けなくイナミの首を跳ね飛ばした。

　首の断面から噴ふき上がる血ち飛沫しぶきを浴びて、ＰＡメサイアの装甲は赤く染まった。




　　　　▼▼▼




《厄やつ介かいな相手でしたね。見てて冷や冷やしましたよ》

　通信越しに、クローニが名な薙なぎに向かって話しかけてきた。

《ありがとうございました、クローニ神父。作戦通りに上う手まくいって、一安心ですよ》

　ＰＡメサイアは胸を撫なで下ろし、少々疲れを見せていた。

　それに気付いた名薙は、疲れを誤ご魔ま化かすように、エリザにも話しかけた。

《エリザ姫が参戦してくれたおかげで、何とか勝てましたよ。オレとクローニ神父だけだったら、イナミとカナギの連携は打ち崩せなかったと思います。感かん謝しやしてます》

　名薙の謝意に照れながらも、エリザは真剣な面おも持もちで言った。

《まだ安心はできぬぞ、ナナギ殿。ここまでは順じゆん調ちように来られたわけじゃが、まだ四し聖せい城じようには敵の親玉が残っておるだろう》

《……プロアテルですね》

　その名を口にしながら、ＰＡメサイアは聳そびえ立つ四し聖せい城じようの上層を見上げた。

　京きよう都と騎き士し団だんの尽力とエリザの活かつ躍やくにより、四聖城の入り口までは攻め込むことができた。しかしこの総そう攻こう撃げき作戦における唯一の不安材料、プロアテルの存在がまだ残されている。

　決意を新たに、名な薙なぎはＰＡメサイアの拳こぶしを固めて言った。

《人間がこれからも天使アイオーンと戦い続ける限り、いつかは誰だれかが勝たなきゃいけない相手なんだ。ならここで勝ちたい。京都の命運が懸かかっているからだけじゃない。人類が天使アイオーンに勝てるのかどうか。それがわかる一戦になるかもしれない》

　ＰＡメサイアは騎士剣ナイツソードを携え、四聖城のロビーに向かって歩き始めた。

　周囲では未いまだに、キメラ達と地上部隊が激はげしい銃じゆう撃げき戦せんを繰くり広げている。その戦火の中を、場違いなくらい悠然と、ＰＡメサイアは歩き続けた。その背中にはＰＡシラユリも続いていく。

　やがて２機きは、ロビーに辿たどり着いた。

　昨晩の煌きらびやかなパーティーが噓うそであったかのように……ロビーは閑散としていた。

　名薙は奇妙に感じた。

　キメラの大軍は、四聖城の屋内には存在していないのだろうか。

　庭園内での大混戦とは打って変わり、屋内には人ひと影かげの１つも見当たらなかった。

《ナナギ殿。妾わらわはここで別行動を取ろうと思う》

　唐突に提案するエリザ。

　名薙が振り向くと、エリザは苦々しく続けた。

《ここの地下には、パニックルームが配置されておるのじゃ。記念パーティーの際に、各国の貴き賓ひん達が逃げ込んでいる。先程のスコットからの通信によれば、貴賓達の手によって予備制御室でのセキュリティシステム解除に成功したそうじゃ。役目を終えた彼等らを、無事に脱出させるのは京都の女王たる妾の仕事じゃ》

　エリザは装甲の陰で苦笑した。

《それに、ここから先の戦いにおいては、妾程度の実力では足手まといになりかねぬ。先の全身機構サイボーグとの戦いでも体感できたが、やはり名薙殿の実力は尋常ではないよ》

　エリザの意見を聞いた名薙は、静かに頷うなずいて納得した。

　そもそも姫をこれ以上の危険に巻き込むのは、名薙自身も気が引けていたのだ。エリザがこの場で戦せん線せんを離はなれるというのは、ある意味で心細くもあり、安心でもあった。

　エリザは名薙の手を取り、明朗な口調で言った。

《偵察カメラの情報によれば、プロアテルがいるのは45階の、あのパーティー広間じゃ》

《……》

《お互い、できることをしよう》

　エリザに言われ、名な薙なぎは黙だまり込んだ。

　エリザは改めて、深々と名薙に向かって頭を下げた。

《こんなことを頼んで、本当にすまぬ。だがどうか────〝妾わらわの国を助けて欲しい〟のじゃ》

　王族に頭を下げられてしまい、名薙は困惑してしまう。

　しかし言うべきことは決まっていたため、答えに困ることはなかった。

《姫やみんなの家、必ず取り返してきますよ》

　ＰＡメサイアは背を向け、エレベーターホールに向かった。

　この城を守るために散っていった騎き士し達の、ＰＡの残ざん骸がいが、ロビーのいたるところに散らばっている。その無念の骸むくろ達の渦中を進みながら、名薙の胸中には「負けない」という強い意志が宿っていた。

　プロアテルを倒せば、京きよう都との街を解放できるのだ。

　それだけではない。人類に仇あだ為なす天使アイオーンの将を討うち取れたのならば、人類が天使アイオーンに対して攻勢に出る機き会かいにもなり得るのだ。

《……アニカ》

　何よりも、囚とらわれている少女を救い出すことができる。

　剣の柄つかを握る手には、自然と力が籠こもっていった。
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　エレベータの中は、血まみれだった。

　乾いた血が黒く付着しているボタンを押し、名薙は45階に向かう。高速エレベーターは、重量のあるＰＡメサイアさえも、軽々と上階に押し上げていく。頭上から圧迫されるような重力を感じつつ、やがてエレベーターは目的の階に辿たどり着き、静かに静止する。

　開いた扉の向こうには、昨晩にも見た、煤すすけた広間が広がっている。

　最初にここに来た時、名薙はエリザに案内されていたのを思い出す。

　あの美しかった天てん井じようのシャンデリアは、爆ばく発はつによって吹き飛ばされ、残骸となって床にぶちまけられている。広間に敷しかれていた立派なカーペットは見る影かげもなく、ただの煤けたボロ切れに変わり果てていた。

　破は壊かいがもたらされた後の、死の景色けしき。

　その最さい奥おう、大穴が開いた壁かべの前には、炭化した玉座が置かれている。

　そこに腰掛けているのは、タキシード姿の１人の男だった。

　天使アイオーンの王────プロアテル。

　仮面をかぶった男は、ＰＡメサイアが現れたことに驚おどろいた様よう子すもなく。ただ頰ほお杖づえを突いたまま、退屈そうにしていた。そんなプロアテルの傍かたわらに、昨晩と変わらぬドレス姿の少女を見つけた。

《アニカ！》

　名な薙なぎは、その名を呼び、思わず駆け出した。

　しかし広間の中央まで来たところで、アニカの様よう子すがおかしいことに気付き、歩みを止めてしまう。

　アニカの眼まな差ざしは……憂うれいを湛たたえていた。

　名薙の呼びかけに何も答えようとせず、ただもの悲しそうな眼差しを向けてくるだけである。自分を助けに来たＰＡメサイアの姿を見ても、その表情に喜びや期待の色は見られない。

　憐あわれみ。

　どこか、そんな雰囲気を名薙は感じた。

《……アニカ？》

　不安そうに呟つぶやいてしまう名薙に、話しかけたのはプロアテルだった。

「ようこそ。過去からの来訪者ヴイジターの少年」

《……オレの素性を知っているのか》

「当然さ。だから私は元老院を通じて、配下である終焉の騎士ナイツオブエンドに命じたのだ。君達を１人残らず殺すようにと」

　装甲の陰で、名薙は悔しげに唇を左右に引き結んだ。
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　その命令のせいで、名な薙なぎや真ま無なは命を狙ねらわれたことがある。それはおそらく名薙達だけではなく、この時代に飛ばされてきたであろう全すべての人々が同じだったはずだ。その内の何人が理不尽に殺され、何人が今も生き延びているのか。詳しいことはわからない。

《何な故ぜ、そんなことを命じたんだ》

「君達が、我々の種の存続に対して危険な存在となり得たからさ」

　名薙は苛いら立だち、ＰＡメサイアが手にしていた騎士剣ナイツソードを静かに構えた。

　刃やいばの切っ先を、玉座のプロアテルに向けながら言った。

《オレはお前を倒しに来た。けれど……お前には色々と訊ききたいことがある》

「奇遇なことだな。それは私とて同じだ。少し、私と話をしようじゃないか」

　プロアテルは静かに玉座を立つと、優やさしくアニカの片手を取った。

　アニカは嫌いやがる素振りさえ見せず、ただ悲しげな眼まな差ざしを名薙に向け続けている。

　プロアテルはアニカの手を取りながら、ゆっくりと歩み寄って来た。

「全すべての始まりは、ソフィア＝クリストフという１人の少女だったよ。２０１０年。ミズーリ州の田舎いなか町まちで暮らしていたその少女は、人類で史上初の血脳化をはたし、天使アイオーンとなった」

　唐突に話し始めたプロアテルの言葉に、ソフィアの名が現れた。

　名薙達をこの時代に送り込み、プロアテルを殺すようにと、名薙達に警けい告こくしてきた謎なぞの少女である。その少女の素性なら、名薙も多少、ベイゼルから聞かされていた。

　それ以上のことを知っているのであろうプロアテルは、淡々と真相を語り始める。

「彼女のイデア能力は〝自他量子化ボース・ノヴア〟」

《……ボース・ノヴァ？》

「あまりにも強大すぎる力であり、当時の人類の科学力では、その全容を理解することなどできなかった。瞬しゆん間かん移動。読心能力。ソフィアの力は、見る者によって様々な解釈をされていた。けれど、どれもがその力の断片に過ぎず、核心ではなかった」

《じゃあ、いったいその力は何だったって言うんだよ》

「自由に世界を渡る力だ」

　プロアテルは、ＰＡメサイアの間合いの手前で立ち止まった。

　そうして、背後の大穴の向こうに見える、戦せん艦かんと京きよう都と騎き士し団だんの空戦の火を見やった。

　激はげしい火力の応酬を見つめる仮面の下の表情はわからない。

　しかし、その雰囲気はどこかアニカに似ており、寂しげだった。

「彼女は自分や他ほかの者を量子化し、世界から世界を自由に渡ることができたのさ」

《世界を自由に渡る……？》

「過去、未来。並行世界と呼ばれる場所を行き来できたということだ。その力で、彼女は君をこの世界に連れてきたのさ」

《……！》

「君は、時間の流れというものをどう考えている？」

　プロアテルは、小さな嘆息を漏らして続けた。

「１つの世界が存在し、そこに過去から未来に続く１本の時間の矢が存在していると思うか。それは間違いだ。この世には最初から、無限に近い並行世界が存在しているだけなんだ。過去と呼ばれる世界。未来と呼ばれる世界。それぞれ別の世界が同時に存在しており、人は無む意い識しきに、そこを移動しているだけの渡航人なのだ。この世は量子的な構造をとっており、本来、時間の流れなどというものはないんだ。１秒後の世界。２秒後の世界。３秒後、４秒後。そうした異なる世界の連なり。それこそがこの宇宙の真理なのさ」

《……何を言っているのか、わからないぞ》

　困惑する名な薙なぎの口く調ちようは、僅わずかに震ふるえてしまう。

「君は２０１５年という名の世界にいた。だがその隣となりには、２１４０年という名の、この別世界が存在していた。君達はソフィアの力によって、この別世界に連れて来られたということだ」

《つまりこの世界は……オレがいた世界の未来じゃなくて、別世界だってことか？》

「……やはり人類には、まだ理解することは難むずかしそうだ。ここは君にとって、やがて至ったかもしれない未来の可能性の１つ。そう思って貰もらえば良いだろう」

　プロアテルはアニカに向き直った。

「彼女は時間移動能力者タイムトラベラーだった。正せい確かくな表現ではないが、そうとでも言えば、君にもピンとくるだろうか。その力のせいで彼女は、本来ならば知ることなどなかった未来の情報を得ることができてしまった。これから世界に起こるあらゆる事件や災害。それらについても詳細に知ることができてしまったんだ。それを書き記した彼女の手記が、この時代では〝ソフィア文書〟と呼ばれるもの。君をこの場に導みちびいた手帳のことだ」

　ソフィア文書。城じよう塞さい都と市し東とう京きようの地下書物庫に保管されている、預言書の名前である。

　この時代に来る前、ソフィアが名薙に手渡そうとしていたものであり、この時代において、名薙に行き先を示してきた奇妙な本だった。

「彼女が知ることができた未来は、世界のことだけではない。自身の未来さえもわかってしまっていた。そう……自分が将来、愛することになる者が誰だれであるのかということさえも」

《愛することになる者……ソフィアの、将来の結婚相手ってことか？》

　プロアテルは無言で肯定する。

「────その少年は、死に瀕ひんしていた」

《……？》

「あれは夏休みだった。田舎いなかの祖母の家に、家族で帰省する途中だった。高速道路での衝しよう突とつ事故に遭あい、楽しい家族旅行は台無しになってしまう」

　どこかで……聞いたことがあるような。

「事故の結末は悲惨だった。母親は助からず。少年の妹は、一生、車くるま椅い子すでの生活を余よ儀ぎなくされることになった。何より、少年自身さえも命を落としかけていた。今にも消え入りそうな魂は、集中治ち療りよう室しつの電子機き器きによって、かろうじて繫つなぎ止められていたんだ」

　背筋が、否いや応おうなく寒くなっていく。

「ソフィアは、遠い未来の出来事までを理解していた。だから少女の身でありながらも、将来の自分が胸中に抱いているであろう、少年に対する深い愛情を持っていた。ソフィアは少年を助けたかった。だが自らが天使アイオーンとして覚かく醒せいする前の時代、つまり君が事故に遭う前に転移することはできなかった。だからソフィアは世界を渡り、せめて少年の事故直後の時代に転移することにした。そうして、今にも死に逝ゆこうとしている少年の病室を訪れたんだ」

《…………本当なのか、その話は》

　名な薙なぎの問いに、プロアテルは答えなかった。

　ただただ、話を進めていくだけである。

「天使アイオーンとは、自身の血液をＤＮＡコンピュータとして使用できる、コンピュータ生命体だ。血液中に、自分の記き憶おく情報を残したり、情報を処理したりすることができる。それだけではない。血液の組成を任意に変え、自身の血液に治ち癒ゆ効力を持たせることもできる。通常であれば、自身の傷の自然回復に使うための能力だ。ソフィアは、自らの血を少年に与えた」

《……》

「自分が少年を救わなければ、少年は死ぬ。ソフィアにはその未来がわかっていた。自らの愛する者を救うため。ソフィアは少年を救おうとしたんだ」

《……もうたくさんだよ、プロアテル》

　名な薙なぎは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で切り出した。

《そこまで言われれば、オレにだって察しは付いてる》

　遠回しに言うことで、プロアテルがぼかして語る少年の存在。

　堪たまらず名薙は、プロアテルを睨にらんで言った。

《ソフィアが救った少年っていうのは〝オレのこと〟なんだろう？》

「……」

《２０１５年から飛ばされてくることがなければ、オレは将来、ソフィアと結婚することになっていたっていうのか。しかもソフィアは、それがわかっていて、死にかけていたオレの命を助けたっていうんだろ……現実感なんて、これっぽっちもない》

「だが事実さ」

　プロアテルは頭上を仰あおいだ。

「その気持ちなら理解できる────かつては〝私も〟そうだった」

《……？》

　プロアテルは頭上を仰いだまま、自らの顔を覆おおっている仮面に手を伸ばした。

　目のスリットに指をかけ、ゆっくりとそれを剝はがし取る。

　仮面の下から覗のぞいた顔に、名な薙なぎは見覚えがあった。

　……いいや。見覚えがあるという、陳腐な表現では言い足りない。黒髪。黒目。達たつ観かんした眼まな差ざしと、大人おとなびた顔立ちは、20歳くらいのものである。

　────名薙の顔に瓜うり二ふたつである。

　脳から温ぬくもりが消え去り、額ひたいが青ざめていくのがわかった。体中に気色の悪い冷や汗がにじみ、痺しびれたように、全身には鳥肌が浮き立っていく。

　上う手まく言葉にならず、名薙は喘あえぐように言った。

《お前……その顔は…………！》

「改めて自己紹介する必要があるかな」

　プロアテルは名薙を見やり、苦笑した。

「私の名はプロアテル。始天使ソフィアの血を分け与えられた、紛い物達の王。かつて人間だった頃ころの名は────〝名薙綾りよう月が〟だ」

　プロアテルが手放した仮面は、黒ずんだ床の上に落ち、金属質の衝しよう突とつ音おんを上げた。

　響ひびき渡るその絶望の音の前に、名薙はただ戦せん慄りつしていた。
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　何が起きているのか。

　ここがどこであるのかすら、わからなくなってしまいそうだった。

　名薙の前に佇たたずむタキシード姿の男。

　それは第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんにおいて人類を退しりぞけ、以後の時代において世界に君くん臨りんし続けた天使アイオーンの王だ。マモノを世界に解き放ち、人々を怯おびえさせ、虐ぎやく殺さつし、蹂じゆう躙りんしてきた人類の怨おん敵てき。今は京きよう都との街に乗り込んできて、人々に悲惨な戦いを仕掛けている、悪あく魔まの如ごとき相手である。

　しかし────その顔は、自分と同じなのである。

　名薙の敵は、自らを名薙綾月であるのだとさえ言っている。

　ならばつまり……名薙こそが人類の敵であり、名薙こそが倒されるべき悪であったということになるのか。目の前の相手は自分ではないはずなのに、自分である。

　名薙が現実に打ちのめされると、ＰＡメサイアは手にしていた騎士剣ナイツソードを手放してしまう。

　ＰＡメサイアの手のひらから零こぼれた剣は地面に転がり、カラカラと音を立てて動かなくなった。

　愕がく然ぜんとするＰＡメサイアに向かって、それまで黙だまり続けていたアニカが言った。

「────この悲ひ劇げきの始まりは、ソフィアの愛から始まっているわ」

　アニカは変わらぬ物もの憂うげな態度で、淡々と語り始めた。

「ソフィアの血を与えられたナナギは、10年後の２０２０年に血脳化するの」

《……オレが元の時代にい続けていたら、いつか天使アイオーンになっていたっていうのか》

「真なる天使アイオーンはソフィアだけ。ナナギは、ソフィアの血を与えられることによって生まれた模造の天使アイオーン。定期的にソフィアのＤＮＡを体内に取り込まないと、生きることさえままならない存在になってしまったの」

《模造の……天使アイオーン……？》

「時の権力者達は、ソフィアのような天使アイオーンを作りたがっていた。けれどソフィアを手に入れることができなかった彼等らは、類似品であるナナギに目を付けたんだよ。そうして生み出されたのが、今この時代を支配している、天使アイオーンと名乗る人類。ソフィアのＤＮＡを持ち、その形質を色いろ濃こく継承している子孫────つまり〝叡えい智ちの花嫁〟達がいなければ存続できない種だよ」

《じゃ、じゃあ、プロアテルが叡智の花嫁って呼んでるアニカやエリザ姫はつまり……！》

　言い淀よどむ名な薙なぎの言葉の続きを、プロアテルが続けて言った。

「私とソフィアの子供。その遠い血筋の子孫。紛い物の天使アイオーンである私の血が混じった子孫は、人間であったり、天使アイオーンであったりと、現れる形質はバラバラだよ。だがどんな違いがあれど、私にとっては家族と呼べる者達だ」

《そんな……バカな……！》

　名薙とアニカが口を閉ざすと、プロアテルが尋たずねた。

「君にも真実が見えてきたか、過去の名薙綾りよう月がよ」

　プロアテルに尋ねられた名薙は、何も答えようがない。

　何を言えば良いのかすらわからない。

　言葉を失っている名薙に、プロアテルは構わず続けた。

「私は、人類を憎んでいた」

《……》

　自らの顔で。自らの声で。

　告げてくるプロアテルの言葉は、名薙に刺さっていく。

「時の権力者達は、私の愛するソフィアを長らく苦しめてきた。そして最後には、私の目の前でソフィアを殺したのだ。私が心より愛した、唯一無二の存在を無残にも奪われたその気持ちが、今の君に理解できるはずもない。それは自らが死ぬよりもおぞましい苦痛の地獄だった。世界中の全すべての人間を殺しても、殺したりないくらいの喪失感だった」

《……》

「それだけではない。私は囚とらわれ、こんな紛い物の天使アイオーンと呼ばれる種を生み出すために、利用された。欲望に駆られた者達は、私の全てを狂わせていった。憎しみと復ふく讐しゆうに駆られた私は、世界に攻こう撃げきを仕掛けた。全てを焼き尽くし、滅ぼそうとしたんだ。だがその時、ようやく気が付いたんだよ。ソフィアはまだ〝人の血筋の中で生きている〟のだと》

《……血筋の中で生きている？》

　プロアテルの言葉に引っかかった名な薙なぎは、尋たずねる。

「言っただろう。天使アイオーンは血の中に記き憶おくを保存することができる。ソフィアは子孫達の血の中に、自らの記憶や思い、力の一部を継承することができたんだ」

　アニカが続けて言った。

「だから私の中に、ソフィアさんの記憶や能力の一部が残っているの」

《！》

「私、自分の中に眠っているソフィアさんの記憶を取り戻したの。ソフィアさん、本当にナナギのことが好きだったんだってこと、痛いくらいにわかった。だから、こんな未来になることがわかっていたにもかかわらず、死にかけていたナナギを助けずにはいられなかったんだよ」

　他人であるソフィアの気持ちに胸を痛めているのか、アニカはポロポロと涙を零こぼした。

「でも自分がそうしたことで、ナナギの人生を狂わせてしまった。ソフィアさんの力ではナナギを止めることもできず、私の中で、ただ終わらない後悔に嘆き続けているの……」

　泣きじゃくるアニカ。その涙はアニカの悲しみによるものなのか。それともアニカの血の中に宿るソフィアが流しているものなのか。見分けなどつかなかった。

　ただその言葉を聞き、名薙はようやく理解できた。

　アニカが時々、ソフィアのような雰囲気に変わってしまう理由。

　そして、まるで魔ま法ほうのような奇跡を起こしてきた理由。

　アニカはソフィアの子孫の１人なのだ。

　しかし。

《ソフィアの一部を継承しているってことかよ……！》

「その通りだ」

　肯定したのはプロアテルだった。

　その赤い瞳ひとみの奥に、残酷な気け配はいが滲にじみ出す。

　憎しみにも、喜びにも似た感情が込められた眼まな差ざしには、確たしかな狂気が宿っていた。

「まだこの時代に、私が愛した彼女は生きている。叡えい智ちの花嫁達の中に分散され、静かに眠っているのさ。この世界に散らばる叡智の花嫁達の中からソフィアを抽出し、そして１つに集めることができれば、ソフィアは再び私に微笑ほほえみかけてくれるかもしれない。それだけではない。ソフィアのＤＮＡがあれば、我々は未み来らい永えい劫ごう存在し続けることができるだろう。まさに人類という種は、私にとって宝箱なのだ。だからまだ、生かし続けている」

　プロアテルの勝手な理屈に苛いら立だち、名薙は歯は嚙がみした。

《……全すべては、お前がソフィアに再会するため。そのために今、こうして京きよう都との人達をはじめ、全人類を蹂じゆう躙りんしてるっていうのかよ……！》

「いずれ消し去る種のことを、私はいちいち気にかけたりなどしない」

《お前、本当にオレなのか……！》

「その質問に答えるのは難むずかしい。我々は互いに、並行世界の名な薙なぎ綾りよう月がだ。けれど同等の力を持っていて、そして君は────ソフィアが私を止めるために放ってきた〝時の刺客〟さ」

　プロアテルは、ＰＡメサイアに向かって両腕を突き出した。

　その仕し草ぐさは、名薙がイデア能力を発動する時の前動作にソックリだった。プロアテルが何をしようとしているのか、名薙には察しが付いた。その予想を裏切ることなく、プロアテルは厳おごそかな口く調ちようで、その名を口にした。

「────〝原初の剣ルシル・セイバー〟────」

　それは天使アイオーンの王に宿るイデア能力の名である。

　プロアテルは、見えない鞘さやから剣を抜き放つように、突き出した両手をゆっくりと左右へ引ひき離はなしていく。するとプロアテルの目前が禍まが々まがしい黒色の輝かがやきに包まれていった。

　プロアテルの両手の間からは、ゆっくりと一振りの剣が姿を現し始めた。名薙のイデア能力とは対照的な、黒色の刀身である。

《オレと同じ……剣のイデア能力……！》

「見せてやろう。始天使の血を分け与えられた、この時代で絶対たる〝第７階かい梯てい〟の力を」

　バチバチと放電の火花を散らす黒剣。

　それを振り上げ、プロアテルは振り向き様に背後に振り下ろす。プロアテルの刃やいばが斬きり伏せた虚こ空くうの先には────壁かべ穴あなの向こうに浮かぶ空中戦せん艦かんがあった。

　直後、黒剣が切り裂いた空間から正体不明の黒い衝しよう撃げき波はのようなものが噴ふき出た。衝撃波が、行く手にあった空中戦艦に叩たたき付けられたかと思った次の瞬しゆん間かん、呆あつ気けなく戦艦を縦たて真っ二つに両断してしまっていた。

《なっ！》

　両断された戦艦の断面から、太陽かと見紛う程に眩まばゆい閃せん光こうが溢あふれた。大きな爆ばく発はつをいくつも伴いながら、巨大な船せん影えいはゆっくりと地面に落下していってしまう。

　自軍の戦艦を、自らの手で撃げき墜ついしてしまった。

　しかも一撃である。

　戦艦を斬り伏せたプロアテルは、愕がく然ぜんとしている名薙を振り向いた。

「抜き放て、君の剣を」

　絶望的なまでに強大な力の片へん鱗りんを見せつけながら、プロアテルは宣告する。

「戦争ごっこは終わりだ。ここから先は、私１人で十分だよ」

　プロアテルは、剣の切っ先をＰＡメサイアの喉のど元もとに向けた。

　もはや、無抵抗ではいられなかった。




《────〝最後の剣アイン・セイバー〟────》




　名な薙なぎが口にしたのは、自らに宿るイデア能力の名である。

　ＰＡメサイアが突き出した両手の間から、ゆっくりと一振りの剣が抜き放たれていく。

　現れたのは、白色の刀身。その剣の刃先は、プロアテルの手にしている黒剣同様、金属ではなく、青く透明なガラス細工の刃やいばのようになっていた。

　自らと同じように、虚こ空くうから剣を抜き出したＰＡメサイアを見やり、プロアテルは苦笑した。

「第７階かい梯ていである私を倒すための刺客が、まさか私自身だとは。君は本気で、この私を殺す決意でいるようだ、ソフィア」

　プロアテルは、苦々しい顔をしているアニカに言った。

　気まずそうにしていたアニカだったが、やがて首を左右に振り、思い直す。

　自らに言い聞かせるように、アニカは断じた。

「私は……ソフィアさんじゃない！　この時代を生きている人間の１人、アニカ＝アルスコットなんだから！」

　ソフィアの記き憶おくに翻ほん弄ろうされていた様よう子すのアニカだったが、気持ちを切り替えようとする。

　アニカの眼まな差ざしには、いつもの勝ち気さが戻っていた。

「ナナギ、気をつけなさい！　こいつのイデア能力、アンタと同じ力を持ってるわ！」

《……言われるまでもないって！》

　名薙自身、自らを相手にしなければならない状況に困惑していたが、その迷いを吹っ切るように、プロアテルに向かって突とつ撃げきする。

　ＰＡメサイアの背中の小型急加速器シヨツト・バーニアが、最大出力で圧あつ縮しゆく空気を叩たたき出す。猛烈な加速で前方に撃うち出されたＰＡメサイアは、異能の力によって生じた白剣を、勢いよく上段から振り下ろしてプロアテルに斬きりかかった。これまでになく練度の高い動きで速攻し、名薙は完かん璧ぺきな踏み込みができたことを自負する。

　しかし、ＰＡメサイアの剣はプロアテルを捉とらえられない。

　つい１秒前までＰＡメサイアの前で棒立ちしていたはずのプロアテルは、前触れもなくその場から姿を消失させていた。振り下ろされたＰＡメサイアの剣が虚こ空くうを斬り裂くと、先程のプロアテルの黒剣の時と同じく、斬られた空間から白い衝しよう撃げき波はのようなものが迸ほとばしる。衝撃波の先にあったホールの天てん井じようや壁へき面めんは、深々と切り開かれ、その向こうの空を顕あらわにする。

　ＰＡメサイアの首筋に────背後から黒剣の刃が押し当てられる。

《！》

「それで全力か？」

　いつの間にかＰＡメサイアの背後に回り込んでいたプロアテルが、底冷えするような眼差しをＰＡメサイアに向けている。首筋に当てられた刃から逃れようと、ＰＡメサイアは即座にその場から離り脱だつしようとする。再び噴ふかした小型急加速器シヨツト・バーニアの加速で、ＰＡメサイアは短たん距きよ離りを瞬しゆん間かん移動したかのような速度で駆け抜ける。敵から距離を取り、そうして改めて、ＰＡメサイアはプロアテルがいた方角に向き直った。

　だが、そこにプロアテルの姿はない。

　そして再び、ＰＡメサイアの首筋に、背後から黒剣の刃やいばが押し当てられてしまう。

《そんな！》

　背後には案の定、無表情のプロアテルが立っていた。

　振り切れなかった。しかも、２度も気づかぬ間に背後を取られ、王手と言わんばかりに、首筋に剣の刃を押し当てられている。

　完全に────手玉に取られているではないか。

　首筋に剣を当てられたまま、名な薙なぎのＰＡメサイアはその場で硬直してしまう。

「君のイデア能力は、私と同じなのだろう？　だとしたら、ずいぶんとその本領を引き出せていないようだ」

《どういうことだ……！》

「君が手にしている剣で、いったい何ができると思う？」

　プロアテルはＰＡメサイアの首筋から刃を退どける。

　ＰＡメサイアの首を斬きり飛ばす代わりに、プロアテルはＰＡメサイアの頭上の虚空を横よこ薙なぎにした。

　次の瞬間────ＰＡメサイアの機き体たいは、音もなく虚こ空くうに浮かび上がる。

《何だ！》

　虚空に浮かび上がったＰＡメサイアは、風船のように宙を漂う。手脚を振り回してみるが、思うように動くことができず、水中の中で藻も搔がいているだけのようだった。

　虚空を漂うＰＡメサイアに、プロアテルが冷ややかに告げた。

「我々の剣は、この世界に存在するあらゆるモノを〝斬る〟ことができる」

《なんだって……！》

「君の機き体たいにかかる重力を部分的に切断した。無重力空間を堪たん能のうできているかな？」

　名薙の眼がん下かで、非ひ常じよう識しきな宣告をするプロアテル。

　虚空を漂い、思うように動けない名薙は戦せん慄りつする。

「君は私に勝てないよ、名薙綾りよう月が。その理由は２つある。１つは、自身の能力を使いこなせていないから。そしてもう１つは、覆くつがえせない行動速度だ」

　プロアテルは不敵に笑えんだ。

「君はＰＡの力で、超高速の行動ができるのかもしれない。けれど私はさらに速いのだよ。それが何な故ぜだか、わかるか？」

　プロアテルは、思わせぶりに尋たずねる。

　名薙の答えを待つことなく、プロアテルは言った。

「私とソフィアは、天使アイオーンの中でも特別だ。私達は量子的な存在であって、自分達が天使アイオーンとして目覚めた以後の全すべての世界、全ての時間に同時に存在している。時と場所の拘こう束そくから解放された存在なんだよ」

《何が言いたい……！》

「ソフィア程ではないが、私にも、短い距きよ離りながら〝世界を渡る〟力が備わっているということさ。数秒後の未来の世界に転移する。文字通りのワープというやつだ。この世界の物理法則に囚とらわれている以上、君が私の速さに追いつくことは不可能なんだ」

　名な薙なぎを見上げるプロアテルの眼まな差ざしに、殺意が少しずつ宿り始めている。

　否いや応おうもなく伝わってくる圧迫感が、名薙の「勝てるかもしれない」という甘かった認にん識しきを捻ひねり潰つぶそうとする。

　必ず殺す。

　口にしなくても、その意思は、プロアテルの眼差しを見れば瞭りよう然ぜんだった。

　プロアテルは────名薙に健けん闘とうすることさえ許さない。

　ワープ移動ができると言うプロアテルの速さから、ＰＡメサイアが逃れる術すべなどない。

　先に戦ったイナミすらも赤子同然であるスピードを前にしては、ＰＡメサイアは手も足も出ない。

　名薙の命運を握る剣に力を込めながら、プロアテルは無慈悲に通告する。

「────次はもっと強い刺客を用意するんだな、ソフィア」

　ＰＡメサイアでは避けようのない横よこ薙なぎを繰くり出そうとするプロアテル。

「ナナギ！」

　絶体絶命の名な薙なぎのＰＡメサイアに向かって、アニカは堪たまらず叫んだ。

《クッ……！》

　名薙が理解する間もなく、プロアテルはＰＡメサイアの首を瞬しゆん時じに跳ね飛ばすだろう。

　いつ殺されるかもわからない緊きん張ちようの時間は、とても長い時間であるように感じられる。

　手にはじっとりと汗をかいており、意識し始めると、自分の鼓動と呼吸の音が、妙に鮮せん明めいに聞こえ始めてくるではないか。

《────クク》

　何な故ぜだが、唐突におかしくて笑ってしまう。

「……？」

　突然、クツクツと腹の底を震ふるわせて笑い声を漏らす名薙を、プロアテルは奇異なものを見るような目で見た。

　プロアテルに対する怒りも、恐怖も、衰えることなく名薙の胸中に存在していた。それなのに、こうもおかしいと感じるのは、名薙が吹っ切れたせいなのだろうか。名薙自身にも、よくわからない感情が込み上げてきている。

《ククク。はははは！　あはははははははは！》

　ただおかしくて、おかしくて、名薙は笑わずにはいられなくなってしまったのである。

「……気でも狂ったのか」

《さあな。かもしれない》

　プロアテルが尋たずねると、名な薙なぎは明朗に答えた。

　何事が起きているのか理解できていないプロアテルに向かって、名薙は言った。

《全すべては、ソフィアがオレの命を助けたことから始まった。そして第だい三さん次じ世せ界かい大たい戦せんが起きて、オレが世界を支配した。口に出してみれば、あまりにも突とつ拍ぴよう子しがなくて、笑える話じゃないか》

「……笑える？」

　名薙は尋ねる。

《教えてくれよ、プロアテル。お前が人類に反旗を翻ひるがえし、第三次世界大戦まで起こしたのは、ソフィアを奪われた怒りからだったよな。その怒りは、１００年以上過ぎた今も、変わらずお前の中で燃もえ盛っているのか》

「……」

《お前はオレなんだ。ならオレにはわかる。きっと、１００年以上も怒り続けるなんてこと、できるはずがない。もしかしてお前はもう、人類の命運なんてどうでも良いんじゃないのか》

　プロアテルは何も答えようとしなかった。

　名薙は構わずに、自らに近しい存在であるプロアテルの真実を推測する。

《エリザ姫を渡せば京きよう都とから撤てつ退たいする。どう考えても噓うそだと思っていたけれど、あの提案は本当だったのかもしれないな。今のお前にとって、この時代を生き延びている人類なんて、どうなろうと興きよう味みはないんだから。頭にあるのはただ、ソフィアとの再会。それだけだ》

「……」

《永遠に誰だれかを憎うらみ続けるなんて、オレなら疲れてしまうよ、プロアテル》

　名薙は、寂しげに眼まな差ざしを細めた。

《叡えい智ちの花嫁達からソフィアの断片を集め、もしも本当にソフィアと再会することができたなら……その後、お前は何をするつもりだ。どんな未来を期待しているんだ》

　名薙の問いかけに、プロアテルは一切答えようとしない。

《愛した者の面おも影かげに縋すがって、たくさんの人達を傷付ける生き方か。悲しいな、お前は》

　心底から、名薙はそう思った。

　ただ物もの憂うげな眼差しのまま、プロアテルは無表情にその場で立ち尽くすだけである。

　そんなプロアテルを、背後から優ふさしく抱だき締しめる少女の姿があった。

　純白のドレス姿のその少女は、プロアテルの背中に顔を押し当てている。

「……ソフィア」

「もう、こんなことは止やめて、プロアテル」

　その少女がアニカであるのか、その血の中に眠るソフィアであるのか。

　見た目からは誰にもわからない。

　ただ悲痛な思いを、少女は口にし続けていた。

「私が狂わせてしまったアナタの人生。取り戻したくても、取り戻せなくて。アナタを止めたくても、止める力がなくて。だから私は連れて来た。無限の可能性によって枝分かれした世界の１つから。私とアナタが結ばれることのない世界から」

　少女の頰ほおを、涙の筋が伝う。

　背中に少女の熱ねつを感じながら、プロアテルは力なく俯うつむいてしまった。

「本当は、アナタを傷付けたくなんてない。でもアナタは、止やめてくれないでしょう。人を憎むこと。たくさんの人を不幸にすること。私には、責任があった。だから覚悟したの。たとえアナタが死んでしまう結末になろうと、〝剣聖〟に託したいって」

　背中で泣きじゃくる少女の腕は、震ふるえていた。

　そのか細く、華きや奢しやな腕に触れ、プロアテルは黙だまり込んだ。

　プロアテルを抱だき締しめたまま、震える声で、少女は名な薙なぎに懇こん願がんした。

「ナナギ。私がプロアテルを抑えておく。だから今のうちに────プロアテルを殺して」

《！》

　絶句してしまう。

　少女、アニカは、小さな身体からだを恐怖に震わせながらも頼み込んだ。

「私に宿っているソフィアさんの力を使えば、プロアテルのワープ能力を押さえ込める。こうして私が捕まえている今なら、プロアテルはどこにも行けないよ」

　しかし、ダリルのＰＡと生身で摑つかみ合いができる程に強きよう靱じんな肉体を持つプロアテルである。細身のアニカの力で、押さえ込められるような相手ではない。

　だが不ふ思し議ぎなことに、プロアテルは身動き１つ取ろうとしない。

　抱き締めてくるアニカの腕から逃れなければ、名薙に殺されるかもしれないというのに。

　それを振ふり解ほどいて逃げようということすらしない。

「……君は本当に、ソフィアによく似ている」

　それだけを告げると、プロアテルの手の中から黒剣が消え去ってしまう。

「たとえ殺されたって、もう君を傷付けたりなんてするものか」

　無抵抗宣言。

　完全に戦せん闘とうを放棄しているプロアテルの態度に、名薙は啞あ然ぜんとした。

　プロアテルは、ついには瞼まぶたを閉ざしてしまう。

《……》

　相手は、別世界に存在する自分だ。

　しかしこれまで数多くの人々を傷付け、苦しめてきた元げん凶きようなのだ。

　どんな事情があったにせよ……プロアテルを斬きり伏せることに躊躇ためらいはない。

　だがこのままでは、名薙はアニカごとプロアテルを殺さなければならないのである。

　つい先日にも、名薙は似た状況に出くわしていた。

　人々の未来のために、幼おさな馴な染じみを殺すのか否か。その瀬せ戸と際ぎわに悩み、深く傷付いたのは記き憶おくに新しい。そして今また、名な薙なぎは同じ決断を繰くり返さなければならない場面に直面している。

　────敵の首領を倒す、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスである。

　正面からでは、まともに戦うことすらできない、格違いの強敵である。その相手が無抵抗で、名薙に倒されるのを待っているのだ。ここでプロアテルを倒せば、人類と天使アイオーンの戦いが優ゆう位いな展開になっていくであろうことは想像に難かたくない。

　アニカが死のうと、プロアテルを倒すべき。

　正せい論ろんはそうなのだろう。

　だが剣を手にしているＰＡメサイアの腕は、酷ひどく震ふるえ続けていた。

《……あの指ゆび輪わ》

　プロアテルの背中から、胸元に這はわせたアニカの細い両腕。

　その手の指には、名薙が出店で買って贈おくった、安物の指輪が輝かがやいていた。

《……ずっとしてたのか》

　守りたい。健けな気げなその腕が、震えている。

　プロアテルという強大な敵を相手にしているせいなのか。あるいは、名薙のＰＡメサイアに、プロアテルごと斬きり捨てられることを予感してなのか。

　確たしかなのは、アニカが死の恐怖を感じているということである。

　その事実を思うと、名薙の胸中は悲鳴を上げたくなるくらいに軋きしんでいく。

　アニカは、プロアテルに語りかけた。

「……忘れてないよ」

　涙しているというのに、アニカの頰ほおには小さな笑えみがこぼれた。

「大学のサークルで、初めて出会った日のこと」

「……」

「お互い、初対面の印象が最悪で。いつも顔を合わせれば、ケンカばかりしてたこと」

「……」

「春の旅行で笑ったこと。夏休みに海に行って、２人で砂の城を作るのに夢中になったこと。秋に付き合い始めたこと。冬に初めてキスをしたこと」

「……」

　震えるＰＡメサイアの手に、力を込める。

　名薙は渾こん身しんの力を振り絞り、剣の柄つかを握にぎり締しめる。

「みんなみんな、大切な思い出だった。みんなみんな、なくなってしまった。アナタが焼き尽くし、世界ごと消してしまった。それでも私は、アナタのことを大切に思っている。アナタのことが……ずっとずっと好きです」

　告白するアニカの言葉を黙だまって聞いていたプロアテル。

　その頰に、一筋の涙が流れた。

　その涙は顎あごから滴したたり、黒くろ焦こげになった床の上に注がれた。

　ＰＡメサイアは剣を構える。

　無重力の中を、噴ふかした小型急加速器シヨツト・バーニアを推進力として突き進む。

　徐々に加速しながらプロアテルに向かい、名な薙なぎの目の前に、２人の姿が迫ってくる。

　迷いを断ち切らなければならない。

　人の未来を勝ち取らなければならない。

　この時代を覆おおう絶望を斬きり払う使命を、剣聖という名は背負っているのだ。

　名薙は涙を流した。自らが大切に思っていた少女の面おも影かげごと、敵を討うつしかない。

　絶望を吐き出すような雄お叫たけびを上げ、ただＰＡメサイアは、がむしゃらに剣を振り下ろした。







　　エピローグ







「良かったじゃない。全治６週間くらいの怪け我がで済んで」

「良かったって……この格好を目まの当あたりにしての感想なら、あんまりやで、真ま無な」

　全身包帯だらけのミレイアが、ベッドの上で頰ほおを引ひき攣つらせていた。

　病室の開け放たれた窓からは、初秋の心地ここち良よい風が入ってくる。レースのカーテンが日ひ射ざしの中で揺れるのを見やりながら、真無はベッドの手すりに寄りかかり、風を楽しんでいた。

「それにしても、クローニさんもミレイアも、悪運が強いわよね。占拠された四し聖せい城じようの周囲は、キメラだらけだったそうじゃない。乱戦の中で死にかけて、その後は瓦が礫れきの下で息を潜ひそめて隠れ続けていたなんて、ゴキブリみたいよね」

「……」

「……」

　黙だまり込んでしまったのはミレイアだけではない。

　ミレイアのベッドの、向かい側のベッド。そこにはミレイアと同じように、包帯だらけになったクローニの姿があった。いつもの飄ひよう々ひようとした笑え顔がおを浮かべてはいるものの、真無にゴキブリ扱いされたとあって、さすがに頰を若干だけ引き攣らせていた。

　クローニは咳せき払ばらいをしてから言った。

「いやいや、手て厳きびしいですね、マナさんは。しかし美少女になじられるのなら、私としては本望というもの！　傷付いた身体からだに暴ぼう言げんが響ひびいて死んだとしても恨うらみませんよ！」

　どことなくイヤらしい視し線せんを真ま無なとミレイアに送り続けるクローニ。

　ミレイアは嫌いやな汗をかいていた。

「なあなあ、マナ。うちの病室、何で隊長と一いつ緒しよなん？　確たしか前にマナ言ってたやろ。隊長は、実はすんごいロリコンで、うちのこともイヤらしい目で見てるんだって。言われてみてから、妙に隊長の視線が気色悪く感じるねん」

「本当に、面おも白しろい偶然よね」

「面白いって、面白ないわい！」

「そうは言っても、今は京きよう都と中じゆうに怪け我が人にんが溢あふれてる状況よ。病院はどこも満杯で、ベッドが確かく保ほされただけでも、ベイゼル総理の配はい慮りよに感かん謝しやすべきじゃないかしら」

「ううう～、そうやけどもそうやけども！」

　ミレイアは泣き出しそうな顔で、ニコニコと不気味に微笑ほほえみ続けるクローニと相あい対たいする。

　２人の放つ妙な空気は、他ほかの患者達も察している様よう子すで、病室にはおかしな雰囲気が立ち込めていた。そんな中で涼しい顔をしているのは、やはり真無くらいのものだった。

　真無はミレイアから視線を外し、窓の向こうに見える京都の街並みに目を向けた。

　相変わらず、敵の攻こう撃げきを受けた西部地区の方角からは黒煙が立ち上っているのが見えていた。遠くから救急車のサイレンの音が断続的に聞こえているし、消防車が慌ただしく出動していくのも、もはや見み慣なれたものである。

　まだ慌ただしい雰囲気は解消されないものの、それでもゆっくりと、街が回復の方向に向かっているのを感じ取ることができた。

　真無は眼まな差ざしを細め、少し照れくさそうに微笑ほほえんだ。

「……大したものよね。まさか天使アイオーンの王様から、この街を守りきっちゃうなんて」

「それは京きよう都と騎き士し団だんのことを褒ほめているのですか。それとも……剣聖のことですか？」

　真無に尋たずねかけてきたのは、クローニである。

　変わらぬ微笑みを浮かべたまま、クローニは窓際の真無を見やっている。

　クローニの言葉に、真無は苦笑して答えた。

「どっちかしら。たぶん、どっちもじゃないかしら」

「なるほど。素直じゃないですねえ、マナさんは」

　わかったように言うクローニの態度に、真無は微かすかな苛いら立だちを覚える。

「素直じゃないって、どういうことかしら」

「さあ、どうでしょうね。フフフ」

「貴方あなた、ムカツクわね」

「同族嫌悪ですよ、それは。だからムカツクし、わかってしまうんです」

　意味深な発言で切り返すクローニに、真ま無なは何な故ぜか赤面して押おし黙だまってしまう。

　その会話の意味はわからなかったが、真無をやり込めたクローニを見やり、ミレイアは「おお！」と感心してしまう。目を輝かがやかせているミレイアが小憎たらしかったのか、真無は包帯が巻かれたミレイアの腕を持ち上げ、八つ当たりで痛め付け始める。

　悲鳴を上げてのたうつミレイアの様よう子すを見ながら、クローニは苦笑してしまった。

　クローニも、窓の向こうに広がる、復ふつ興こう中ちゆうの街を見ながら呟つぶやいた。

「名実共に、彼は英雄なわけですね。大したものですよ」

　そう言いながら、やはりクローニは苦笑し続けるしかない。

　初秋の空は、雲１つない青で澄すみ渡っていた。
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　四し聖せい城じよう内からは、キメラや騎き士し達の遺い骸がいが片付けられていた。

　激げき戦せんが終わった後の城内庭園は酷ひどく傷付いており、緑豊かだった景色けしきは、荒らされた土ど壌じようの姿に変へん貌ぼうしてしまっていた。

　未いまだに薬やつ莢きようが散らばり、血の跡も消え去っていない庭園だった。だが今日きようはそこで、京きよう都と騎き士し団だん達による祭事が執とり行われていた。

　騎士団のＰＡ達が隊列を整ととのえ、整せい然ぜんと立ち並んでいた。その中央を横切る形で赤い絨じゆう毯たんが敷しかれており、その先にはエリザ女王が佇たたずむ特設壇だんが設けられていた。

　騎士団の楽団が、ファンファーレを演奏し始めた。

　すると赤い絨毯の上を、１機きの白いＰＡが颯さつ爽そうと歩いて行く。

　騎士団の誰だれしもが、その白い機体に向かって敬礼をした。

　騎士達の尊敬の視し線せんを一身に浴びながら、その騎士は静かに女王の待つ壇上に上がっていった。

　女王と向かい合う形になると、白色の機体は立ち止まり、不動となる。

　楽団の演奏が終わったところで、エリザは厳おごそかに言い始めた。

「彼かの騎士は、天使アイオーンの将たる終焉の騎士ナイツオブエンド、イグニス＝ヴィッカースの侵攻より、隣りん国ごくである東とう京きようの人々を守り抜いた」

　エリザは宣言し、さらに続けていく。

「彼の騎士は、黒の森シユバルツバルトの謎なぞを解き明かし、長年に亘わたって、人を寄せ付けなかった黒の霧きりを見事に晴らして見せた」

　エリザの言葉を、京都騎士団の面々は神妙に聞き入っている。

　そしてエリザは告げた。

「彼かの騎き士しは、諸君等らも知るように、この京きよう都との窮きゆう地ちをどん底から救い出した。天使アイオーンの王たるプロアテルすらをも退しりぞけたことにより、まさに人類の未来に、輝かがやかしい勝利の可能性を与えたと言える。これらの功こう績せきは人類にとって貴重であり、軽視できるものではない」

　言い終えたエリザに、壇だんの端から現れた騎士団長のスコットが、小さな小箱を手渡す。

　その小箱を受け取ったエリザは、演説を聴きいている騎士達に向かって言った。

「先の総そう攻こう撃げきの際に、妾わらわ達はパニックルームに閉じ込められていた各国の貴き賓ひんたちを救出することに成功した。その彼等と協きよう議ぎし、妾はある決定を下した。つまり、彼の騎士たるナナギリョウガの功績を讃たたえ、評価し、ここに〝剣聖〟の称号を贈おくるものとする」

　歓声が上がった。

　騎士達は名薙を、新たな〝剣聖〟として認め、褒ほめ称たたえることに異い論ろんを持っていなかった。

　エリザが小箱を開けると、中には勲くん章しようが輝いて見える。

　それを壇上で受け取り、白色の機き体たい────メサイアは掲げて見せた。

　壇の脇わきの方に控えていたマスメディア達は、こぞってＰＡメサイアにカメラを向けている。レポーター達は鼻息荒く、新たに誕たん生じようした英雄の姿を全世界に発信しようとしていた。

　しかし、勲章を掲げたＰＡメサイアは、何も語ろうとしなかった。

　壇上から黙だまって去って行くＰＡメサイアに、レポーター達はたくさんのマイクを向けた。

　だがどの局のインタビューに応じる様よう子すもなく。ＰＡメサイアは何も語らずにその場を後にした。

　英雄の機体の背中は、まるでその場から逃げ去ろうとしているかのようだった。
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　頭上に地ち球きゆうが浮かんで見える、緑豊かな庭園だった。

　そこには、放置されているかのような、銀製の椅い子すが１つだけ置かれている。

　花々に囲まれたその椅子に、薄うす桃もも色いろの長い髪をした少女が腰掛けていた。

　少女はサイズが大きい白衣を羽は織おっており、少しだらしない雰囲気を漂わせている。微睡まどろんでいるような半はん眼がんの眼まな差ざしは、気け怠だるそうに頭上の地球を見上げていた。

「────また勝手に、私の椅子に腰掛けているのか、クリステア」

　名を呼ばれた少女は、いつの間にか椅子の傍かたわらに現れていた男に視し線せんを向ける。

　タキシード姿で、仮面をかぶった奇妙な男だった。

　それは、１度たりとも素顔を見たことがない自らの主に間違いなかった。

　主の帰き還かんを理解したクリステアだったが、面めん倒どうそうな眼差しは、変わらず頭上の月に向けられたままだった。気怠そうな態度で、クリステアは気のない返事をする。

「お帰り～、王様」

「席を退どこうとは思わないのか」

「座りたいの？　この椅い子す、そんなに座り心地ごこちは良くないのに」

「……そうかもしれないな」

　顔は見えなくても、王が微笑ほほえんだことなら雰囲気で理解できた。

　クリステアはボンヤリと地ち球きゆうを見上げたまま、傍かたわらの王に尋たずねた。

「それで？　久しぶりに、下界に１人で行ってきた感想は？」

「……」

「あたし達を呼び付けておいて、そのまま放置したんだ。少しくらい質問しても許されると思うんだけどなあ」

　横目で視し線せんを送ってくるクリステアに、王は嘆息してしまう。

　やがて観かん念ねんし、王はクリステアに告げた。

「何な故ぜだろうな。見逃されたよ」

「それって、人間に負けたってこと？」

「いいや。勝ちも負けもない。戦っていないと言うのが正しい」

　不ふ思し議ぎそうな顔をするクリステア。王の話に興きよう味みが湧わいてしまったのか、今の答えだけでは満足できない様よう子すだった。クリステアは無言で、王に次句を要求してくる。

「戦うつもりがないヤツと、これ以上、戦う理由はない。そう言って、彼は剣を退ひいてくれた。どちらかが死ぬこともなく。私はこうして、ただノコノコ帰ってきてしまったのさ」

「……へえ」

　クリステアは興きよう味み深ぶかそうに微笑ほほえんだ。

「王様でも、あたしみたいに、やる気がないこともあるんだね。しかし相手も相手じゃないか。やっぱり、彼等らは面おも白しろい人間だよなあ。もっとちょっかいを出してみたいよ」

「焦らずとも、そのうち向こうからやって来るさ」

「────その時は、今度こそオレサマが野郎にトドメを刺してやんよ」

　王とクリステアの会話に割り込んできたのは、木の裏にいた男である。

　荒々しいカットの赤髪。大きなクマを両目の縁ふちに作って、不健康そうな顔をしている。胴から下の下半身はなく、車椅子から生はえ出たような姿だった。

「聞いていたのか、イグニス」

「呼び出したのはアンタだろうに。いるに決まってんだろ」

　舌打ちするイグニスを見て、王は嘆息してしまう。

　クリステアが席を離はなれると、入れ替わるように、王は玉座に腰掛けた。

　そうして王は頭上の地球を見上げ、クリステアに言った。

「時を超えてでも、私や、この世界を救う方法を探すそうだ。そう言っていたよ」

「何それ？」

「さあな、私にもよくわからない。だが────」

　王は苦笑して見せた。

「今しばらく、彼は我々にとって最強の敵でありそうだ」




　　　　▼▼▼




　約束の時間を過ぎてしまっている。

　称号の授与式が終わると、名な薙なぎはＰＡメサイアを降りて、慌てて移動を開始した。

　待ち合わせの場所は、四し聖せい城じようの城門前にある銅像の前だ。駆け足で向かえば、10分程度で到着するであろう場所である。待ち合わせの時間にうるさい相手が待っている。怒っているであろう相手の反応を想像するだけで、名薙は気が重くなりそうだった。

　息を切らせ、肩を揺らし、名薙はようやく城門前の銅像前に辿たどり着く。

　そこに待ち人の姿を捜すべく、周囲を見渡すが……見当たらない。

　怒って帰ってしまったのかと思い、名薙はＰＱＣピクシーを使って、相手の現在位置を探索し始めた。

「って、あれ？　居場所はここになってるぞ……？」

　名薙の視界に表示された地図データを見ると、自分の居場所と、相手の居場所を示すドットが重なり合っている。相手はすぐ傍そばにいるということだ。

　名薙の背後から手が伸び出てくる。

　その手のひらに両目の前を覆おおわれ、目隠しされてしまう。

「だ～れだ！」

　妙に甘ったるい少女の声が、名薙に尋たずねてくる。

「……えーっと。何やってんのかな、アニカさん？」

「うわっ！　この男ったら！　せっかくこっちがイタズラ仕掛けてるのに真顔で呆あきれるとか、ほんと酷ひどいわ！　まるで私が頭お花畑のバカ女みたいじゃない！」

　名薙が振り向いた先には、引ひき攣つった表情を浮かべる金髪の少女が立っていた。

　アニカ＝アルスコット。

　ソフィアの記き憶おくと能力を血に宿している、落ちこぼれの天使アイオーンである。

　アニカに取るべき反応を間違えてしまったことに、名薙は内心で焦ってしまう。

　しかし時既に遅く、アニカは不ふ機き嫌げんそうに唇の先を尖とがらせていた。

「人がせっかく、遅刻してきたダメ男を寛大な心で許そうとしてふざけたっていうのに、アンタときたら全くいつも通りに気が利かないヤツよね」

　ふて腐れながらも、アニカは照れくさかったのか、少し頰ほおを赤くしていた。

　苦々しく頭を搔かく名薙だったが、アニカは焦じれったそうに、その手を引っ張って歩き出す。

「お、おい。引っ張るなよ！」

「出発からして遅れてるんだから、さっさと行くわよ！　ぼやぼやしてられないわよ！」

「ぼやぼやしてられないって、ミレイアの見み舞まいに行くだけの用事だっていうのに、ずいぶんと張り切ってるよな」

「良いから！　早く！」

　頰ほおを膨ふくらませるアニカは、妙にベタベタと名な薙なぎの腕に触れてくる。

　アニカに腕を引かれ、名薙は為なされるがままに歩き始めた。

　四し聖せい城じようの周囲は未いまだに瓦が礫れきの山状態で、街と呼べる景色けしきではない。人が通る道すらも、瓦礫の上を通ることを余よ儀ぎなくされており、傾いた信しん号ごう機きや、崩れ落ちそうなビルを見上げながらの移動となった。

　傷付いた街並みである。

　瓦礫の中を、復旧工事の作業員や、資材運搬用のＰＡが歩き回っている姿に出くわした。すれ違いざまそれらの人々と挨あい拶さつを交わしながら、名薙とアニカは手を繫つないで、駅を目指していた。

「ねえ、ナナギ」

　青空の下、廃はい墟きよを歩きながら、名薙の手を引くアニカが話しかけてきた。

「ナナギがプロアテルを殺さなかった理由って……私を殺したくなかったから？」

「まあな」

「……変なの。フジノちゃんは、殺しちゃったのに」
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「……そうだな」

　会話がなくなってしまう。

　しばらく歩いた先で、アニカが唐突に立ち止まった。歩を止めたアニカを追い越すことはせず、名な薙なぎは手を繫つないだままアニカの背中を見ていた。

　アニカは名薙を振り向かず、ただ耳の先まで赤くして言い出した。

「わ、私さ」

「……」

「ぷぷ、プロアテルに、その、す、す、好きって、告白してたけど」

「……」

「あ、あれはね！　ソフィアさんの記き憶おくがそうだったっていうだけでね！　私がプロアテルを好きってことじゃないんだからね！　ご、誤解しないでよ！」

　アニカの震ふるえる声を聞きながら、名薙は怪け訝げんな顔をする。

「何が言いたいんだ？」

「わ、私の好きな人は〝他ほかにいる〟って言ってんのよ！」

　ぎゅーっと、名薙の手を握るアニカの握力が強くなる。その手の指には、名薙が贈おくった安物の指ゆび輪わが輝かがやいていた。その金具の部分が名薙の腕に押し当てられていた。

「そ、そうか」

「……うん」

　それだけ言って、アニカは何も言わなくなってしまう。

　妙に気まずい雰囲気が漂い、名薙は落ち着かなくなってしまった。アニカが妙なことを口走ったせいだろう。アニカが異性であることを、急に意い識しきしてしまったのだ。

　しばらく黙だまりこくっていたアニカだったが、名薙の手を握ったまま、振り向いた。

　その顔には、嬉うれし涙を浮かべた笑え顔がおがあった。

「助けてくれて、本当にありがとう。嬉しかった」

　破顔したアニカの表情は、陽光の眩まばゆさも交じり、輝かしかった。

　無邪気な面おも持もちに浮かんだ、安あん堵どに似たその顔に、名薙の頰が熱あつくなってしまう。

　その熱ねつを感じながら、名薙は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かしつつ、優やさしく微笑ほほえみ返した。

「どういたしまして」

　以前と同じように、名薙は再びアニカに答えてみせる。

　西暦２１４０年。

　行き過ぎた科学によって狂わされた時代の空は、いつか見上げた時と同じように、爽さわやかな眩い輝きに満ちあふれていた。これからも、地上のどこかでは、天使アイオーンとマモノの殺さつ戮りくが続いていくのだろう。それが１００年以上続いてきた日常なのだ。

　世界は今日きようも、美しい狂気に満ちている。

　しかし、いつまでもこのままではないはずだ。

　名な薙なぎの胸中には、確たしかなその予感が芽め生ばえていた。







あとがき







「昨日きのうの休み、何してた？」

　週末の休み明けに会社に出勤すると、そんな雑ざつ談だんを持ちかけられることがあります。

　アウトドアが好きな人であれば、旅行に行った話をしてくれるかもしれません。インドア派の人なら、読んだ本や、見た映画の話をしてくれるかもしれません。しかし時には、「やりたいことがないから」と、何もしないで過ごす人もいます。

　余暇を持て余す。

　自由な時間を与えられても、それを漠然と浪費し続けてしまうことがあります。

　その行いの善よし悪あしは別にして。

　会社での忙しい毎日を過ごし、やっと得られた貴重な休日にやりたいことがないというのは、何だか酷ひどく悲しい人生のように思えます。働くことが生いき甲が斐いであれば幸せなことなのかもしれませんが、そうでないのなら、まるで働いて寝るだけの奴ど隷れいのように思えますから。

　目的もなく。

　明めい確かくな希望もない。

　毎日漠然と終電まで働く同じ職しよく場ばの人々を見ていると、日に本ほんのサラリーマン社会は歪ゆがんでいるように思えます。何とかならないもんでしょうかね。右を向いても、左を向いても、どいつもこいつも哀あい戦せん士しですよ。




　そんな重たい出だしですが、こんにちは！

　本作の著者、兎う月づき山や羊ぎです！

　いやいや。何でこんな「余暇」に関する話題を振っているのかと思われるかもしれません。

　最近、知人の結婚式やら葬式やらがありまして、他人の人生の岐き路ろを見守ることが多いせいでしょうか、自分の人生についても振り返る機き会かいが増えました。きっとそのせいです。

　人並みに、思うようにいかないことも多々あり、考えたところでどうしようもないことばかりではありますが、それでも考えずにはいられない。マリーダさんに「それでもと言い続けろ、バナージ！」と激げき励れいされている心境で、日々の荒波の中を何とか生きている次第であります。

　時間は本当に大切なものですね。

　しみじみ感じているあたり、だいぶオッサン化してきているのかもしれません。

　学生の時は考えもしなかったことですが、余暇の過ごし方というのは、実はとても重要なものです。何もしなければ、何事もなく時間は過ぎていく。当たり前のことなのに、その恐ろしさに気付いたのは、こうして本を書き始めるようになってからです。




　────原稿を書きたい。

　会社で働いている時に、早く帰ってそうしたいと思うことが多々あります。

　私にはやりたいことがある。そのやりたいことは余暇にしかできない。そのやりたいことをやるための時間は、作る必要があって、とても少ないものです。

　限られた時間の中で奮ふん闘とうしていると、自分に与えられた時間の少なさに愕がく然ぜんとします。

　そして、有限の時間の大切さに気が付くのです。

　人は死ぬ。

　だからと言って、本作のプロアテルのように、真剣に生きることを諦あきらめる必要はありません。やりたいことを懸けん命めいにやり、大切にしたい人や、守りたい人のために力を尽くす。たとえ果てる宿命だとしても、その生き方は尊とうといのだと思います。何よりも。




　取り留めのない作品の締しめとなってしまいましたが、お知らせです。

　残念ながら、本作はこれにて一度、閉幕となります。

　楽しみにしてくださり、応援してくださった皆様にはまことに申し訳ありませんが、またどこかの機き会かいで本作を発表する機会があればと、願ねがってやみません。面めん目もくないことです。

　末筆となりますが、ご挨あい拶さつを。

　会社帰りに編へん集しゆう部ぶで打ち合わせをする際、いつも私の会社仕事の愚ぐ痴ちを聞いて下さる、心こころ優やさしき担当編集さん。居酒屋トーク大好きなんです、すいません！

　そして毎度のことながら「キャワワ！」なイラストを描かいてくださる荻おぎｐｏｔｅさん。本作を刊行するにあたり、お力添えくださった校こう閲えつさんや営業さん、それ以外の多くの方々にも力を貸していただきました。

　そしてこの本をとってくださった皆さんに、最大限の感かん謝しやです。

　面おも白しろかった、楽しかったという皆さんからのご意見やご感想は、私が書き続けられる原動力になっています。作品を書くのに必要な力は、作家や編集者の力だけではなく、皆さんの声もまた然しかりなのです。今後とも著者、著作を応援いただければ幸いです。








うづき
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。休日に、銀だこのたこ焼きを食べながら映画を見ることが生き甲斐です。自転車のことを何と呼ぶかで、育った文化が関東寄りか関西寄りかがわかるそうです。ケッタマシンじゃなくて、チャリです。

[image: ]




イラスト／荻おぎｐｏｔｅ

最近とうとう、念願のＬＥＤ付きコレクションケースを購入してしまいました。これで娘達も暗くて狭いケースから解放されて、たいそう喜ぶことでしょう！　お金も狭い財布から解放されました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「兎月山羊先生」係

「荻pote先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





ラストセイバーIII




叡えい智ちの花はな嫁よめ








兎う月づき山や羊ぎ





発　行　　　　2015年4月23日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2013 YAGI UZUKI





※2013年7月10日発行の電撃文庫『ラストセイバーIII 叡智の花嫁』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/t001.jpg





item/image/t003.jpg
17






item/image/t002.jpg
065






item/image/p285.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p071.jpg





item/image/p151.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/p103.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		Sector1　城塞都市「京都」



		Sector2　叡智の花嫁



		Sector3　聖誕祭



		Sector4　偽物の名



		Sector5　始まりの終わり



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/k002.jpg
Jo0—4 10
Secior | wmes w1/
Seciorz BEOES 6h
Secior3 mmes 17
Seciord w0 196
Seciorh msworby 247

IEQ—-J 5

Designed by AFTERGLOW





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p245.jpg





item/image/t005.jpg





item/image/p325.jpg





item/image/t004.jpg





item/image/p009.jpg
o‘e






